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a-③ 平常展・特別展・海外展 

 

【東京国立博物館】 
(1) 総合文化展（平常展） 

①開館日数 251日間（平常展のみの開館日数 96日間） 

②会  場 

(1)本 館 1階、2階 

(2)東洋館 1階、2階、3階、4階、5階 

(3)法隆寺宝物館 1階、2階 

(4)平成館 1階 

(5)黒田記念館 

③展示総件数                 9,048件 (うち国宝376件、重要文化財1,025件) 

(1)本館・平成館企画展示室 3,106件 (うち国宝259件、重要文化財395件) 

(2)東洋館                     1,279件 (うち国宝14件、重要文化財89件) 

(3)法隆寺宝物館 232件 (うち国宝 19件、重要文化財362件) 

(4)平成館考古展示室           461件 (うち国宝 84件、重要文化財164件) 

(5)黒田記念館                  97件 (うち国宝  0件、重要文化財15件) 

④展示替件数 5,041件 ・ 展示替回数   延べ 392回 

⑤入場料金  

黒田記念館以外  一般1,000円、大学生410円 

 

黒田記念館 無料  

⑥特集 全17件（●国宝、◎重要文化財、○重要美術品） 

※新型コロナウイルス蔓延防止策として、2月26日～6月1日まで臨時休館。 

場所 名称 会期 
陳列件数(うち指定品件

数) 

平成館 
親と子のギャラリー ツノのある動物 月 日 ～  月 日 0件 

企画展示室 

＜主な作品＞ 

蓮華葡萄彫犀角杯、春日鹿曼荼羅図、自在龍置物、風神雷神図（模本）  

新型コロナウイルスの影響を勘案し、東京都恩賜上野動物園と国立科学博物館と協議の上、当該展覧会並びに関連イベントを

中止した。 

本館 
日本の仮面 舞楽面 行道面 6月 19日 ～ 7月 12日 24件（重文 22件） 

14室 

＜主な作品＞ 

舞楽面 崑崙八仙、舞楽面 童舞、行堂面 菩薩、追儺面 鬼 

雅楽の一種で、舞を伴う舞楽に用いるのが舞楽面。練供養や、これに類似した法会に用いた仮面を行道面という。奈良・手向

山八幡宮、愛知・熱田神宮、愛知・真清田神社などが所蔵の舞楽面、丹生都比売神社（天野社）伝来の舞楽面と行道面を中心に

展示し、古代、中世の芸能の多様性と、仮面の彫刻的魅力を紹介した。 

新型コロナウイルス感染症蔓延防止のため、人を集めて展示室で実施するギャラリートークが中止されたことから、映像を配

信するオンラインギャラリートークを実施した。 

本館 日本美術の記録と評価－調査ノートに見る美

術史研究のあゆみ－ 
7月 14日 ～ 8月 23日 21件 

14室 

＜主な作品＞ 

中殿御会図調査ノート、中殿御会図（摸本） 

美術作品は先人たちの永年の営みによって守り伝えられ、評価、鑑賞されてきた。この企画ではこんにち広く知られるような

美術作品がどのように調査研究され、美術史研究が形作られてきたのかを、調査ノートと実際の作品によって紹介した。東京文

化財研究所が所蔵する、今泉雄作・平子鐸嶺による明治期の調査ノートに始まり、広範かつ膨大な調査研究を行った田中一松資

料、さらに細部に着目して実証的な研究を展開した土居次義資料によって、日本の美術作品が記録され、評価されてきた歴史を

示した。東京文化財研究所文化財情報資料部による展示を実施した新しい試み。 

本館 
大野出目家と越前出目家の能面 8月 25日 ～ 10月 4日 23件（重文 1件） 

14室 

＜主な作品＞ 

能面 安達女、能面 三日月、能面 阿古父尉 

大野出目家、越前出目家はともに近世世襲面打の家系である。近世はすでに新たな能面を創り出す創作の時代から、古面を写

す時代に移っていたが、名手が生まれ、個性が垣間見える部分もある。この展示はふたつの世襲面打家の作品をまとめて展示し、

それぞれの造形の特色を紹介した。 

平成館 
令和元年度新収品展 10月 6日 ～ 11月 15日 25件（重文 1件） 

企画展示室 

＜主な作品＞ 

浜松図屏風、佐野昭肖像、染付竹虎 

 

令和元年度に新たに収蔵品に加わった文化財のうち、寄贈分、購入分より主だった作品を公開する。新収品を通じ、当館のも

っとも重要な事業のひとつに位置づけられる｢文化財の収集｣について、その成果と意義を紹介した。 
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本館 
書と紙－平安時代の美しい紙－ 9月24日 ～ 11月23日 

22件(国宝1件、重文3件、

重美3件) 特別 1室 

＜主な作品＞ 

●古今和歌集（元永本）上帖、継色紙、◎法華経（久能寺経）法師品 

国宝「古今和歌集（元永本）」は元永 3 年（1120）の奥書があり、本年は 900 年の節目にあたる。平安時代には、元永本のよ

うに美しく装飾された料紙を使って、能書が詩歌を揮毫した調度手本が、貴族の間の贈答品とされた。その料紙は、文様を版木

で摺り出した唐紙（中国製・日本製）や、染紙、繊維を漉き込む雲紙などあるが、10～12世紀の装飾料紙は中国にもあまり残さ

れていない貴重な遺品である。さまざまな装飾料紙とその技法をとりあげながら、その料紙と書との調和を感じていただけるよ

うな展示を実施した。 

東洋館 
中国書画精華－古典の魅力－ 9月 24日 ～ 11月 15日 

70 件(国宝 10 件、重文 19

件、重美 2件) 8室 

＜主な作品＞ 

●夏景山水図軸、●出山釈迦図軸、●雪景山水図軸、●寒山拾得図軸、●法語（破れ虚堂） 

 

 毎年秋の恒例となっている中国書画の名品展を開催する。宋・元時代の宮廷文化、禅文化の中で生み出された作品は、その格

調高い表現から、中国のみならず、東アジア世界全体における規範となっていく。その造形的魅力を紹介しつつ、明時代以降に

これらに倣って作られた作品とともに展示することで、古典としての歴史的重要性も示した。日本人にとっての古典でもある中

国書画の精華を楽しんでもらう展示とした。 

本館 
破格から調和へー17世紀の茶陶 10月 6日 ～ 11月 29日 19件(重文 2件) 

14室 

＜主な作品＞  

◎馬蝗絆茶甌記、◎色絵牡丹図水指、黒楽茶碗 

 

本特集は、特別展「桃山―天下人の100年」に関連して、安土桃山時代に続く17世紀の茶陶をとりあげるものである。千利休（1522

～91）によって大成された桃山期の茶の湯、そこにみとめられる美意識は、一般に、それまでの価値観を壊すような「豪壮」ま

たは「破格」という表現に象徴される。しかし、利休及び豊臣秀吉没後、次の時代を迎えた17世紀には、「調和」を重視する洗

練された美意識のもとに新しい茶陶が登場する。ここでは館蔵品のなかから、三代道入、四代一入の樂茶碗や綺麗さびと謳われ

た小堀遠州の道具、そして公家好みの瀟洒な仁清のうつわなどを中心に紹介した。 

東洋館 
中国近代の上海－海上派の書・画・印 11月17日 ～ 12月23日 63件 

８室 

＜主な作品＞ 

行書七言古詩四屛、楷書八言聯、葡萄図軸 

アヘン戦争(1840～42)後の南京条約(1842)を機に開港した上海は、イギリス、フランス、アメリカが租界を設け、近代化が急

速に進展した。経済発展、安全保障を背景に、富裕層は上海に移り、それにしたがって多くの芸術家が上海を拠点に活動した。

海上派と称される彼ら芸術家の書、画、印は、明治から昭和の日本の墨客も熱い眼差しを向け、海上派の芸術家たちと師弟関係

を結んだ者もみられる。本展では日本にも影響を与えた海上派の書画と印譜を紹介した。 

平成館 
世界と出会った江戸美術 11月 25日 ～ 3年 1月 11日 36件（重文 9件） 

企画展示室 

＜主な作品＞ 

IHS七宝繋蒔絵螺鈿書見台、◎悲しみの聖母（親指のマリア）、◎浅間山図屏風 

海外への自由な往来が禁止されていた江戸時代、日本を訪れる外国人は非常に限定され、異国の地を踏む日本人はさらに限ら

れていた。しかし、厳しい制約のなかでも、日本とヨーロッパの間を多くの交易品が行き来し、異国の技術や表現に学んだ美術

工芸品が双方の地で誕生した。東京国立博物館は、南蛮漆器や洋風画、輸出陶磁器のほか、長崎奉行所旧蔵キリシタン遺物、紅

葉山文庫や蕃書調所などの江戸幕府関連施設に伝来した地図や洋書、シーボルト旧蔵書といった歴史的に重要な資料を収蔵して

いる。本展では、江戸時代における東西交流から生まれた所蔵品及びご寄託品を紹介した。世界的な鎖国状態の最中にある現在、

改めて江戸時代の人々に思いを馳せつつ、外国に対する好奇心を自国の文化、美術のなかで昇華させた過去を振り返った。 

本館 
珠玉の中国彫刻 12月 1日 ～ 3年 2月 21日 

20件（重文 1件） 

 14室 

＜主な作品＞ 

◎十一面観音菩薩立像、龍樹思惟像台座、三彩神王 

 

中国彫刻といえば雲岡石窟や龍門石窟の美しい石仏をイメージしがちであるが、仏教美術が伝来する以前の中国では人体をリ

アルに表現することがなく、墓をまもる俑や石人むしろ抽象的な造形にその特性があるといえる。しかし、この抽象性は、西方

起源の仏像を中国が受け入れていく過程において常に大切なエッセンスとして作用した。南北朝時代には、謎めいた微笑と複雑

な衣文をもつ独特の仏像を生み出し、唐時代に到ると、肉体と衣文が見事に調和した中国仏像が完成した。いっぽう、玉石を用

いて彩色を施した玉像や、白檀に細密な彫刻を施した檀像、さらに道教神の像や田舎風の素朴な作品も数多く残っている。今回

の特集陳列では、館蔵品の中から漢～唐時代の仏教彫刻、道教像、俑など多彩な作品を展観し、東洋館の常設展示作品も合せた

内容として、中国彫刻の奥深い世界を紹介したい。日本美術を展示する本館で中国彫刻を紹介することにより、古来、密接な関

係があった日本と中国との美術の交流についてあらためて思いを馳せる一助となれば幸いである。 
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本館 
表慶館の建築図面 12月 8日 ～3年 2月 14日 19件 

15室 

＜主な作品＞ 

表敬完成予想図、奉献美術館計画断面図、奉献美術館基礎煉瓦工事写真、奉献美術館建設工事写真 

 

本特集は表慶館で開催される「日本のたてもの」展(日本博、12月から)に合わせ、収蔵する表慶館関連資料のなかから建築図

面を中心に展示する。表慶館は大正天皇御成婚を記念し、御祝するため明治 33年 3月に東宮御慶事奉祝会が組織され、寄付によ

り建造された奉献美術館である。明治 41 年 9 月 29 日に竣工、10 月 10 日に奉祝会から献納された。ついで 11 月 30 日、この奉

献美術館は「表慶館」と命名され東京帝室博物館が管理することとなった。帝国奈良博物館・帝国京都博物館に続き、建築家片

山東熊によって設計されたネオバロック様式の明治後期を代表する建築として知られる。現存する建築図面は平面図、立面図、

断面図、構造図、現寸図などであり、明治期の建築造営の一端を図面によって紹介した。 

 

本館 博物館に初もうで ウシにひかれてトーハク

まいり 
3年 1月 2日 ～ 1月 31日 61件(重文 3件.重美 2件) 

特別 1・2室 

＜主な作品＞ 

◎阿弥陀如来および両脇侍立像（善光寺式）、●片輪車蒔絵螺鈿手箱、◎駿牛図断簡 

 

令和 3 年（2021）の干支にちなみ、「牛」をテーマとした特集展示を行う。力強く従順で、人の営みを傍らで支え続けてきた

牛は、身近な家畜である一方、神の乗り物となる聖性をそなえ、仏教における悟りの象徴ともみなされた。また貴族の生活と密

着して牛車の文化を生み、後々まで王朝文化への憧憬をもたらした。本展示では、「牛にまつわる信仰史」「牛と共同した暮ら

し」「牛車と王朝の様式美」「描写された牛の姿形」と複数のテーマにわけて構成し、人と牛をめぐる豊かな文化を紹介した。 

東洋館 清朝書画コレクションの諸相―高島槐安収集

品を中心に― 
3年 1月 2日～2月 28日 85件(国宝 1件、重美 1件) 

8室 

＜主な作品＞ 

  行書「槐安」軸、山水図巻、花卉図四屏、●瀟湘臥遊図巻 

 

毎年開催している台東区立書道博物館との連携企画第 18弾として、2年度は中国書画のコレクションをテーマとする。中国書

画は作者の手を離れたのち、所蔵者や鑑賞者の手で、本紙やその前後に鑑蔵印が捺されたり、題跋がしたためられたり、時には

著録にまとめられたりした。それらは作品の来歴を示すとともに、題跋の書や印自体が、鑑賞の対象ともなる。清朝の皇帝や高

官、民間の富裕層が所蔵した書画の名品は、辛亥革命(1911～12)を契機として日本にも流入し、質の高いコレクションが少なか

らず形成された。世界的に知られる台東区立書道博物館所蔵の中村不折（1866～1943）による収集品と当館所蔵の高島槐安(菊次

郎、1875～1969)による収集品には、中国歴代の収蔵家や書画家が収蔵・鑑賞した作品が数多く含まれる。本展では、台東区立書

道博物館で中村不折、当館で高島槐安の収集品に焦点をあてる。作品にみられる題跋や鑑蔵印等から、清時代から中華民国時代

にかけて形成された官・民の書画コレクションの系譜をたどるとともに、それらを受け継ぐ両コレクションの特色をご紹介した。 

本館 
木挽町狩野家の記録と学習 3年 2月 9日 ～ 3月 21日 23件 

特別 1・2室 

＜主な作品＞ 

瀟湘八景図（摸本）、有徳院吉宗加筆鷹画草稿、観音経絵（模本） 

江戸時代、幕府に仕えた御用絵師のうち、狩野家の中橋・鍛冶橋・木挽町・浜町の四家は奥絵師と称され、旗本に匹敵する特

別な存在であった。中でも筆頭の木挽町狩野家は絶大な権力を持ち、江戸城障壁画や国内外への贈答用絵画の制作、将軍家子女

の絵画教育、古画の鑑定などを行った。また屋敷に併設した画所において、全国から集めた 5、60 人を超える弟子を教育してお

り、ここから狩野芳崖や橋本雅邦、木村立岳ら明治期の日本画を牽引する人物を輩出している。本展示では、当館が収蔵する 5,000

件近い木挽町狩野家資料の一部を「記録と学習」というキーワードで紹介する。 

平成館 
東京国立博物館コレクションの保存と修理 3年 3月 23日～4月 18日 9件 

企画展示室 

＜主な作品＞ 

四季花鳥図巻、玄奘三蔵像、五彩人物文長方合子、突線紐 3式銅鐸 

 

 本特集では、東京国立博物館が手がける保存と修理の成果をより分かりやすく紹介するため、近年に解体を含む根本的な修理

を終えた絵画、考古、歴史資料、陶磁などさまざまな分野から、形態、技法が異なる作品を取り上げる。作品とともに修理過程

で得られた情報もパネルなどを用いて公開し、博物館が担う文化財修理の役割を広く理解していただく。 本年度は、本格修理完

了品として「四季花鳥図巻」「玄奘三蔵図」や「突線鈕 3 式銅鐸」など 9 件を展示した。なお本展は、元年度の特集展示が非常

事態宣言を受けて開催できなかったため、総合文化展での展示が決まっていたものを除き、基本的に展示作品を踏襲し、新たに

2件を加えたものである。 

本館 
おひなさまと日本の人形 3年 2月 23日～3月 21日 105件 

14室 

＜主な作品＞ 

厨子棚 、黒棚、書棚 、三揃、古今雛 、享保雛、古式次郎左衛門雛、衣裳人形 吉弥、内裏雛（芥子雛、束帯・十二単姿） 
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3月 3日は桃の節供。雛祭にちなんで恒例となった特集を行う。2年度は、前川冨士子氏寄贈の雛飾りと日比谷家伝来の古今雛

を中心に展示する。特に前川氏寄贈の雛飾りは江戸時代の江戸で作られた細密雛道具の優品であり、江戸の雛文化の頂点を示す

作品が一堂に展示される貴重な機会である。また天児・這子や立雛によって、雛人形の発展を概観するとともに、当館所蔵の衣

裳人形の優品を展示することで、オリンピックイヤーでもあることから、日本の人形文化を海外にも発信するに相応しい内容と

したい。これらの作品を通じ、繊細で美しく、そしてかわいらしいものを尊び、高い技術を駆使して作品を作り上げてきた日本

の美意識を、華やかに楽しく伝えたい。 

本館 

鳥獣戯画展スピンオフ 3年 3月 23日～6月 6日 47件（重美 1件） 14室・特別 1・ 

2室 

＜主な作品＞ 

藍釉兎、兎形香油壺、鳥獣戯画甲巻（摸本）、獣形帽額縮図 

 

 本特集は、平成館で開催される特別展「国宝 鳥獣戯画のすべて」（3年 4月 13日～5月 31日）の関連企画である。鳥獣戯画

は、抜群の人気をほこる絵巻でありながら、実のところ謎だらけである。主題は何か、誰が描いたのか、何のために描かれたの

かという、基本的な問いについてはいまだ論争が続いている。そこで本特集では、この絵巻の中心的モチーフである動物に改め

て注目した展示を行う。はじめに、動物が古今東西どのように表現されてきたかをたどり、そのかたちに込められた意味を探る

（14室）。最も知名度の高い甲巻の動物が何をしているのか、どのような道具を持っているかを器物や絵巻を通して図解し（特

別 2 室）、鳥獣戯画が成立する背景にあった作品群とそこから派生した作例を紹介（特別 1 室）することで、鳥獣戯画の魅力に

より深く、多角的に迫る。 

 

 

(2) 特別展、共催展等 

展覧会名 特別展「きもの KIMONO」 

会  期 6月30日(火)～8月23日(日) 48日間 

会  場 東京国立博物館 平成館特別展会場 

主  催 東京国立博物館、朝日新聞社、テレビ朝日、文化庁、日本芸術文化振興会 

協  賛 タカラレーベン、竹中工務店、凸版印刷、トヨタ自動車 

協  力 神戸ファッション美術館 

作品件数 294件 

来館者数 91,830人(目標100,000人、達成率：91.83％) 

入場料金 一般1,700円、大学生1,200円、高校生900円、中学生以下無料 

アンケート結果 満足度  93.1％ 

担当研究員数 2名 

展覧会の内容 日本の伝統衣装として知られる「きもの」が身分の差や老若男女を問わず人々の日常着として着られるようになった室

町時代から現代までの歴史を、そのファッション性や日本独自の工芸としての視点でとらえ、着物を着用した人物を描い

た絵画、マネキンに着付けた着装展示などを交えて、それぞれの時代の優品を中心に5章で構成し、展覧した。 

講演会等 
当初は当館の大講堂において国際シンポジウム「日本文化としての『きもの』を考える」の開催を予定していたが、新

型コロナ感染予防のため、ギャラリートーク及び国際シンポジウムの動画配信をYouTubeで行った。 

 

展覧会名 特別展「工藝2020－自然と美のかたち－」 

会  期 9月21日（月）～11月15日(日)(48日間) 

会  場 東京国立博物館 表慶館 

主  催 文化庁、日本芸術文化振興会、東京国立博物館、読売新聞社 

特別協賛 キヤノン、JR東日本、日本たばこ産業、三井不動産、三菱地所、明治ホールディングス 

協  賛 清水建設、髙島屋、竹中工務店、三井住友銀行、三菱商事 

協  力 田島ルーフィング、竹尾、トキ・コーポレーション 

会場構成 伊東豊雄建築設計事務所 

作品件数 82件 

来館者数 13,851人(目標50,000人、達成率36％) 

入場料金 一般 1,500円、大学生 1,000円、高校生 600円 

アンケート結果 満足度 78.4％ 

担当研究員数 1人 

展覧会の内容 日本では、自然との共生による密接な精神的感性と固有の生命観が芽生えて我が国特有の工芸を発展させてきた。それ

は長い歴史と文化が形成されるなかで、変化に富む地形と四季折々の気候、そして豊かな風土に育まれた自然観を要因と

することが大きい。本展では、日本が世界に発信する芸術文化を牽引する現代の工芸作家82名による優れた近年の制作品

を紹介する。 

講演会等 特別展「工藝2020」オンライン国際シンポジウムの動画配信をYouTubeで行った。 

 

展覧会名 特別展「桃山―天下人の100年」 

会  期 10月6日（火）～11月29日(日)(48日間) 

会  場 東京国立博物館 平成館 

主  催 東京国立博物館、読売新聞社、文化庁 

特別協賛 キヤノン、JR東日本、日本たばこ産業、三井不動産、三菱地所、明治ホールディングス 
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協  賛 清水建設、髙島屋、竹中工務店、三井住友銀行、三菱商事 

作品件数 231件 

来館者数 82,808人(目標120,000人、達成率69.0％) 

入場料金 一般2,400円、大学生1,400円、高校生400円、中学生以下無料 

アンケート結果 満足度 91.2％ 

担当研究員数 4人 

展覧会の内容 安土桃山時代を中心に花開いた豪壮華麗な「桃山文化」を、室町時代末から江戸時代初期にかけての約100年間の美意識

の変化に着目して7章に分け、絵画、書跡、武具、茶道具などの時代を代表する優品約230件の展示によって示した。 

講演会等 なし 

 

展覧会名 特別展「日本のたてもの―自然素材を活かす伝統の技と知恵」 

会  期 12月23日（水）～3年2月21日(日)(53日間) 

会  場 東京国立博物館 表慶館 

主  催 文化庁、日本芸術文化振興会、東京国立博物館、国立科学博物館、読売新聞社 

特別協賛 キヤノン、JR東日本、日本たばこ産業、三井不動産、三菱地所、明治ホールディングス 

協  賛 清水建設、髙島屋、竹中工務店、三井住友銀行、三菱商事 

協  力 国立歴史民俗博物館、金沢工業大学 

作品件数 19件 

来館者数 20,447名（目標50,000人、達成率：40.9％） 

入場料金 一般1,500円、大学生1,000円、高校生600円 

アンケート結果 満足度  78.4％ 

担当研究員数 1名 

展覧会の内容 本展は、木材・土・石など多様な自然素材を優れた造形物へ昇華させた日本の伝統建築のうち、その縮小表現によって

高い美意識と加工技術を際立たせた「建築模型」に焦点をあて、自然素材を活かした造形的特徴を飛鳥時代から現代建築

まで通史的に俯瞰するものである。 

講演会等 なし 

 

【京都国立博物館】 
(1)平常展(名品ギャラリー) 

①開館日数   183日(名品ギャラリー開館日数： 0日、特別展（西国）開館日数：47日、特別展（皇室）開館日数：39日、特別展（鑑真）開

館日数：4日 、庭園のみ開館日数：93日)   

②展示総件数  467件  

③展示替件数  458件 

④入場料金   一般700円、大学生350円 ※庭園のみ開館時は一般300円 

⑤特集展示等：全5件 

 

 名称 会期 陳列件数（うち指定品件数） 

特別企画 文化財修理の最先端 12月19日～3年1月31日 54件(国宝6件、重要文化財29件) 

新春特集展示 丑づくしー干支を愛でるー 12月19日～3年1月31日 15件（重要文化財2件） 

特別企画 新聞人のまなざし―上野有竹と日中書画の名品― 3年2月2日～3月7日 50件（国宝4件、重要文化財11件、重要美術品2件） 

特集展示 国宝「日本書記」と東アジアの古典籍 3年2月4日～2月28日 13件（国宝8件、重要文化財2件） 

特集展示 雛まつりと人形 3年2月9日～3月7日 44件 

 

(2) 特別展、共催展等 

展覧会名 特別展「聖地をたずねて―西国三十三所の信仰と至宝―」 

会  期 7月23日(木・祝)～9月13日(日)（47日間） 

会  場 平成知新館 

主  催 京都国立博物館、西国三十三所札所会、読売新聞社 

協   賛 清水建設、非破壊検査 

作品件数 170件（うち国宝12件、重要文化財45件） 

来館者数 52,164人（目標来館者数70,000人・達成率74.5%） 

入場料金 一般1,600円、大学生1,200円、高校生700円 

アンケート結果 満足度 満足度82.7% 

講演会等 ・記念講演会 

7月23日「西国巡礼 慈悲の道」講師：藤田浩哉氏（西国三十三所札所会 会長・今熊野観音寺 山主） 

8月 8日「資料からみる西国三十三所」講師：羽田聡（京都国立博物館 美術室長兼列品管理室長） 

8月22日「西国三十三所、観音めぐり」講師：淺湫毅（京都国立博物館 上席研究員） 

8月29日「信仰の息づく霊地―那智山経塚出土の立体曼荼羅―」講師：末兼俊彦（京都国立博物館 主任研究員） 

9月 5日「経典にみる観音菩薩」講師：上杉智英（京都国立博物館 研究員） 
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展覧会名 特別展「皇室の名宝」 

会  期 10月10日(土)～11月23日(日)（39日間） 

会  場 平成知新館 

主  催 京都国立博物館、宮内庁、読売新聞社、NHK京都放送局、NHKエンタープライズ近畿 

協   賛 岩谷産業、きんでん、清水建設、大和ハウス工業、パナソニック、非破壊検査 

作品件数 98件（うち国宝4件、重要文化財3件、重要美術品2件） 

来館者数 85,315人（目標来館者数100,000人・達成率85.3%） 

入場料金 一般1,800円、大学生1,200円、高校生700円 

アンケート結果 満足度 満足度81.8％ 

講演会等 ・記念講演会 

10月10日「宮廷と日本文化―雅な文化、その継承のこころ―」講師：太田彩氏（宮内庁三の丸尚蔵館 首席研究官） 

10月17日「皇室に伝わった絵巻の至宝―春日権現験記絵を中心に―」講師：井並林太郎（京都国立博物館 研究員） 

10月24日「皇室を彩る絵画―旧桂宮家伝来品を中心に―」講師：福士雄也（京都国立博物館 主任研究員） 

10月31日「宮内庁三の丸尚蔵館所蔵の書跡名品とその伝来―"禁裏御物"と諸家献上―」講師：髙梨真行氏（宮内庁三の

丸尚蔵館 主任研究官） 

11月 7日「伏見天皇と「屏風土代」―天皇の書風形成―」講師：羽田聡（京都国立博物館 美術室長兼列品管理室長） 

11月14日「御所をめぐる色とかたち」講師：山川曉（京都国立博物館 工芸室長兼企画室長） 

 
展覧会名 特別展「鑑真和上と戒律のあゆみ」 

会  期 3年3月27日(土)～5月16日(日)（44日間） 

会  場 平成知新館 

主  催 京都国立博物館、律宗総本山 唐招提寺、日本経済新聞社、京都新聞、NHK京都放送局 

特別協力 華厳宗大本山 東大寺、真言宗泉涌寺派総本山 御寺 泉涌寺、真言律宗総本山 西大寺 

協   賛 岩谷産業、カシオ計算機、NISSHA、日本通運、三井不動産 

作品件数 160件（うち国宝13件、重要文化財65件、重要美術品3件） 

来館者数 3,696人（3月31日現在、目標来館者数50,000人） 

入場料金 一般1,800円、大学生1,200円、高校生700円 

講演会等 ・記念講演会 

3月27日「鑑真和上の教え」講師：西山明彦師（律宗管長、唐招提寺八十八世長老） 

4月 3日「律とは何か」講師：上杉智英（京都国立博物館 研究員） 

4月10日「日本の戒律運動と日本人」講師：大原嘉豊（京都国立博物館 保存修理指導室長） 

4月17日「俊芿と宋代戒律の日本への影響」講師：西谷功氏（泉涌寺宝物館「心照殿」学芸員） 

5月 8日「鑑真和上とゆかりのみ仏たち」講師：淺湫毅（京都国立博物館 上席研究員） 

 

【奈良国立博物館】 
(1)名品展（平常展） 

①開館日数：263日(名品展のみの開館日数：190日) 

②展示総件数：490件 

③展示替件数：261件 

④入場料金：一般 700円 大学生 350円 （3年1月19日～2月5日は、一般350円、大学生200円） 

⑤特別陳列等：全120件  

名品展 

  珠玉の仏たち（なら仏像館）149件 

  珠玉の仏教美術（西新館）206件 

  特集展示「新たに修理された文化財」（西新館）11件 

  中国古代青銅器（青銅器館）124件 

※新型コロナウイルス蔓延防止策として、4月1日から6月1日まで臨時休館。 

 

特別陳列 

 名称 会期 陳列件数（うち指定品件数） 

特別陳列 おん祭と春日信仰の美術―特集 神鹿の造形― 12月8日～3年1月17日 46件（国宝2件、重要文化財4件） 

特別陳列 お水取り 3年2月6日～3月21日 67件（重要文化財19件） 

特別陳列 
帝国奈良博物館の誕生―設計図と工事録にみる建設の経

緯― 
3年2月6日～3月21日 7件 

 

 

(2)特別展、共催展等 

展覧会名 御大典記念 特別展「よみがえる正倉院宝物―再現模造にみる天平の技―」 

会  期 7月4日(土)～9月6日(日)（56日間） 

会  場 奈良国立博物館 東新館・西新館 

主  催 宮内庁正倉院事務所、奈良国立博物館、朝日新聞社、NHK奈良放送局 

学術協力 九州国立博物館 

後  援 奈良県教育委員会、奈良市教育委員会、日本工芸会 

特別協賛 － 

協   賛 ダイキン工業、竹中工務店、ライブアートブックス 

協   力 日本香堂、仏教美術協会 

作品件数 86件 

来館者数 42,846人(目標来館者数 50,000人・達成率 85.7%) 
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入場料金 一般1,500円、高校・大学生1,000円、小・中学生500円 

アンケート結果 満足度 90.8％ 

担当研究員数 2名 

展覧会の内容 明治時代以来製作された数百点におよぶ正倉院宝物の再現模造作品の中から、芸術性・学術性に優れた選りすぐりの一品

を一堂に公開した。再現された天平の美と技に触れていただくとともに、日本の伝統技術を継承することの意義を紹介し

た。 

講演会等  

 

展覧会名 第72回正倉院展 

会  期 10月24日（土）～11月9日（月）（17日間） 

会  場 奈良国立博物館 東新館・西新館 

主  催 奈良国立博物館 

特別協賛 － 

協   賛 岩谷産業、NTT西日本、関西電気保安協会、近畿日本鉄道、JR東海、JR西日本、シオノギヘルスケア、ダイキン工業、大和

ハウス工業、中西金属工業、丸一鋼管、大和農園 

特別協力 読売新聞社 

協   力 NHK奈良放送局、奈良テレビ放送、日本香堂、仏教美術協会、読売テレビ 

作品件数 59件 

来館者数 36,344人(目標来館者数180,000人・達成率 20.2%) 

入場料金 一般2,000円、中学・高校・大学生1,500円 

アンケート結果 満足度 91.3％ 

担当研究員数 2名 

展覧会の内容 8世紀の東アジア文化の至宝である正倉院宝物59件を公開する。 

講演会等 ○公開講座 

2回 参加者数合計 258人 

10月31日(土)「正倉院の石薬とその素材」鶴真美（宮内庁正倉院事務所保存課保存科学室員）/参加者数 141人 

11月 7日(土)「武器・武具の献納と薬物の献納について」内藤栄（学芸部長）/ 参加者数 117人 

 

【九州国立博物館】 
(1)文化交流展（平常展） 

①開館日数254日(うち平常展のみ開館日数206日)＊新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため臨時休館（4月1日～6月1日（62日間））、

大雨のため（7月 7日 12時以降）、台風のため（9月 2日 15時以降、9月 6日 14時以降）臨時休館 

②展示総件数：1,964件(うち国宝 64件、重要文化財 234件) 

③展示替件数：1,671件 

④入場料金：一般 700円、大学生 350円 

⑤特集展示・特別公開等：全 7件 

展示名称 特集展示「きゅーはく どうぶつえん」 

開催期間 
6月 2日(火)～ 

7月 12日(日) 
開催場所 

文化交流展示室 

第 3室、第 11室 

陳列件数（うち

指定品件数） 

84件（うち重文 5件） 

内容 九博所蔵品のなかから動物を表現した作品を一堂に公開した。 

展示名称 開館 15周年記念特集展示 大宰府史跡指定 100年記念「筑紫の神と仏」 

開催期間 

6月 2日(火)～ 

8月 30日(日) 開催場所 

文化交流展示室 

基本展示室 2 テーマ、3 テー

マ、第 6室、第 7室 

陳列件数（うち

指定品件数） 

107件（うち国宝 17件、重文 4

件） 

 

内容 九州国立博物館開館 15周年・大宰府史跡指定 100年を記念し、発掘調査出土品や寺社に伝わる貴重な文化財を公開した。 

展示名称 開館 15周年記念特集展示 奈良県立橿原考古学研究所附属博物館蔵品巡回特別展「しきしまの大和へ - 奈良大発掘 -」 

開催期間 
7月 28日(火)～ 

12月 20日(日) 
開催場所 

文化交流展示室 

第 2室、第 3室 

陳列件数（うち

指定品件数） 

188件 

内容 奈良県立橿原考古学研究所附属博物館の所蔵品から、特に縄文～中世の出土資料の優品を公開した。 

展示名称 ならべてわかる本物のひみつ～実物とレプリカ～ 

開催期間 
9月 8日(火)～ 

11月 23日(月・祝) 
開催場所 

文化交流展示室 

第 7室 

陳列件数（うち

指定品件数） 

14件（うち重文 1件） 

内容 ユニバーサル・ミュージアムへの取り組みの一環として、実物展示に加えてレプリカや再現文化財を公開した。 

展示名称 開館 15周年記念特集展示「織物に魅せられて─加賀前田家伝来の名物裂─」 

開催期間 
12月 1日(火)～ 

3年 1月 24日(日) 
開催場所 

文化交流展示室 

第 9室 

陳列件数（うち

指定品件数） 

34件 

内容 九博所蔵の裂帖の修理完了にあたり、裂帖を中心に前田家に伝わった名物裂の数々を公開した。 

展示名称 新春特別公開 徳川美術館所蔵 国宝 初音の調度 

開催期間 
3年 1月 1日(金・祝)～ 

24日(日) 
開催場所 

文化交流展示室 

第 11室 

陳列件数（うち

指定品件数） 

27件（うち国宝 3件） 

内容 
徳川美術館に所蔵される国宝「初音の調度」のうち、貝桶、昆布箱、楊枝箱の 3件と、婚礼行列を描いた絵巻や大揃いの婚礼調

度も合わせて公開した。 

展示名称 特集展示「天神縁起の世界」 

開催期間 
3年 2月 2日(火)～ 

3月 28日(日) 
開催場所 

文化交流展示室 

第 11室 

陳列件数（うち

指定品件数） 

19件（うち重文 4件） 

内容 天神さまとして親しまれる菅原道真の生涯や北野天満宮の始まりなどを描いた天神縁起にまつわる作品を公開した。 
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(2) 特別展、共催展等 

展覧会名 特別展「奈良・中宮寺の国宝」 

会  期 3年 1月 26日(火)～3月 21日(日)（48日間） 

会  場 九州国立博物館 特別展示室 

主  催 中宮寺、九州国立博物館・福岡県、日本経済新聞社、西日本新聞社、テレ Q 

作品件数 16件(うち、国宝 3件、重要文化財 13件) 

来館者数 50,432人(目標来館者数 60,000人・達成率 84.0％)  

入場料金 一般 1,800円、高大生 1,200円、小中生 800円 
アンケート結果 満足度  89.2％ 

講演会等  

 

【平城宮跡資料館】 
(1)平常展  

 ①開館日数：254日（平常展のみの開館日数：180日） 

②展示総件数：560件  

③展示替回数：2回 

④入場料金：無料  

⑤平常展のみの来館者数：15,004人 

 

(2)特別展、企画展等：５件 

展覧会名 特別企画展「古代のいのり―疫病退散！」  

会  期 6月16日（火）～7月19日（日）(30日間) 会 場 平城宮跡資料館 企画展示室 

主  催 奈良文化財研究所 陳列件数（うち指定品数） 52件（0件） 

来館者数 2,846人 入場料金 無料 

講演会等 なし 

  

展覧会名 夏期企画展「奈良の都の考古学―発掘された平城2019/古代のいのり―疫病退散！」  

会  期 7月23日（木・祝）～8月30日（日）(34日間) 会 場 平城宮跡資料館 企画展示室 

主  催 奈良文化財研究所 陳列件数（うち指定品数） 104件（0件） 

来館者数 3,968人 入場料金 無料 

講演会等 なし 

 

展覧会名 秋期特別展「地下の正倉院展 ―重要文化財 長屋王家木簡―」 

会  期 10月10日（土）～11月23日（月・祝）（39日間）  会 場 平城宮跡資料館 企画展示室 

主  催 奈良文化財研究所 陳列件数（うち指定品数） 55件（重要文化財 47件） 

来館者数 14,670人 入場料金 無料 

講演会等 なし 

 

展覧会名 新春ミニ展示「平城京の丑」 

会  期 3年1月5日（火）～1月31 日（日）（24日間） 会 場 平城宮跡資料館 出口ロビー 

主  催 奈良文化財研究所 陳列件数（うち指定品数） 5件（0件） 

来館者数 1,425人 入場料金 無料 

講演会等 なし 

 

展覧会名 関連展示「鬼神乱舞―護る・祓う・鬼瓦の世界―」 

会  期 3年1月23日（土）～3月28日（日）（64日間） 会 場 平城宮いざない館 

主  催 奈良文化財研究所 陳列件数（うち指定品数） 46件（0件） 

来館者数 31,530人 入場料金 無料 

講演会等 2回 

 

【藤原宮跡資料室】 
(1)平常展 

①開館日数：265日 （新型コロナウイルスで6月1日まで閉館、6・7月は土・日・祝休館。電気工事のため3年2月23日～3月7日休館。） 

②展示総件数：534件  

③展示替回数：1回 

④入場料金：無料 

⑤特集陳列等 ：3件 

⑥平常展来館者数 ：4,417人 

名称 会期 陳列件数（うち指定品件数） 

【特集陳列】 

飛鳥寺旧境内の調査（飛鳥藤原197-6次） 

 

藤原宮大極殿院の調査（飛鳥藤原第200次） 

 

石神遺跡土坑SK1244･1245出土土器（石神遺跡第7次） 

 

12月4日～12月28日 

 

12月4日～12月28日 

 

12月4日～12月28日 

 

飛鳥寺所用軒瓦9点、鴟尾4点 

 

大極殿院出土軒瓦5点・軒平瓦3点 

 

石神遺跡出土土器19点 
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【飛鳥資料館】 
(1)平常展 

①開館日数：252日（平常展のみの開館日数：118日）  

②展示総件数：143件  

③展示替回数：1回 

④入場料金：一般350円 大学生200円 高校生及び18歳未満、70歳以上は無料  

⑤平常展のみの来館者数：4,967人 

 

(2)特別展、企画展等：3件 

展覧会名 特別展「飛鳥の石造文化と石工」 

会  期 8月4日（火）～9月22日（火）(44日間） 会 場 飛鳥資料館 特別展示室 

主  催 奈良文化財研究所 陳列件数（うち指定品数） 182点（2件） 

来館者数 3,212人 

入場料金 一般350円 大学生200円 高校生及び18歳未満、70歳以上は無料  

講演会  

  

展覧会名 秋期企画展「第11回写真コンテスト作品展「飛鳥

の祭」 

会 場 飛鳥資料館 特別展示室 

会  期 10月16日（金）～ 12月6日（日）（45日間） 陳列件数（うち指定品数） 65件（0件） 

主  催 奈良文化財研究所 

来館者数 5,114人 

入場料金 一般350円 大学生200円 高校生及び18歳未満、70歳以上は無料  

講演会  

  

展覧会名 冬期企画展「飛鳥の考古学2020」 会 場 飛鳥資料館 特別展示室 

会  期 3年1月22日（金）～3月14日（日）（45日間） 陳列件数（うち指定品数） 103件（0件） 

主  催 奈良文化財研究所 

来館者数 2,371人 

入場料金 一般350円 大学生200円 高校生及び18歳未満、70歳以上は無料  

講演会 － 

 

 

－　　　－154



－　　　－155



－　　　－156



－　　　－157



 

－　　　－158



－　　　－159



－　　　－160



－　　　－161



－　　　－162



－　　　－163



－　　　－164



－　　　－165



－　　　－166



  
－　　　－167



  
－　　　－168



  
－　　　－169



  
－　　　－170



c-③ 学会、研究会等発表実績一覧 
令和3年3月31日現在 

国立文化財機構合計 博物館計 東京国立博物館 京都国立博物館 奈良国立博物館 九州国立博物館 

197件 

108件 38件 25件 29件 16件 

文化財研究所計 東京文化財研究所 奈良文化財研究所 共同研究（東京・奈良文化財研究所） 

77件 37件 40件 0件 

本部文化財活用センター アジア太平洋無形文化遺産研究センター  本部文化財防災センター 

3件 0件 9件 

 

【本部文化財活用センター】 3件 

○有形文化財の展覧事業・教育活動等に関連する調査研究 1件 
 研究テーマ 発表テーマ 発表者（職名・名前） 実施日 学会等名 

1 

有形文化財の展覧事

業・教育活動等に関

連する調査研究 

「文化財の複製と<新しい展示>」 
文化財活用センター企画

担当課長 松嶋雅人 
10月9日 

令和2年度山形県博物館連絡協議

会研修会 

 
○展示・収蔵環境の管理と改善に関する調査研究 2件 

 研究テーマ 発表テーマ 発表者（職名・名前） 実施日 学会等名 

1 

展示・収蔵環境の管

理と改善に関する調

査研究 

展示ケース等で使用されるクロスから発生

するアンモニアの簡便な検出とリスク評価

方法の検討 

文化財活用センター保存

担当室長 吉田直人、同

研究員 間渕創 

7月10日 文化財保存修復学会第42回大会 

2 

展示・収蔵環境の管

理と改善に関する調

査研究 

バンドパスフィルターで抽出した特定波長

による有機染料の変退色挙動 

東京文化財研究所保存科

学研究センター研究補佐

員 相馬静乃、文化財活

用センター保存担当室長 

吉田直人 他 

7月10日 文化財保存修復学会第42回大会 

 

【本部文化財防災センター】 9件 
 研究テーマ 発表テーマ 発表者（職名・名前） 実施日 学会等名 

1 
文化財等の防災・救

援等への寄与 

博物館・美術館における災害リスク軽減

の現状と課題-日本、タイ、フランス、台

湾の比較から- 

文化財防災センターアソシエ

イトフェロー 黄川田翔 

文化財防災プロジェクトチー

ム（東京国立博物館 学芸研

究部列品管理課貸与特別観覧

室研究員） 六人部克典 

文化財防災プロジェクトチー

ム（東京国立博物館 学芸研

究部保存修復課環境保存室

長） 和田浩 

文化財防災プロジェクトチー

ム（東京国立博物館 学芸企

画部企画課デザイン室長） 

矢野賀一 

7月10日 文化財保存修復学会第42回大会 

2 同上 
市町村における文化財防災の現状と課題  

―関東甲信越地域の事例から― 

文化財防災センターアソシエ

イトフェロー 黄川田翔 

文化財防災プロジェクトチー

ム（東京国立博物館学芸研究

部列品管理課貸与特別観覧室

研究員） 六人部克典 

文化財防災プロジェクトチー

ム（東京国立博物館 学芸研

究部保存修復課環境保存室

長） 和田浩 

7月10日 文化財保存修復学会第42回大会 

3 同上 
ICCROM の非常時における文化財救出と応

急処置研修とその展開 

文化財防災センターアソシエ

イトフェロー 林美木子、他

2名 

7月10日 文化財保存修復学会第42回大会 

4 同上 
文化財防災に向けた分野横断型連携の構

築―関東甲信越地域における取り組み― 

文化財防災センターアソシエ

イトフェロー 黄川田翔 

文化財防災プロジェクトチー

ム（東京国立博物館学芸研究

部保存修復課環境保存室長） 

和田浩 

文化財防災プロジェクトチー

ム（東京国立博物館学芸研究

部列品管理課貸与特別観覧室

研究員） 六人部克典 

7月20日 
日本建築学会2020年度大会（関

東） 

5 同上 
想定を超える水平加速度をもつ地震波を

受けた際の博物館用免震装置の挙動 

文化財防災センターアソシエ

イトフェロー 黄川田翔 

文化財防災プロジェクトチー

ム（東京国立博物館学芸研究

9月5日 日本文化財科学会第37回大会 
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 研究テーマ 発表テーマ 発表者（職名・名前） 実施日 学会等名 

部保存修復課環境保存室長） 

和田浩 

文化財防災プロジェクトチー

ム（東京国立博物館学芸企画

部企画課デザイン室長） 矢

野賀一 

東京国立博物館学芸企画部企

画課デザイン室アソシエイト

フェロー 荻堂正博 

6 同上 
博物館・美術館における災害リスク軽減

に向けた異業種間連携の試み 

文化財防災センターアソシエ

イトフェロー 黄川田翔 
9月5日 日本文化財科学会第37回大会 

7 同上 

社寺等における立体的な文化財資料の減

災―シミュレーションを利用した転倒防

止対策― 

文化財防災プロジェクトチー

ム（京都国立博物館学芸部保

存科学室長） 降幡順子 

文化財防災プロジェクトチー

ム（京都国立博物館学芸部列

品管理室研究員） 近藤無滴 

文化財防防災センターアソシ

エイトフェロー 中屋菜緒 

9月5日 日本文化財科学会第37回大会 

8 同上 
文化財防災のための連携体制構築の現状

と課題 

文化財防災プロジェクトチー

ム（奈良国立博物館 学芸部

保存修理指導室長） 鳥越俊

行 

9月17日 
三重県文化財保護指導委員会

議・津会場 

9 同上 
文化財防災のための連携体制構築の現状

と課題 

文化財防災センターアソシエ

イトフェロー 佐藤稜介 
9月18日 

三重県文化財保護指導委員会

議・尾鷲会場 

 

【東京国立博物館】 38件 
○有形文化財の展覧事業・教育活動等に関連する調査研究 18件 
 研究テーマ 発表テーマ 発表者（職名・名前） 実施日 学会等名 

1 

有形文化財の収

集・保管・展覧事

業・教育普及活動

等に関する調査研

究 

実践編 ⑨文化財を見せる照明のデザイン 企画課上席研究員 木下史

青 

9月28日～ 

10月2日  

日本建築学会 光環境ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 空

間を魅せる光と色 2020 

2 

同上 日本工藝在近代建築中的照明方式─日本

東京國立博物館「工藝2020」特展的照明

設計 

企画課上席研究員 木下史

青 

10月22日 2020博物館展示新趨勢國際研討會

（台湾） 

3 
同上 16世紀ドイツ語圏の金工をめぐる技術と

交流   

企画課特別展室アソシエイ

トフェロー 村松綾 

10月4日 西洋中世学会第12回大会 

4 
同上 出雲と大和、そして九州―倭王権と日本

海文化― 

調査研究課長 河野一隆 9月7日 奈良シニア大学 

5 
同上 筑紫君磐井と装飾古墳 調査研究課長 河野一隆 9月12日 東アジアの古代文化を考える会 

6 
同上 『南方録』の名物盆 調査研究課工芸室研究員 

福島修 

9月19日 茶の湯文化学会 

7 
同上 东京国立博物馆的近况及后疫情时代的博

物馆活动思考 

調査研究課東洋室主任研究

員 市元塁 

7月15日 上海博物館：博物馆的力量：国际

博物馆线上对话 

8 

同上 埼玉県北本市デーノタメ遺跡出土縄文時

代の漆塗腕輪X線CT観察事例報告 

保存修復課調査分析室長 

荒木 臣紀、保存修復課調査

分析室 専門職 宮田将

寛、ほか外部研究者 

9月5日～ 

9月13日 

日本文化財科学会第37回大会 

9 
同上 エックス線ＣＴからみた塑像の構造 保存修復課調査分析室 専

門職 宮田将寛 

9月29日 アフガニスタン・仏頭に関する研

究会（場所：東京芸術大学） 

10 
同上 2020年2～3月南ウラル旅行 客員研究員 高濱秀 9月12日 草原考古研究会 

11 
同上 コメント／「「国風文化」の再定義にむ

けて」 

列品管理課平常展調整室長 

皿井舞 
3年3月27日 

ミニ・シンポジウム「「国風文

化」の再定義にむけて」 

12 
同上 

法隆寺金堂における四天王の世界 
調査研究課工芸室主任研究

員 三田覚之 
11月7日 

研究討論会「日本の仏教彫刻―作

品生成の場」 

13 

同上 

「雪に耐えて梅花麗し コロナ禍におけ

る東京国立博物館の特別展」 

部企画課特別展室長 猪熊

兼樹  
3年1月30日 

北米・欧州ミュージアム日本専門

家連携・交流事業 国際シンポジ

ウム「日本美術がつなぐ博物館コ

ミュニティー：ウィズ／ポスト・

コロナ時代の挑戦」 

14 

同上 The Xiaoxiang Region in Heian Period 

Literature:New Perspectives on the 

Reception of the "Eight View of the 

Xiaoxiang Region" in Japan 

企画課国際交流室アソシエ

イトフェロー 武瀟瀟 
3年3月21日 

AAS(アジア研究協会） 

パネル：Recontextualizing East 

Asia in Premodern Japanese Art 

History 

15 

同上 

Global Circulation and Transformation 

of Japanese Folding Screens 

調査研究課絵画・彫刻室主

任研究員 鷲頭桂 
3年2月9日 

International Online Symposium 

“Beyond the Southern 

Barbarians: Repositioning Japan 

in the First Global Age”, 

Kyushu University and Yale 

University 
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 研究テーマ 発表テーマ 発表者（職名・名前） 実施日 学会等名 

16 同上 
法隆寺献納宝物聖徳太子絵伝と平安時代

の太子伝 

絵画・彫刻室長 沖松健次

郎 
3年3月21日 

「聖徳太子1400年御遠忌記念シン

ポジウム 聖徳太子伝とその視覚

化」 主催：美術史学会（西支部

大会）・仏教芸術学会 

17 

特集「書と料紙―

平安時代の美しい

紙―」に関連する

調査研究 

博物館にとっての複製品 東京国立博物館百五十年史

編纂室長 恵美千鶴子 

9月22日 "日本文学展 ～文学とメディアの

千年譚～ 文化財リマスター シン

ポジウム 

18 

特別展「きもの 

KIMONO」に関連す

る調査研究 

きもの―ファッションと工芸のあいだ― 工芸室長・小山弓弦葉 

3年2月26日～

（オンラインに

よる配信） 

特別展「きもの KIMONO」開催記

念国際シンポジウム「日本文化と

しての「きもの」を考える」 

 

○その他有形文化財に関連する調査研究 20件 
 研究テーマ 発表テーマ 発表者（職名・名前） 実施日 学会等名 

1 
博物館の環境保存に

関する調査研究 

市町村における文化財防災の現状と課題 

―関東甲信越地域の事例から― 

保存修復課環境保存室アソ

シエイトフェロー 黄川田

翔、列品管理課貸与特別観

覧室研究員 六人部克典、

保存修復課環境保存室長 

和田浩 

7月10日 文化財保存修復学会第42回大会 

2 同上 

博物館・美術館における災害リスク軽減

の現状と課題-日本、タイ、フランス、台

湾の比較から- 

保存修復課環境保存室アソ

シエイトフェロー 黄川田

翔、列品管理課貸与特別観

覧室研究員 六人部克典、

保存修復課環境保存室長 

和田浩、企画課デザイン室

長 矢野賀一 

7月10日 文化財保存修復学会第42回大会 

3 同上 
文化財防災に向けた分野横断型連携の構

築―関東甲信越地域における取り組み― 

保存修復課環境保存室アソ

シエイトフェロー 黄川田

翔、列品管理課貸与特別観

覧室研究員 六人部克典、

保存修復課環境保存室長 

和田浩 

7月20日 
日本建築学会2020年度大会（関

東） 

4 同上 
想定を超える水平加速度をもつ地震波を

受けた際の博物館用免震装置の挙動 

保存修復課環境保存室アソ

シエイトフェロー 黄川田

翔、学芸研究部保存修復課

環境保存室長 和田浩、学

芸企画部企画課デザイン室

長 矢野賀一、学芸企画部

企画課デザイン室アソシエ

イトフェロー 荻堂正博 

9月5日 日本文化財科学会第37回大会 

5 同上 
老朽化した収蔵施設における生物被害状

況及びその対策の事例報告 

保存修復課環境保存室 相

川悠、学芸研究部保存修復

課環境保存室長 和田浩 

7月10日 文化財保存修復学会第42回大会 

6 同上 
施設内での文化財輸送時に台車上で生じ

る振動への対策 

保存修復課環境保存室長 

和田浩 
7月10日 文化財保存修復学会第42回大会 

7 同上 
美術品レプリカを用いた加振実験につい

て 

保存修復課環境保存室長 

和田浩 
7月15日 

日本包装学会第29回年次大会研

究発表会 

8 同上 
東京国立博物館の新型コロナウイルス対

策事例 

保存修復課環境保存室長 

和田浩 
8月7日 

博物館における新型コロナウイ

ルス感染拡大防止対策(国立民

族学博物館主催シンポジウム) 

9 同上 

法隆寺金堂収蔵庫における壁画の保存・

公開に関する研究-数値解析による小屋裏

の吸放湿を用いた室の除湿による環境調

整方法の検討- 

保存修復課環境保存室長 

和田浩、九州国立博物館博

物館科学課長 木川りか、

東京文化財研究所保存科学

研究センター 佐野千絵、

東京文化財研究所保存科学

研究センター 吉田直人、

ほか外部研究者 

9月5日 日本文化財科学会第37回大会 

10 同上 
博物館・美術館における災害リスク軽減

に向けた異業種間連携の試み 

保存修復課環境保存室アソ

シエイトフェロー 黄川田

翔 

9月5日 日本文化財科学会第37回大会 

11 同上 
輸送時に屏風構造を持つ美術品に発生す

る共振現象に関する基礎的研究 

保存修復課環境保存室長 

和田浩 
9月5日 日本文化財科学会第37回大会 

12 同上 
屏風構造を持つ美術品の振動応答に関す

る基礎的研究 

保存修復課環境保存室長 

和田浩 
9月16日 日本機械学会2020年度年次大会 

13 同上 展示室内の滞留者数と室内環境について 
保存修復課環境保存室長 

和田浩 
9月20日 第39回日本展示学会研究大会 

14 同上 
東京国立博物館の新型コロナウイルス対

策事例 

保存修復課環境保存室長 

和田浩 
10月12日 

文化財保存修復学会オンライン

研究会「博物館における新型コ

ロナウイルス感染拡大防止対

策」 

15 同上 
美術品に用いられる包装資材の評価に関

する現状と課題 

保存修復課環境保存室長 

和田浩 
11月25日 

JPI北海道支部2020年度包装懇

話会 

16 

博物館資料・業務の情

報処理に関する調査研

究 

提言：デジタル・アーカイブの観点から 
博物館情報課情報管理室主

任研究員 阿児雄之 
9月12日 

考古学・文化財のためのデータ

サイエンス・サロン online 

#02 
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 研究テーマ 発表テーマ 発表者（職名・名前） 実施日 学会等名 

17 同上 

クラウドワークによる図書館・博物館の

休館動向調査：新たな全国的動向把握の

かたちへ 

博物館情報課情報管理室主

任研究員 阿児雄之 
10月23日 

第29回地理情報システム学会研

究発表大会 

18 同上 
デジタルデータの保存・管理 − 現場視点

からの共有課題を考える 

博物館情報課情報管理室長 

村田良二 
10月24日 

デジタルアーカイブ学会 第 5 

回研究大会サテライト・ワーク

ショップ 

19 同上 

Digitizing Disparity in the Museum: 

the Object Based Research in the 

Tokyo National Museum 

博物館情報課情報管理室ア

ソシエイトフェロー 酒井

晶 

12月10日 
ICOM International Committee 

for Documentation (CIDOC) 

20 同上 
考古学・文化財資料のデータ・情報流通

を進めていきませんか 

博物館情報課情報管理室主

任研究員 阿児雄之 
12月12日 

考古学・文化財のためのデータ

サイエンス・サロン online 

#05 

 

【京都国立博物館】25件 
○有形文化財の展覧事業・教育活動等に関連する調査研究 20件 

 研究テーマ 発表テーマ 発表者（職名・名前） 実施日 学会等名 

1 

特別展「聖地をたずね

て─西国三十三所の信

仰と至宝─」に関する

調査研究 

聖地をたずねて─西国三十三所の信仰と至

宝─ 
美術室長 羽田聡 7月27日 一般社団法人清風会総会 

2 同上 文字資料から読み解く西国三十三所 同上 11月14日 和歌山市立博物館 

3 
特別展「皇室の名宝」

に関する調査研究 
御所をめぐる色とかたち 企画室長 山川曉 10月16日 

NHK公開講演会（芦屋ルナホー

ル） 

4 同上 御所をめぐる色とかたち 同上 10月30日 
NHk公開講演会（宇治市文化会

館） 

5 同上 皇室の名宝 同上 11月9日 一般社団法人清風会記念講演会 

6 

収蔵品・寄託品等及

び各博物館の特色に

応じた歴史・伝統文

化に関連する調査研

究 

仏教染織品の移動と変容-袈裟と打敷- 同上 3年1月16日 
九州大学人文学国際研究センター

公開講座 

7 同上 打敷からみるキモノ 同上 3年2月16日 京友禅協同組合連合会総合研修会 

8 同上 輸出漆器 東洋らしさを纏うもの 教育室長 永島明子 9月27日 

徳川美術館 蓬左文庫 2020年  

秋季特別展「殿さまが好んだヨー

ロッパ」関連秋期講座「工芸をめ

ぐる近世ヨーロッパとアジアの交

流」 

9 同上 漆器に親しむ 同上 10月14日 
裏千家学園茶道専門学校オムニバ

ス講座 

10 同上 

Reconstructing the Style of Literati 

Painting: the Paintings of Wang Yemei 

and Hu Tiemei, Chinese Artists Who Came 

to Japan in the Early Meiji Period 

調査・国際連携室長 

呉 孟晋 
9月3日 

Rethinking Modernity in Modern 

east Asian Art (Panel 1370), 

AAS in Asia 2020（オンライン開

催）（英語：王舒津氏代読） 

11 同上 
上野コレクションにある羅振玉資料につい

て 
同上 3年1月15日 

第7回関西大学東西学術研究所研

究例会「羅振玉の学術と藝術への

新しいアプローチ」（オンライン

開催） 

12 同上 全体討論 

保存修理指導室長 大原

嘉豊、列品管理室研究員 

森道彦 

12月19日 

文化財保存修理所開所40周年記念

シンポジウム「文化財修理のい

ま、むかし」 

13 同上 伝記の読み方を考える Vol.2 円山応挙 
教育室主任研究員 水谷

亜希 
12月19日 

東京大学大学院経済学研究科 歴

史家ワークショップ連続講座（オ

ンライン開催） 

14 同上 茶碗 その種類と価値観 
調査・国際連携室主任研

究員 降矢哲男 
11月16日 

日本文化勉強会「くらし・空間研

究会」、京都国立博物館 

15 同上 
文化財保護と博物館 ―近現代の京都を事例

として― 

列品管理室研究員 森道

彦 
11月3日 

静岡県博物館協会シンポジウム「こ

れからのミュージアムを考えよう」 

16 同上 松岡経塚と都の文化 特任研究員 宮川禎一 3年3月27日 
秋田県湯沢市文化会館「里帰り文

化財展」関連講演会 

17 同上 
京都国立博物館とおおいたの青銅器－近世

～近現代における考古資料の収集と保護 
研究員 古谷毅 9月5日 

大分県立歴史博物館 令和2年度 

企画展「青銅の燦めき-京博所蔵

の銅剣・銅矛里帰り展-」関連講

座 

18 同上 
シンポジウム 古墳時代における沖出古墳の

意義」(コーディネーター) 
同上 10月25日 

福岡県嘉麻市教育委員会・筑豊文化

財行政連絡協議会主催シンポジウム

「徹底解剖！ 沖出古墳とその被葬者

像」 
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 研究テーマ 発表テーマ 発表者（職名・名前） 実施日 学会等名 

19 同上 
日本原始古代の考古学 –日本列島における

先史・原史・古代文化の展開- 
同上 12月23日 

京都大学国際高等教育院 日本

語・日本文化研修プログラム日本

文化研修「博物館見学」 

20 

博物館教育及びボラ

ンティアに関する調

査研究 

美術と社会の関係を考える 
教育室主任研究員 水谷

亜希 
3年3月7日 

京都市学校歴史博物館 ワークシ

ョップ「美術を作る・見る・語る

―作家・研究者と考える美術の情

報発信―」 

 

○その他有形文化財に関連する調査研究 5件 
 研究テーマ 発表テーマ 発表者（職名・名前） 実施日 学会等名 

1 
その他有形文化財に

関連する調査研究 

黄色上絵付顔料について―16世紀後半から

20世紀の日本と中国－ 
保存科学室長 降幡順子 6月30日 文化財保存修復学会第41回大会 

2 同上 

社寺等における立体的な文化財資料の減災

－シミュレーションを利用した転倒防止対

策－ 

同上 9月4日 日本文化財科学会第36回大会 

3 同上 資料の適切な保存環境とカビ対策 同上 9月24日 
北海道博物館協会学芸職員部会研

修会 

4 同上 
立体的な文化財資料の減災-転倒シミュレー

ションを利用して- 
同上 10月25日 

シンポジウム「文化財の防災・減

災－火災・地震に対する取り組み

－」京都国立博物館 

5 同上 
浄土宗大本山増上寺所蔵元版大蔵経、画像

公開の意義 

調査・国際連携室研究員 

上杉智英 
3年3月8日 

令和2年度浄土宗総合研究所公開

講座「仏教の智慧を開く」 

 

【奈良国立博物館】 29件 
○有形文化財の展覧事業・教育活動等に関連する調査研究 21件 

 研究テーマ 発表テーマ 発表者（職名・名前） 実施日 学会等名 

1 
収蔵品・寄託品等に関

連する調査研究 
塔鋺形合子がたどった道 学芸部長 内藤栄 12月12日 

掘るしんinながの2020 塔鋺形合

子は何を語る  

2 同上 
舎利信仰の美術―舎利容器の形から信仰を

読み解く― 
学芸部長 内藤栄 3年3月21日 奈良国立博物館サンデートーク 

3 同上 「特別陳列 お水取り」展示解説 資料室長 野尻忠 3年3月20日 
お水取り「講話」と「現地解説」

の会 

4 同上 
「唐」から「和」へのうつろい～銅鏡にみ

る平安時代～ 
列品室長 中川あや 10月25日 黒川古文化研究所講演会 

5 同上 快慶と阿弥陀仏造像 
企画室主任研究員 山口

隆介 
11月7日 

京都大学人文科学研究所「東アジ

アにおける阿弥陀如来の表象」班

研究討論会 「日本の仏教彫刻—作

品生成の場」 

6 同上 私の好きな奈良の仏像 
企画室主任研究員 山口

隆介 
12月19日 歴史文化連続講座「奈良へ」 

7 同上 売立目録と仏像研究 
企画室主任研究員 山口

隆介 
12月20日 奈良国立博物館サンデートーク 

8 同上 仏教絵画のきほん―表現様式を中心に― 
情報サービス室主任研究

員 北澤菜月 
9月20日 同上 

9 同上 仏都会津のみほとけたち 教育室研究員 内藤航 3年2月21日 同上 

10 同上 描かれた東大寺大仏の姿 
美術室アソシエイトフェ

ロー 萩谷みどり 
10月4日 同上 

11 
特別点等の開催に伴う

調査研究 

「御大典記念 特別展 よみがえる正倉院

宝物―再現模造にみる天平の技―」解説 

工芸考古室研究員 三本

周作 
8月4日 賛助会員特別鑑賞会 

12 

特別展「第７２回正倉

院展」に関する調査研

究 

至宝からひもとく天平の祈り～第七二回正

倉院展～ 
館長 松本伸之 11月1日 NHK日曜美術館 

13 同上 
正倉院宝物の歴史と魅力、そして今年の正

倉院展から 
学芸部長 内藤栄 9月18日 

京都市生涯学習センター・京都ア

スニー 

14 同上 
正倉院宝物の歴史と魅力、そして今年の正

倉院展から 
学芸部長 内藤栄 9月30日 高槻市三箇牧公民館 

15 同上 せいぶ正倉院講座 学芸部長 内藤栄 10月28日 奈良市西部公民館 

16 同上 武器・武具の献納と薬物の献納について 学芸部長 内藤栄 11月7日 
「第七十二回 正倉院展」公開講

座  

17 同上 魅惑の正倉院鏡の世界 列品室長 中川あや 9月4日 
文化パルク城陽プラネタリウム講

座 

18 同上 正倉院宝物と奈良の工芸 
工芸考古室研究員 三本

周作 
7月14日 

奈良教育大学・奈良女子大学共働

科目「奈良と教育」 

19 同上 「第七十二回 正倉院展」解説 
工芸考古室研究員 三本

周作 
10月27日 プレミアムカード会員特別鑑賞会 

20 同上 
「第七十二回 正倉院展」 研究員による

宝物の解説 パート一～五 

工芸考古室研究員 三本

周作 

10月26日～11

月30日 
ならはくチャンネル 
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 研究テーマ 発表テーマ 発表者（職名・名前） 実施日 学会等名 

21 

特別陳列「奈良国立博

物館の誕生―設計図と

工事録にみる建設の経

緯―」に関する調査研

究 

帝国奈良博物館の誕生―人と建築― 
情報サービス室長 宮崎

幹子 
3年3月13日 

「特別陳列 帝国奈良博物館の誕

生」公開講座 

 

○その他有形文化財に関連する調査研究 8件 
 研究テーマ 発表テーマ 発表者（職名・名前） 実施日 学会等名 

1 

保存科学の観点からの

収蔵品・寄託品等の調

査研究 

沖縄県に所在する梵鐘の蛍光Ｘ線分析―小

倉鋳物師との関連について 

保存修理指導室長 鳥越

俊行 
6月20～21日 文化財保存修復学会（誌面開催） 

2 同上 
ファイバースコープによる木造毘沙門天立

像（島根県奥出雲町岩屋寺旧蔵）の調査 
同上 9月5～6日 日本文化財科学会（ウェブ開催） 

3 同上 
文化財の防災のための連携体制構築の現状

と課題 
同上 9月17日 

令和二年度三重県文化財保護指導

者会議 

4 同上 文化財を科学するⅦ 同上 3年1月17日 奈良国立博物館サンデートーク 

5 同上 
文化財防災のための連携体制構築の現状と

課題 

保存修理指導室アソシエ

イトフェロー 佐藤稜介 
9月18日 三重県尾鷲庁舎 

6 

文化財アーカイブズの

形成に関する理論的・

実践的研究 

奈良国立博物館所蔵の古写真にみる奈良公

園周辺の景観 
資料室長 野尻忠 11月29日 奈良国立博物館サンデートーク 

7 
博物館情報、文化財情

報に関する調査研究 

博物館情報・メディア論 資料のドキュメ

ンテーションとデータベース 

情報サービス室長 宮崎

幹子 

7月14日、11月

20日 
同志社大学（オンライン） 

8 同上 博物館情報・メディア論 同上 
12月19,25,26

日 
京都府立大学（一部オンライン） 

 

【九州国立博物館】 16件 

○有形文化財の展覧事業・教育活動等に関連する調査研究 5件 
 研究テーマ 発表テーマ 発表者（職名・名前） 実施日 学会等名 

1 

有形文化財の収集・保

管・展覧事業・教育普

及活動等に関する調査

研究 

国宝「初音の調度」のうち乱箱、長文箱、

短冊箱の構造・技法のX線CT調査 

学芸部博物館科学課研究員 

渡辺祐基、学芸部企画課特

別展室長 川畑憲子、徳川

美術館 吉川美穂、学芸部

博物館科学課長 木川りか 

9月5日～13日 日本文化財科学会第37回大会 

2 同上 
Inclusive Programs in Kyushu National 

Museum 

学芸部企画課特別展室主任

研究員 西島亜木子 
10月15日 

IV International Festival of 

Inclusion, Everybody is 

Present, the Pushkin State 

Museum of Fine Arts（オンライ

ン開催） 

3 同上 
九州国立博物館展示品解説講座第４回「縄

文文化の魅力」 

学芸部博物館科学課保存修

復室長 志賀智史 
12月6日 

博悠会（於：太宰府市いきいき情

報センター） 

4 同上 
漢代銅盂小考－とくに吉祥の銘文と文様を

めぐって－ 

学芸部企画課文化交流展室

長 川村佳男 
3年1月8日 

日本中国考古学会大会（会場：駒

澤大学 リモート開催） 

5 

ユニバーサル・ミュー

ジアム、ハンズ・オン

展示に関する調査・研

究 

コロナ禍におけるハンズ・オン展示とユニ

バーサル・ミュージアムの取り組みー九州

国立博物館の事例からー 

展示課研究補佐員 

茂泉千尋 

展示課主任研究員 

加藤小夜子 

12月12日 
日本アートマネジメント学会  

第22回全国大会 
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○その他有形文化財に関連する調査研究 11件 
 研究テーマ 発表テーマ 発表者（職名・名前） 実施日 学会等名 

1 
その他有形文化財に関

連する調査研究 

Analysis of larval development and 

feeding of an Anobiid beetle using X-

ray computed tomography 

学芸部博物館科学課研究

員 渡辺祐基、学芸部博

物館科学課長 木川り

か、京都大学大学院農学

研究科 藤原裕子、京都

大学大学院農学研究科 

藤井義久 

6月10日～11日 

The 51st Scientific Conference 

of International Research 

Group on Wood Protection 

2 同上 
伝統的な灰汁を利用した固着被災文書等の

修復処置と効果の検討 

学芸部博物館科学課長 

木川りか、長崎歴史文化

博物館 富川敦子、長崎

歴史文化博物館 久保憲

司、高 知 県 立 紙 産 業

技 術 セ ン タ ー  有吉

正明、東 京 文 化 財 研

究 所 秋山純子、東 京 文

化 財 研 究 所 早川典子 

7月10日 
文化財保存修復学会第42回大会

〈紙上開催〉 

3 同上 
八代平野および宇土半島基部の墳墓で採用

されたベンガラについて 

学芸部博物館科学課保存

修復室長 志賀智史 
7月10日 

文化財保存修復学会第42回大会 

〈紙上開催〉 

4 同上 
湿度制御した温風処理に用いる供試虫の耐

熱性と殺虫効果判定への適用 

東 京 文 化 財 研 究 所  

小峰幸夫、東 京 文 化 財

研 究 所  佐藤嘉則、日

光社寺文化財保存会 原

田正彦、トータルシステ

ム研究所 北原博幸、学

芸部博物館科学課長 木

川りか、京都大学大学院

農学研究科 藤井義久 

7月10日 
文化財保存修復学会第42回大会 

〈紙上開催〉 

5 同上 
アクリル絵具の光劣化に関する自然科学的

研究 

東京藝術大学大学院 塚

田全彦、学芸部博物館科

学課アソシエイトフェロ

ー 和泉田絢子 

7月10日 
文化財保存修復学会第42回大会

〈紙上開催〉 

6 同上 別府の古墳から出土したベンガラについて 
学芸部博物館科学課保存

修復室長 志賀智史 
9月5日～13日 

日本文化財科学会第37回大会 

〈Web開催〉 

7 同上 

法隆寺金堂収蔵庫における壁画の保存・公

開に関する研究-数値解析による小屋裏の吸

放湿を用いた室の除湿による環境調整方法

の検討 

京都大学 和田拓也、京

都大学 小椋大輔、東京

文化財研究所 佐野千

絵、学芸部博物館科学課

長 木川りか、東京国立

博物館 和田浩、東京国

立博物館 吉田直人 

京都大学 伊庭千恵美 

9月5日～13日 
日本文化財科学会第37回大会 

〈Web開催〉 
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8 同上 

ガラス外壁を有する博物館建造物における

衝突野鳥の傾向分析と照明・音声を利用し

た対策について 

学芸部博物館科学課長 

木川りか、学芸部博物館

科学課研究員 渡辺祐

基、学芸部博物館科学課 

富松志帆、学芸部博物館

科学課 松尾実香、東 京

文 化 財 研 究 所  秋山

純子、九州環境管理協会 

岡部海都・柿本大典・大

城戸博文 

11月28日 
日本環境動物昆虫学会第32回大会

（オンライン開催） 

9 同上 「資料保存」 
学芸部博物館科学課長兼

環境保全室長 木川りか 
9月8日 

2019年度文化庁「大学における文

化芸術推進事業」博物館マネジメ

ント人材育成研修会、新中津市学

校・中津市歴史博物館 

10 同上 
役場庁舎・博物館・図書館書庫のＩＰＭ

（総合的有害生物管理）について 

学芸部博物館科学課長兼

環境保全室長 木川りか 
11月19日 

令和2年度行政文書・古文書保存

管理講習会、広島県立文書館・広

島県市町公文書等保存活用連絡協

議会、広島県情報プラザ 

11 同上 ＩＰＭ（総合的有害生物管理）について 
学芸部博物館科学課長兼

環境保全室長 木川りか 
12月21日 

令和2年度佐賀県博物館協会研修

会 佐賀県立名護屋城博物館ホー

ル 

 

【東京文化財研究所】 37件 

（1）新たな知見の開拓につながる基礎的・探求的な調査研究 13件 
○有形文化財、伝統的建造物群に関する調査研究 11件 

 研究テーマ 発表テーマ 発表者（職名・名前） 実施日 学会等名 

1 

文化財に関する調査研

究成果および研究情報

の共有に関する総合的

研究 

葛飾北斎絵入り版本群・織田一磨文庫のオー

プンアクセス事業−ゲッティ研究所との協同

による書誌情報国際発信の実践（古典籍書誌

整備と資料保全） 

文化財情報資料部主任研

究員・橘川英規他 
11月28日 

アート・ドキュメンテーション学

会第13回秋季研究集会 

2 
日本東洋美術史の資料

学的研究 
近代の大礼と有職故実 

文化財情報資料部客員研

究員・田中潤 
6月23日 文化財情報資料部研究会 

3 同上 
江戸初期狩野派史料の研究―探幽縮図を中心

に― 

文化財情報資料部主任研

究員・小野真由美 
7月28日 文化財情報資料部研究会 

4 
日本東洋美術史の資料学

的研究 
片野四郎旧蔵の羅漢図について 

文化財情報資料部研究

員・米沢玲、文化財情報

資料部主任研究員・安永

拓世 

3年2月25日 文化財情報資料部研究会 

5 
近・現代美術に関する

調査研究と資料集成 

ゲッティ研究所が所蔵する矢代幸雄と画商ジ

ョセフ・デュヴィーンの往復書簡 
副所長 山梨絵美子 8月25日 文化財情報資料部研究会 

6 

美術作品の様式表現・

制作技術・素材に関す

る複合的研究と公開 

キリスト教の布教と南蛮漆器―理化学的分析

の検討、メダイ研究との対比から― 

文化財情報資料部広領域

研究室長 小林公治 
10月10日 

「BVNGO NAMBAN―宗麟の愛した南

蛮文化」企画展オープニング記念

講演会 

7 同上 

初期洋風画と幕末洋風画、形を変えた継承―

日本における油彩技術の変遷と歴史的評価の

検証― 

武田恵理 11月24日 文化財情報資料部研究会 

8 

文化財情報の分析・活

用と公開に関する調査

研究 

文化財写真で大切なこと 
文化財情報資料部専門職

員・城野誠治 
8月24日 

ハンズオン・セミナー「文化財写

真入門―文化財の記録としての写

真撮影実践講座」 

9 同上 ディジタル画像の基礎 講演2 
文化財情報資料部専門職

員・城野誠治 
12月23日 

シリーズ「ディジタル画像の圧縮

～画像の基本から動画像まで～」

その１ ディジタル画像の基礎 

10 同上 記録作成の意義 
文化財情報資料部文化財

情報研究室長 二神葉子 
3年3月12日 

ハンズオン・セミナー「文化財写

真入門―文化財の記録としての写

真撮影実践講座」 

11 同上 文化財写真の基礎 
文化財情報資料部専門職

員 城野誠治 
3年3月12日 

ハンズオン・セミナー「文化財写

真入門―文化財の記録としての写

真撮影実践講座」 

 

○無形文化財、無形民俗文化財等に関する調査及び研究 2件 
 研究テーマ 発表テーマ 発表者（職名・名前） 実施日 学会等名 

1 

民俗事例に見る模型−

小正月に見るツクリモ

ノを中心に 

民俗事例における伝統的模型の在り方につい

て検討した 

無形文化遺産部主任研究

員 今石みぎわ 
9月5日 

科研費基板B「模する」技術の発

展と伝統 2020年度第1回研究会 

2 

民俗技術における素材

と加工技術ー箕を中心

に 

民俗技術における多様な素材とその加工方法

に関する調査報告 

無形文化遺産部主任研究

員 今石みぎわ 
3年1月12日 

東京文化財研究所 令和2年度第4

回総合研究会 
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 (2）科学技術を応用した研究開発の進展等に向けた基盤的な研究 21件 
○文化財の調査手法に関する調査研究 0件 

○文化財の保存修復及び保存技術等に関する調査研究 21件 
 研究テーマ 発表テーマ 発表者（職名・名前） 実施日 学会等名 

1 

文化財の生物劣化の現

象解明と対策に関する

研究 

人為的攪乱により形成された鍾乳洞内照明植

生の微生物生態学的解析 

生物科学研究室長・佐藤嘉

則、修復計画研究室長・朽津

信明他 

6月5日 日本土壌微生物学会2020年度大会 

2 同上 
虎塚古墳の壁画剥落片から分離された微生物

の群集構造解析 

生物科学研究室長・佐藤

嘉則、分析科学研究室

長・犬塚将英他 

9月5～13日 日本文化財科学会第37回大会 

3 同上 虎塚古墳の壁画剥落片の微生物群集構造解析 

生物科学研究室長・佐藤嘉

則、分析科学研究室長・犬

塚将英他 

7月10日 文化財保存修復学会第42回大会 

4 同上 
湿度制御温風処理に用いる供試虫の熱耐性と

殺虫効果判定への適用 

生物科学研究室長 佐藤

嘉則、保存科学研究セン

ターAF・小峰幸夫他 

7月10日 文化財保存修復学会第42回大会 

5 同上 

収蔵庫内で実施したカビ除去事例―重要文化

財 大蔵経（元版）に対する保存修理事業から

― 

生物科学研究室長・佐藤

嘉則他 
7月10日 文化財保存修復学会第42回大会 

6 
保存と活用のための

展示環境の研究 

バンドパスフィルターで抽出した特定波長に

よる有機染料の変退色挙動 

保存科学研究センター研

究補佐員 相馬静乃他2

名 

7月10日 文化財保存修復学会第42回大会 

7 同上 

Environmental Research on Conservation 

Conditions of the Hagia Sophia Part 2: 

Numerical Analyses of Heat and Moisture 

Transfer to Study Deterioration of Outer 

walls 

保存科学研究センター 

研究員 水谷悦子 
9月24日 

 International Hagia Sophia 

Symposium： Architecture and 

Preservation 

8 

文化財の材質・構

造・状態調査に関す

る研究 

蛍光X線分析における分析値の信頼性－金箔試

料の定量分析に関する共同実験－ 

保存科学研究センターセ

ンター長 早川泰弘 他 
9月5～13日 日本文化財科学会第37回大会 

9 

文化財の材質・構

造・状態調査に関す

る研究 

博物館における化学物質の放散試験方法の検

討 －サンプリングバッグのブランク濃度低

減方法 

保存科学研究センター室長 

犬塚将英 他 
7月10日 文化財保存修復学会第42回大会 

10 

屋外文化財の劣化要

因と保存対策に関す

る調査研究 

天草市アンモナイト館における照明調整によ

る緑色生物の軽減 

朽津信明、森井順之、栁

沼由可子、廣瀬浩司 
7月10日 文化財保存修復学会第42回大会 

11 

屋外文化財の劣化要

因と保存対策に関す

る調査研究 

三次元計測に基づく富山市大山の恐竜足跡化

石の劣化評価 

朽津信明, 酒井修二, 藤

田将人 
9月5～13日 日本文化財科学会 

12 

屋外文化財の劣化要

因と保存対策に関す

る調査研究 

過去の写真に基づく恐竜足跡化石の風化速度

の検証 

朽津信明, 酒井修二, 藤

田将人 
10月1～2日 日本応用地質学会 

13 

文化財修復材料と伝

統技法び関する調査

研究 

ミャンマーで採取された漆に関する研究 

保存科学研究センター研

究員 倉島玲央、室長 

早川典子 

7月10日 文化財保存修復学会第42回大会 

14 

文化財修復材料と伝

統技法び関する調査

研究 

深さ方向による紫外線劣化させた漆塗膜の強

度変化 

保存科学研究センター研

究員 倉島玲央、室長 

早川典子 

11月21日 漆サミット2020 

15 

文化財修復材料と伝

統技法び関する調査

研究 

古典的膠の調製方法及び性状 

保存科学研究センター客

員 宇髙健太郎、室長 

早川典子 他 

7月10日 文化財保存修復学会第42回大会 

16 

文化財修復材料と伝

統技法び関する調査

研究 

呉春「白梅図」に使用された絵画基底材料と

自然布系基底材に関する研究 

保存科学研究センター室

長 早川典子 他 
7月10日 文化財保存修復学会第42回大会 

17 

文化財修復材料と伝

統技法び関する調査

研究 

作製条件の異なる補修絹の劣化特性評価 

保存科学研究センター研

究補佐員 岡部迪子、室

長 早川典子 

7月10日 文化財保存修復学会第42回大会 

18 

文化財修復材料と伝

統技法び関する調査

研究 

漆塗膜上の油脂系汚損除去を目的としたゲル

クリーニングの検討 

保存科学研究センターAF 

藤井佑果、室長 早川典子 

他 

7月10日 文化財保存修復学会第42回大会 

19 

文化財修復材料と伝

統技法び関する調査

研究 

On-site Surface Cleaning of Japanese 

Architecture Using Gels Incorporating 

Organic Solvents 

保存科学研究センター室

長 早川典子 他 
11月4日 IIC Edinburgh Congress 2020 

20 

近代の文化遺産の保

存修復に関する調査

研究 

近代文化遺産の保存と活用 中山俊介 12月4日 龍谷大学文化遺産学シンポジウム 

21 

高松塚古墳・キトラ

古墳の恒久的保存に

関する調査研究 

X線透過撮影による泥に覆われたキトラ古墳壁

画の調査 

保存科学研究センター室

長 犬塚将英 他 
9月5～13日 日本文化財科学会第37回大会 
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(3）文化遺産保護に関する国際協働 2件 
○文化遺産保護に関する国際協働の総合的な推進 2件 

 研究テーマ 発表テーマ 発表者（職名・名前） 実施日 学会等名 

1 
アジア諸国等文化遺

産保存修復協力 
アンコール・タネイ寺院遺跡の保存整備 

文化遺産国際協力センタ

ー長 友田正彦、アソシエ

イトフェロー 間舎裕生、

淺田なつみ、ヴァル エリ

フ ベルナ 

12月12日 東南アジア考古学会2020年大会 

2 
アジア諸国等文化遺

産保存修復協力 

Conservation and Sustainable Development 

of Ta Nei: Restoration of the East Gate 

アソシエイトフェロー 

ヴァル エリフ ベルナ 
3年1月26日 ICC-Angkor 

 

(4）文化財に関する情報資料の収集・整備及び調査研究成果の公開・活用 1件 
○文化財情報基盤の整備・充実 0件 

○調査研究成果の発信 1件 
 研究テーマ 発表テーマ 発表者（職名・名前） 実施日 学会等名 

1 
文化財情報基盤の整

備・充実 

デジタルコンテンツと継続性: 明治大正

期書画家番付データベースを例に 

文化財情報資料部研究員・

小山田智寛他 
7月6日 

デジタルアーカイブ学会第4回研

究大会スピンオフ研究発表会 

 

 

【奈良文化財研究所】 40件 

（1）新たな知見の開拓につながる基礎的・探求的な調査研究 7件 
○記念物、文化的景観、埋蔵文化財に関する調査研究 7件 

 研究テーマ 発表テーマ 発表者（職名・名前） 実施日 学会等名 

1 

近畿を中心とする古

寺社等所蔵の歴史資

料等に関する調査研

究 

奈良文化財研究所所蔵『覚城院・萩原寺

等関係中世聖教類』について―覚城院資

料の調査・研究における可能性を中心に

― 

歴史研究室アソシエイトフ

ェロー 橘悠太 
12月13日 

科学研究費補助金基盤研究(A)｢地

方基幹寺院に於ける文献資料調査

と経蔵ネットワークの研究｣（研

究代表者中山一麿 課題番号

19H00529）の第五回寺院資料調査

研究報告（オンライン開催） 

2 

文化的景観及びその保

存・活用に関する調査

研究 

地域の風景と文化財の活用 
景観研究室研究員 惠谷浩

子 
11月7日 景観まちづくりセミナー 

3 同上 
北山林業と民家の庭―京都市中川地区に

おける文化的景観調査から 

景観研究室研究員 惠谷浩

子 
12月12日 

第24回常民文化研究講座 景観の

総合資料学−「漁場図」を読む２− 

4 同上 芦津集落の変遷と現在 景観研究室研究員 惠谷浩子 12月17日 「智頭の林業景観」調査報告会 

5 同上 京都圏のなかの宇治と宇治茶 景観研究室研究員 惠谷浩子 12月19日 
宇治茶の文化的景観地域フォーラ

ム 

6 

我が国の記念物に関

する調査研究(遺跡等

整備) 

歴史的脈絡に因む遺跡の活用方法ー主と

して平城宮跡を例にー 

遺跡整備研究室長 内田和

伸 
10月26日 

奈良文化財研究所遺跡整備・活用

研究集会 

7 

古代官衙・集落遺跡

に関する研究集会の

開催及び報告書の刊

行 

古代集落の諸類型 －集落研究の現状と

方向性 

都城発掘調査部考古第三研

究室アソシエイトフェロー 

道上祥武 

12月12日 第24回 古代官衙・集落研究集会 

 

(2）科学技術を応用した研究開発の進展等に向けた基盤的な研究 24件 
○文化財の調査手法に関する研究開発の推進 5件 

 研究テーマ 発表テーマ 発表者（職名・名前） 実施日 学会等名 

１ 
動植物遺存体の分析

方法の研究開発 

東京湾東岸における律令国家形成期の貝

類 

環境考古学研究室長 山崎

健 
8月22日 近江貝塚研究会第321回例会 

2 同上 動物の骨からわかること 
環境考古学研究室長 山崎

健 
9月13日 

「古代食の総合的復元と疾病との

関係解明」シンポジウム 

3 同上 ホネ考古学―古代の都の動物利用― 
環境考古学研究室長 山崎

健 
10月24日 

第２回文化財講演会「リケイ考古

学」 

4 同上 戦国秦の養馬技術 

環境考古学研究室客員研究

員 菊地大樹（6名中1番）

ほか 

8月27日 第63回大韓体質人類学会 

5 年輪年代学研究 
年輪年代学的手法による平城宮第一次大

極殿院西楼出土木簡の同一材推定 

員数3(1番目) 年代学研究室

長 星野安治 
9月5日 日本文化財科学会第37回大会 
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○文化財の保存修復及び保存技術等に関する調査研究 19件 
 研究テーマ 発表テーマ 発表者（職名・名前） 実施日 学会等名 

1 
建造物の彩色に関す

る調査研究 

モンゴル国突厥時代Zaamar古墳出土人型

塑像顔料の調査 

保存修復科学研究室アソシ

エイトフェロー 柳成煜 

ほか3名 

9月5日 日本文化財科学会第37回大会 

2 
考古遺物の保存処理

法に関する調査研究 

水分飽和から不飽和土を再現したカラム

実験による鉄製文化財の腐食挙動の検討 

保存修復科学研究室研究員 

柳田明進 

保存修復科学研究室室長 

脇谷草一郎 

埋蔵文化財センター長 高

妻洋成 

5月20日 材料と環境2020 

3 同上 
千石コレクションの古代中国銅鏡の科学

的研究(2) 

保存修復科学研究室客員研

究員 難波洋三 ほか4名 
9月5日 日本文化財科学会第37回大会 

4 同上 
ヒスイ製玉類のXRF分析の多変量統計によ

る定量的産地同定法の開発 

都城発掘調査部主任研究員

（保存修復科学研究室兼

任）田村朋美  ほか3名 

9月5日 日本文化財科学会第37回大会 

5 同上 
ウズベキスタン出土ガラス玉の科学的研

究 

都城発掘調査部主任研究員

（保存修復科学研究室兼

任）田村朋美  ほか1名 

9月5日 日本文化財科学会第37回大会 

6 同上 
中世アイヌ文化期におけるガラス玉の時

期変遷に関する予備研究 

都城発掘調査部主任研究員

（保存修復科学研究室兼

任）田村朋美  ほか1名 

9月5日 日本文化財科学会第37回大会 

7 同上 
蛍光X線分析における分析値の信頼性－金

箔試料の定量分析に関する共同実験－ 

都城発掘調査部主任研究員

（保存修復科学研究室兼

任）田村朋美 

保存修復科学研究室室長 

脇谷草一郎 ほか5名 

9月5日 日本文化財科学会第37回大会 

8 同上 
色差分析・調整による損傷木簡解読のため

の改善方法の研究 

保存修復科学研究室アソシ

エイトフェロー 柳成煜 

ほか1名 

9月5日 日本文化財科学会第37回大会 

9 

遺構の安定した保存

のための維持管理方

法に関する調査研究 

大分市高瀬石仏の保存環境分析と対策の

評価 その４）液水拡散係数の異方性を考

慮した２次元熱水分移動の数値解析 

保存修復科学研究室室長 

脇谷草一郎  

保存修復科学研究室客員研

究員 小椋大輔 ほか3名 

当初4月21日開

催予定、のち

紙面開催 

日本建築学会近畿支部 

10 同上 
電荷を有する多孔質材料中の熱水分塩同

時移動と浸透現象 

保存修復科学研究室客員研

究員 小椋大輔 

保存修復科学研究室室長 

脇谷草一郎 ほか３名 

当初4月21日開

催予定、のち

紙面開催 

日本建築学会近畿支部 

11 同上 

大分市高瀬石仏の保存環境調査～その4）

液水拡散係数の異方性を考慮した2次元熱

水分移動の数値解析 

保存修復科学研究室室長 

脇谷草一郎  

保存修復科学研究室客員研

究員 小椋大輔 ほか3名 

9月5日 日本文化財科学会第37回大会 

12 同上 

元町石仏における脱塩を用いた塩類風化

抑制手法に関する研究－浸透現象による

脱塩の利用可能性の検討－ 

保存修復科学研究室客員研

究員 小椋大輔 

保存修復科学研究室室長 

脇谷草一郎  

奈良文化財研究所副所長・

埋蔵文化財センター長 高

妻洋成 ほか3名 

9月5日 日本文化財科学会第37回大会 

13 同上 
約5年間屋外暴露した葺込銅板のあるこけ

ら葺屋根モデルの劣化状態と銅元素分布 

奈良文化財研究所副所長・

埋蔵文化財センター長 高

妻洋成 ほか2名 

9月5日 日本文化財科学会第37回大会 

14 同上 

Deterioration mechanism of Japanese 

sandstone during the drying and 

wetting cucles 

保存修復科学研究室長 脇

谷草一郎 

副所長 高妻洋成 ほか１

名 

9月7日 ICOMOS-ISCS Stone2020 

15 同上 

Influence of heat and moisture 

environment inside the shelter on 

sodium and calcium sulfate behavior 

保存修復科学研究室長 脇

谷草一郎 

保存修復科学研究室客員研

究員 肥塚隆保 

副所長 高妻洋成 ほか２

名 

9月7日 ICOMOS-ISCS Stone2020 

16 同上 

大分市高瀬石仏の保存環境に関する研究

～その５液水拡散係数の異方性を考慮し

た熱・水分移動の数値解析 

保存修復科学研究室室長 

脇谷草一郎  

保存修復科学研究室客員研

究員 小椋大輔 ほか3名 

9月8日 
日本建築学会2020年度大会（関

東） 

17 同上 

熱水分塩同時移動方程式に基づいた数値

解析による粘土中における塩溶液の浸透

現象の再現性の検討 

保存修復科学研究室客員研

究員 小椋大輔 

保存修復科学研究室室長 

脇谷草一郎 ほか２名 

9月8日 
日本建築学会2020年度大会（関

東） 

18 

高松塚古墳、キトラ

古墳の恒久的保存に

関する調査研究 

X線透過撮影による泥に覆われたキトラ古

墳壁画の調査 

奈良文化財研究所副所長・

埋蔵文化財センター長 高

妻洋成 ほか4名 

9月5日 日本文化財科学会第37回大会 

19 
古墳壁画の恒久的保

存に関する調査研究 

文化財の調査・保存・活用に関する取り組

みについて 

保存修復科学研究室客員研

究員アソシエイトフェロー 

中田愛乃 

11月28日 東京都市大学 キャリアデザイン 
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 (3）文化遺産保護に関する国際協働 7件 
○文化遺産保護に関する国際協働の総合的な推進 7件 

 研究テーマ 発表テーマ 発表者（職名・名前） 実施日 学会等名 

1 

文化遺産保護に関す

る国際情報の収集・

研究・発信 

Why Humans Invented Pottery? -An 

Approach from Mass Spectrometry 
国際遺跡研究室長 庄田慎矢 5月11日 第68回質量分析総合討論会 

2 
文化財保護に関する

国際協力の推進 

土器残存脂質からみた平安時代の牧にお

ける動物利用 
国際遺跡研究室長 庄田慎矢 9月5日 日本文化財科学会第37回大会 

3 

文化遺産の保存・修

復に関する人材育成

等 

カザフスタンにおける考古遺物の調査・

記録・保存に関する技術移転を目的とし

た拠点交流事業 

国際遺跡研究室長 庄田慎矢 9月16日 

文化遺産国際協力コンソーシア

ム 第31 東アジア・中央アジア

分科会 

4 
西アジア文化遺産保

存協力 
東アジア先史時代の土器の用途をさぐる 国際遺跡研究室長 庄田慎矢 9月19日 

新学術領域研究「都市文明の本

質」A01-計画研究01 第11回研

究会 

5 
文化財保護に関する

国際協力の推進 

土器に入れられた食材の多様性 - 新石器

時代と青銅器時代の比較 - 
国際遺跡研究室長 庄田慎矢 11月7日 第44回韓国考古学会全国大会 

6 
文化財保護に関する

国際協力の推進 

アンコール王朝末期西トップ遺跡の調査

成果とその検討 

国際遺跡研究室専門職 佐藤

由似 
12月12日 東南アジア考古学会大会 

7 
西アジア文化遺産保

存協力 

Prehistoric Pottery and Beyond: 

Biomarker 

and Isomeric Identification of Crop 

Consumption Across Eurasia 

国際遺跡研究室長 庄田慎

矢, 国際遺跡研究室アソシエ

イトフェロー 村上夏希 

11月7日 
8th McDonnell Academy 

International Symposium 

 

(4）文化財に関する情報資料の収集・整備及び調査研究成果の公開・活用 2件 

○文化財情報基盤の整備・充実 2件 
 研究テーマ 発表テーマ 発表者（職名・名前） 実施日 学会等名 

1 
文化財に関するデー

タベースの充実 

考古学・文化財資料３D計測の意義を考え

る 知的財産権・著作権の観点から 

文化財情報研究室研究員 高

田祐一 
9月12日 考古形態測定学研究会 

2 
文化財に関するデー

タベースの充実 
文化財と著作権・所有権 

文化財情報研究室研究員 高

田祐一 
12月12日 考古形態測定学研究会 

 

【アジア太平洋無形文化遺産研究センター】 0件 
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c-④ シンポジウム開催実績一覧 
令和3年3月31日現在 

 
国立文化財機構合計 博物館計 東京国立博物館 京都国立博物館 奈良国立博物館 九州国立博物館 

 

 

8件 

5件 2件 3件 0件 0件 

文化財研究所計 東京文化財研究所 奈良文化財研究所 

1件 1件 0件 

アジア太平洋無形文化遺産研究センター 本部文化財活用センター 本部文化財防災センター 

1件 0件 1件 

 

【本部文化財活用センター】 0件 

 

【本部文化財防災センター】 1件 
○シンポジウム「文化財の防災・減災―火災・地震に対する取り組み―」 

開 催 日 10月25日 
開催場所 京都国立博物館 講堂 
主  催 京都国立博物館 
後  援    京都府、京都市 
参加者数 68人 
事業内容    文化財を火災及び地震から守る取り組みを講演テーマとして、火災では首里城火災における取り組み、京都市消防局の防火への取り組みを

取り上げ、地震では国立民族学博物館の事例、京都国立博物館の転倒防止に関する研究事例を取り上げた。 
 

 

【東京国立博物館】 2件 
○国際シンポジウム 日本美術がつなぐ博物館コミュニティー：ウィズ/ポスト・コロナ時代の挑戦 

開 催 日   3年1月30日 

開催場所   東京国立博物館 平成館大講堂（オンラインでのライブ配信を実施） 

主  催   ミュージアム日本美術専門家連携・交流事業実行委員会2020 

参加人数   1,287人（参加者数はYouTube再生回数） 

事業内容   欧米のミュージアムの日本美術専門家とともに、コロナ禍の状況下で、ミュージアムはいかなる未来像を描いて活動し、日本美術を研究し、成

果を発信するのか、その意義について展望した。 

 

○国際シンポジウム 日本文化としての『きもの』を考える 

開 催 日   3年2月26日 

開催場所   事前収録・YouTube配信 

主  催   東京国立博物館 

参加人数   3,665人（参加者数はYouTube再生回数） 

事業内容   日本文化の象徴として世界中に知られている「きもの」を研究されてきた研究者とともに、「きもの」が日本の文化として展覧会に取り上げら 

れる意味を提示し、現在を生きる文化としての「きもの」の過去と現在を考察した。 

 

【京都国立博物館】 3件 
○ICOM京都大会１周年記念シンポジウム「SDGsと博物館」 

開 催 日   9月26日 

開催場所   京都国立博物館 平成知新館講堂 

主  催   ICOM日本委員会、日本博物館協会、京都国立博物館 

後  援   京都府、京都市、京都市教育委員会、京都市内博物館施設連絡協議会 

参加人数   80人 

事業内容   ICOM京都大会2019開催1周年を記念し、SDGsのために博物館が果たすべき役割を再認識し、博物館政策の課題と展望について考察した。 

 基調講演「京都市におけるSDGsの取り組みについて」「博物館とSDGｓ」 

 パネリスト4人によるパネルディスカッション 

 

○シンポジウム 文化財の防災・減災 －火災・地震に対する取り組み－ 

開 催 日   10月25日 

開催場所   京都国立博物館 平成知新館講堂 

主  催   京都国立博物館 

後  援   京都府、京都市 

参加人数   68人 
事業内容    文化財を火災及び地震から守る取り組みを講演テーマとして、火災では首里城火災における取り組み、京都市消防局の防火への取り組みを 

取り上げ、地震では国立民族学博物館の事例、京都国立博物館の転倒防止に関する研究事例を取り上げた。 
 

○文化財保存修理所開所40周年記念シンポジウム「文化財修理のいま、むかし」 

開 催 日   12月19日 

開催場所   京都国立博物館 平成知新館講堂 

主  催   京都国立博物館、京都新聞、京都へのいざない実行委員会 

協  力   国宝修理装潢師連盟、美術院 

参加人数   100人 

事業内容   文化財修理の過去、現在そして未来について考えるため、文化庁文化財調査官による基調講演、修理技術者による発表、全体討論を行った。 

       基調講演「書跡・古文書の修理の進展と展望」 

       発表「文化財保存修理所創立期の思い出と書画修理のこれまで」、「絵画修理のこれから」、「文化財修理と科学技術の応用」、 

         「彫刻修理のあゆみと美術院」、「彫刻修理のこれから」 

 

【奈良国立博物館】 0件 

 

【九州国立博物館】 0件 
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【東京文化財研究所】 1件 
○国際シンポジウム「東南アジアにおける木造建築遺産の保存修理」 

開 催 日 11月21日 
開催場所 オンライン／東京文化財研究所 
主  催 東京文化財研究所 
参加者数 56人 
事業内容     東南アジア地域における木造建築保存の方法論の特徴や課題を議論する国際シンポジウムを開催した。 
 

【奈良文化財研究所】 0件 

 

【アジア太平洋無形文化遺産研究センター】 1件 
○国際シンポジウム「無形文化遺産の持続可能な開発に関する研究：教育とまちづくり」 

開 催 日    3年1月28日～29日 

開催場所    オンライン 

主  催    アジア太平洋無形文化遺産研究センター(IRCI) 
参加者数 34人 

      事業内容       無形文化遺産が、持続可能な開発目標(SDGs)の目標4「質の高い教育」及び目標11「住み続けられるまちづくり」に果たす役割に関して、
提携機関である、インドネシア、キルギス、バングラデシュ及び日本各地の事例研究を共有し、今後の展望や課題を検討した。 
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c-⑤ 論文等発表実績一覧 
令和 3年 3月 31日現在 

国立文化財機構合計 博物館計 東京国立博物館 京都国立博物館 奈良国立博物館 九州国立博物館 

388件 

225件 107件 51件 31件 36件 

文化財研究所計 東京文化財研究所 奈良文化財研究所 共同研究（東京・奈良文化財研究所） 

141件 35件 106件 0件 

本部文化財活用センター アジア太平洋無形文化遺産研究センター 本部文化財防災センター 

16件 0件 6件 

 

【本部文化財活用センター】16件 
○有形文化財の展覧事業・教育活動等に関連する調査研究 11件 

 研究テーマ 
発表者 

（職名・名前） 
論文テーマ 掲載誌名 発行元 

掲載 

年月日 

査読

有無 

1 

有形文化財の展覧

事業・教育活動等

に関連する調査研

究 

本部文化財活用センター

副センター長 小林牧 

「文化遺産の未来へのまなざ

し」（座談：矢野和之×西村幸夫

×小林牧×マルティネス・アレ

ハンドロ×海野聡） 

「建築雑誌」 日本建築学会 11月1日 無 

2 同上 
本部文化財活用センター

副センター長 小林牧 
なりきり日本美術館リターンズ 月刊「うえの」 上野のれん会 11月1日 無 

3 同上 
本部文化財活用センター

副センター長 小林牧 
なりきり日本美術館リターンズ 

文化庁広報誌ぶんかる

「文化財のトビラ」№78 
文化庁 11月30日 無 

4 同上 
本部文化財活用センター

企画担当課長 松嶋雅人 
美を紡ぐ 芥子 小林古径筆 

『月刊経団連』2020 年 4

月号 

日本経済団体

連合会 
4月1日 無 

5 同上 
調査研究課絵画・彫刻室

研究員 高橋真作 
東国の個性派画人－雪村と式部 

特別展『桃山－天下人の

100 年』図録 
読売新聞社 10月6日 無 

6 同上 

本部文化財活用センター

企画担当研究員 高橋真

作 

博物館に初もうで ウシにひか

れてトーハクまいり 

文化庁広報誌ぶんかる

「文化財のトビラ」№79 
文化庁 12月25日 無 

7 同上 

本部文化財活用センター

企画担当研究員 高橋真

作 

博物館に初もうで ウシにひか

れてトーハクまいり 
月刊「うえの」740 号 上野のれん会 1月1日 無 

8 同上 

本部文化財活用センター

企画担当研究員 高橋真

作 

美を紡ぐ 重要文化財 四季山水

図屏風 

『月刊経団連』2021 年 2

月号 

日本経済団体

連合会 
2月1日 無 

9 同上 

本部文化財活用センター

企画担当研究員 高橋真

作 

絵画作品の展示と取扱い 
『21 世紀の博物館学・考

古学』 
雄山閣 2月25日 無 

10 同上 

本部文化財活用センター

企画担当研究員 高橋真

作 

雪舟と明代宮廷画壇 

特集『宮廷から地方へ―

明時代の絵画と書跡』小

冊子 

東京国立博物

館 
3月2日 無 

11 同上 

本部文化財活用センター

企画担当研究員 高橋真

作 

狩野元信印「富士曼荼羅図」の

構造と機能 

『造形のポエティカ―日

本美術史を巡る新たな地

平』 

青簡舎 3月31日 無 

 

○その他有形文化財に関連する調査研究 5件 

 研究テーマ 
発表者 

（職名・名前） 
論文テーマ 掲載誌名 発行元 

掲載 

年月日 

査読

有無 

1 

展示・収蔵環境の管

理と改善に関する調

査研究 

文化財活用センター保存

担当室長 吉田直人、同

研究員 間渕創 

展示ケース等で使用されるクロ

スから発生するアンモニアの簡

便な検出とリスク評価方法の検

討 

文化財保存修復学会第 42

回大会研究発表集 

文化財保存修

復学会 
7月10日 無 

2 同上 
本部文化財活用センター 

保存担当室長 吉田直人 

博物館等における新型コロナウ

イルス感染拡大防止対策につい

て 

月刊文化財 2020 年 11 月

号 

第一法規株式

会社（文化庁

監修） 

11月1日 無 

3 

 

 

同上 

東京文化財研究所保存科

学研究センター研究補佐

員 相馬静乃、文化財活

用センター保存担当室長 

吉田直人 他 

特定波長域を遮光した光照射下

における黄色系染料を主とした

有機染料の変退色挙動 

保存科学第 60 号 
東京文化財研

究所 
3年3月 有 

4 

 

 

同上 

本部文化財活用センター 

保存担当研究員 間渕

創、東京文化財研究所 

生物科学研究室長・佐藤

嘉則 

博物館等における ATP 拭き取り

検査によるカビ集落の活性評価

について 

保存科学第 60 号 
東京文化財研

究所 
3年3月 有 

5 

 

 

同上 

本部文化財活用センター 

保存担当研究員 間渕

創、同保存担当室長 吉

田直人 

塩素系消毒剤からの揮発物質が

文化財へ与える影響について 
保存科学第 60 号 

東京文化財研

究所 
3年3月 有 
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【本部文化財防災センター】6件 
○文化財防災に関する調査研究 6件 

 研究テーマ 
発表者 

（職名・名前） 
論文テーマ 掲載誌名 発行元 

掲載 

年月日 

査読

有無 

1 
文化財防災に関する

調査研究 

文化財防災センターセン

ター長 髙妻洋成 

文化財防災センターの設立と今

後の活動について 
月刊文化財 12 月号 第一法規 12月1日 無 

2 同上 
文化財防災センター長 

髙妻洋成 
文化財防災の現状と課題 文化財の虫菌害 80 号 

文化財虫菌害

研究所 
12月26日 無 

3 同上 

文化庁文化資源活用課 

文化財調査官 森井順之、

文化財防災センター長 

髙妻洋成 

首里城火災と文化財保存に向け

た取り組み 

令和 2 年度文化財防災セ

ンター事業 シンポジウ

ム 文化財の防災・減災 

火災・地震に対する取り

組み 報告書 

京都国立博物

館 
3年2月25日 無 

4 同上 

文化財防災センターアソ

シエイトフェロー 林美

木子、東京文化財研究所保

存科学研究センター研究

補佐員 内田優花、東京文

化財研究所名誉研究員 

佐野千絵、元岩手県立博物

館 赤沼英男 

Amélioration du procédé de 

stabilisation des documents 

altérés par le tsunami sous 

l’angle du contrôle 

microbiologique 

Support/Tracé ARSAG 3年3月31日 有 

5 同上 

はこだて未来大学准教授 

村井源、文化財防災センタ

ーアソシエイトフェロー 

林美木子、文化財防災プロ

ジェクトチーム（東京文化

財研究所文化財情報資料

部文化財情報研究室長）二

神葉子、国立文化財機構 

内藤百合子、東京文化財研

究所副所長 山梨絵美子 

阪神・淡路大震災の日報分析と

三つの震災における文化財レス

キュー活動の比較 

保存科学 
保存科学研究

センター 
3年3月31日 有 

6 同上 
文化財防災センター長 

髙妻洋成 

文化財防災センターの設立とそ

の取り組み 
群馬の歴史資料を未来へ 

群馬歴史資料

継承ネットワ

ーク 

3年3月 無 

 

【東京国立博物館】107件 
○有形文化財の展覧事業・教育活動等に関連する調査研究 87件 

 研究テーマ 
発表者 

（職名・名前） 
論文テーマ 掲載誌名 発行元 

掲載 

年月日 

査読

有無 

1 

有形文化財の収集・

保管・展覧事業・教

育普及活動等に関す

る調査研究 

企画課特別展室主任研究

員 土屋貴裕 
明恵上人の右耳 本郷 148 号 吉川弘文館 7 月 1 日 無 

2 同上 
企画課特別展室主任研究

員 土屋貴裕 

ここまでわかった鳥獣戯画（特

集 謎解き 鳥獣戯画） 
芸術新潮 71 巻 7 号 新潮社 7 月 25 日 無 

3 同上 
企画課特別展室主任研究

員 土屋貴裕 
 もっと知りたい鳥獣戯画 東京美術 7 月 30 日 無 

4 同上 
企画課特別展室主任研究

員 土屋貴裕 

和魂漢才―書画のススメ 国宝

「地獄草紙」 
美術の窓 443 号 生活の友社 8 月 20 日 無 

5 同上 
企画課特別展室主任研究

員 土屋貴裕 

中世最後のやまと絵師 土佐光

茂の革新性 

特別展「桃山―天下人の

100 年」図録 
読売新聞社 10 月 6 日 無 

6 同上 
企画課特別展室研究員 

山本亮 

土器からみた古墳出現期の布留

川流域 
研究紀要第 24 集 

公益財団法人

由良大和古代

文化研究協会 

6 月 28 日 無 

7 同上 調査研究課長 河野一隆 

Fine-tuned Pre-trained Mask 

R-CNN Models for Surface 

Object Detection 

ESTOCON2021 
Cornell 

University 
10 月 22 日 有 

8 同上 
企画課特別展室研究員 

山本亮 

Fine-tuned Pre-trained Mask 

R-CNN Models for Surface 

Object Detection 

ESTOCON2021 
Cornell 

University 
10 月 22 日 有 

9 同上 調査研究課長 河野一隆 

DetectorAlgorithmsof 

Bounding Box andSegmentation 

Maskof a Mask R-CNN Model 

ESTOCON2021 
Cornell 

University 
10 月 26 日 有 

10 同上 
企画課特別展室研究員 

山本亮 

DetectorAlgorithmsof 

Bounding Box andSegmentation 

Maskof a Mask R-CNN Model 

ESTOCON2021 
Cornell 

University 
10 月 26 日 有 

11 同上 
企画課特別展室研究員 

山本亮 

古墳出現期の鴨田・馬場遺跡の

検討 

古墳出現期土器研究第 7

号 

古墳出現期土

器研究会 
11 月 30 日 有 

12 同上 
企画課出版企画室研究員 

植松瑞希 

「馬琬筆「幽居図巻」の伝来を

めぐって」「高島槐安コレクシ

ョンの中国絵画」 

「清朝書画コレクション

の諸相」図録 

台東区立書道

博物館 
3 年 1 月 2 日 無 

13 同上 
企画課出版企画室研究員 

植松瑞希 
作品解説ほか 

「アジアのレジェンド」

小冊子 

東京国立博物

館 
9 月 8 日 無 

14 同上 
企画課出版企画室研究員 

植松瑞希 
作品解説ほか 

「特集 宮廷から地方

へ」小冊子 

東京国立博物

館 
3 年 3 月 2 日 無 

－　　　－186



 研究テーマ 
発表者 

（職名・名前） 
論文テーマ 掲載誌名 発行元 

掲載 

年月日 

査読

有無 

15 同上 
企画課国際交流室アソシ

エイトフェロー 武瀟瀟 

Un paysage chinois dans le 

Japon de l’époque Muromachi 

(1333-1573) A propos des 

huit vues de la région de 

Shôshô(「室町時代の住宅に描

かれた異国風景：瀟湘八景を例

として」) 

Mutations paysagères de 

l’espace habité au 

Japon : De la maison au 

territoire (論集『日本

における風景の変遷 ―― 

住宅空間から都市まで』） 

Bibliothèque 

de 

l'institut 

des hautes 

études 

japonaises, 

Collège de 

France 

10 月 1 日 有 

16 同上 博物館情報課長 今井敦 

中国陶磁における吉祥意匠につ

いて―意味に根ざした造形・造

形に根ざした意味 

『美術フォーラム 21』第

41 号 

一般社団法人

美術フォーラ

ム 21 

5 月 30 日 無 

17 同上 博物館情報課長 今井敦 
《研究ノート》仁清作 色絵月

梅図茶壺について 
『MUSEUM』第 686 号 

東京国立博物

館 
8 月 15 日 有 

18 同上 博物館情報課長 今井敦 

《研究ノート》宝暦・明和・安

永期の京都のやきものについて

―樂を中心に― 

『MUSEUM』第 687 号 
東京国立博物

館 
9 月 1 日 有 

19 同上 
列品管理課登録室研究員 

六人部克典 
作品解説ほか 

博物館でアジアの旅 ア

ジアのレジェンド 

東京国立博物

館 
9 月 8 日 無 

20 同上 
列品管理課登録室研究員 

六人部克典 

「高島槐安の生涯とコレクショ

ン、そして蘭亭序」「高島槐安

の手控え帳」「高島槐安コレク

ションの中国書跡」「高島槐安

略年譜」 

清朝書画コレクションの

諸相－中村不折・高島槐

安収集品を中心に－ 

公益財団法人 

台東区芸術文

化財団 

3 年 1 月 2 日 無 

21 同上 
列品管理課平常展調整室

長 皿井舞 
国風文化期の美術の諸相 

シリーズ古代をひらく 

国風文化 
岩波書店 3 年 3 月 29 日 有 

22 同上 
列品管理課平常展調整室

主任研究員 金井裕子 
美を紡ぐ 国宝  檜図屏風 

『月刊経団連』2020 年 10

月号 

日本経済団体

連合会 
10 月 1 日 無 

23 同上 
列品管理課平常展調整室

主任研究員 金井裕子 
十六世紀土佐派の源氏絵 

特別展『桃山―天下人の

100 年』図録 
読売新聞社 10 月 6 日 無 

24 同上 
列品管理課平常展調整室

主任研究員 金井裕子 

守護大名大内氏の文化と「桃

山」 

特別展『桃山―天下人の

100 年』図録 
読売新聞社 10 月 6 日 無 

25 同上 調査研究課長 河野一隆 装飾墓の比較研究序説 
考古学雑誌第 103 巻第２

号 
考古学会 3 年 3 月 10 日 有 

26 同上 
調査研究課絵画・彫刻室

長 沖松健次郎 

約 1000 年前の国宝「聖徳太子

絵伝」、デジタル技術による再

現の裏側 

ダイヤモンド・オンライ

ン 

ダイヤモンド

社 
10 月 11 日 無 

27 同上 
調査研究課絵画・彫刻室

主任研究員 鷲頭桂 

遊ぶ南蛮人―新出個人蔵本およ

びサントリー美術館本の南蛮屏

風について― 

板倉聖哲・髙岸輝編『日

本美術のつくられ方──

佐藤康宏先生の退職によ

せて』 

羽鳥書店 12 月 18 日 無 

28 同上 
調査研究課絵画・彫刻室主

任研究員 鷲頭桂 

16～17 世紀の欧文史料にみる日

本の絵画受容 

『鹿島美術財団年報』37

号別冊 
鹿島美術財団 11 月 15 日 無 

29 同上 
調査研究課絵画・彫刻室主

任研究員 鷲頭桂 

コラム：キリスト教宣教師たち

が見た桃山絵画 

特別展「桃山―天下人の

100 年」図録 
読売新聞社 10 月 6 日 無 

30 同上 
調査研究課絵画・彫刻室主

任研究員 鷲頭桂 

Envisioning the West: 

European-style Paintings in 

Late 16-17th century Japan 

Toward the Future: 

Museums and Art History 

in East Asia, 

Proceedings of the 2019 

CIHA Colloquium in 

Tokyo 

Japanese 

committee 

for CIHA, 

the Otsuka 

Museum of 

Art, Tokyo 

6 月 無 

31 同上 
調査研究課絵画・彫刻室研

究員 大橋美織 

美を紡ぐ 重要文化財 風神雷神

図屏風 

『月刊経団連』2020 年 7

月号 

日本経済団体

連合会 
7 月 1 日 無 

32 同上 
調査研究課絵画・彫刻室研

究員 古川攝一 

矢代幸雄と大和文華館の設立－

文化交流の場としての美術館 

江川温・田邊めぐみ他編

『東西中世のさまざまな

地平ーフランスと日本の

交差するまなざしー』 

知泉書館 6 月 30 日 有 

33 同上 
調査研究課絵画・彫刻室研

究員 古川攝一 

作品解説「地蔵菩薩像（マニ

像）」 
国華 国華社 5 月 20 日 有 

34 同上 
調査研究課工芸室 主任研

究員 佐藤寛介 

東京国立博物館所蔵 十二間星

兜鉢の歴史的意義―東京都足立

区伊興経塚出土品の再評価 

「MUSEUM」689 号 
東京国立博物

館 
12 月 20 日 有 

35 同上 
調査研究課工芸室 主任

研究員 佐藤寛介 
コラム：当世具足の成立 

特別展「桃山―天下人の

100 年」図録 
読売新聞社 10 月 6 日 無 

36 同上 
調査研究課工芸室 主任

研究員 佐藤寛介 
日本の甲冑 

東京国立博物館セレクシ

ョン 

東京国立博物

館 
3 年 1 月 29 日 無 

37 同上 
調査研究課工芸室研究員 

福島修 
「水指分類大全」 『淡交別冊』第 77 号 淡交社 7 月 17 日 無 

38 同上 
調査研究課工芸室研究員 

福島修 

コラム「うつわと「振舞」の根

もと」 

特別展「桃山―天下人の

100 年」図録 
読売新聞社 10 月 6 日 無 

39 同上 
調査研究課東洋室長 勝

木言一郎 

「ギリシャ神話の英雄ヘーラク

レース」「インド神話の英雄―

インドの細密画」 

『博物館でアジアの旅 

アジアのレジェンド』図

録 

東京国立博物

館 
9 月 8 日 無 

40 同上 
調査研究課東洋室主任研

究員 市元塁 
夜郎の伝説 『アジアのレジェンド』 

東京国立博物

館 
9 月 8 日 無 

41 同上 
調査研究課東洋室主任研

究員 市元塁 
汉三国考古备忘录 『寻踪三国』 中信出版集团 3 年 1 月 無 

－　　　－187



 研究テーマ 
発表者 

（職名・名前） 
論文テーマ 掲載誌名 発行元 

掲載 

年月日 

査読

有無 

42 同上 
保存修復課環境保存室長

和田浩、ほか外部研究者 

The separation of softwood 

and hardwood in historical 

wooden statues of the 

Nazenji-temple in Japan 

using NIR spectroscopy 

IAWA Journal 41(4) 

Internationa

l 

Association 

of Wood 

Anatomists 

9 月 15 日 有 

43 同上 
保存修復課保存修復室研

究員 野中昭美 

「津波の被害を受けた皮革資料

「カワノフク」の処置」 

文化財保存修復学会 第

42 回大会 研究発表集 

一般社団法人

文化財保存修

復学会 

7 月 10 日 無 

44 同上 
保存修復課保存修復室研

究員 野中昭美 

「津波の被害を受けた木製彩色

資料「算額」の脱塩処理」 

文化財保存修復学会 第

42 回大会 研究発表集 

一般社団法人

文化財保存修

復学会 

7 月 10 日 無 

45 同上 客員研究員 高濱秀 

Two technical traditions of 

casting horse bits in China 

and their relationships with 

the steppe area 

Asian Archaeology 2020-

3, pp.47-57 

吉林大学、辺

疆考古研究中

心 

2 年 有 

46 同上 
調査研究課考古室主任研究

員 河野正訓 

山口県萩市見島ジーコンボ古墳

群の被葬者像 

柳本照男さん古稀記念論

文集ー忘年之交の考古学

ー 

柳本照男さん

古稀記念論集

刊行会 

12 月 26 日 無 

47 同上 
調査研究課考古室主任研究

員 河野正訓 

日本列島における古墳時代の鉄

柄斧 
考古学雑誌第 103 巻 2 号 日本考古学会 3 年 3 月 10 日 有 

48 同上 
調査研究課考古室主任研究

員 河野正訓 

岐阜県船来山古墳群の渡来系移

住民－生産用具の検討を中心に

－ 

昼飯の丘に集う─中井正

幸さん還暦記念論集─ 

中井正幸さん

還暦記念論集

刊行会 

3 年 3 月 31 日 無 

49 同上 
列品管理課平常展調整室長

皿井舞 
仏像写真の歴史と未来 

ものの記憶-読み解き 伝

え 遺す-  

東京文化財研

究所 
3 年 3 月 31 日 無 

50 同上 
調査研究課工芸室主任研究

員 三田覚之 

《研究ノート》各種の模写を通

じてみた法隆寺金堂六号壁画の

化生菩薩像 

MUSEUM 第 685 号 
東京国立博物

館 
4 月 15 日 有 

51 同上 
調査研究課東洋室長 勝木

言一郎 
人面鳥像 『MUSEUM』690 号 

東京国立博物

館 
3 年 2 月 20 日 無 

52 同上 
調査研究課工芸室長 小山

弓弦葉 
染織の模様と文化 

ハルオ・シラネ編『東ア

ジア文化講座 4 東アジア

の自然観』 

文学通信 3 年 2 月 28 日 無 

53 同上 
調査研究課工芸室長 小山

弓弦葉 

根津美術館所蔵「誰が袖図屏

風」「誰が袖美人図屏風」に関

する一考察 

－日本服飾史・染織史の視点か

ら－ 

根津美術館紀要『此君』

第十二号 
根津美術館 3 年 3 月 31 日 無 

54 同上 学芸企画部長 田沢裕賀  変革の時代の絵画 
特別展「桃山―天下人の

100 年」図録 
読売新聞社 10 月 6 日 無 

55 同上 学芸企画部長 田沢裕賀  京（みやこ）のすがた 
特別展「桃山―天下人の

100 年」図録 
読売新聞社 10 月 6 日 無 

56 同上 学芸企画部長 田沢裕賀 
「変容する絵画表現」－室町・

安土桃山・江戸の水墨花鳥図 

特別展「桃山―天下人の

100 年」図録 
読売新聞社 10 月 6 日 無 

57 同上 学芸企画部長 田沢裕賀 永徳のライバルと後継者 
特別展「桃山―天下人の

100 年」図録 
読売新聞社 10 月 6 日 無 

58 同上 学芸企画部長 田沢裕賀 自娯の造形－本阿弥光悦 
特別展「桃山―天下人の

100 年」図録 
読売新聞社 10 月 6 日 無 

59 同上 
企画課特別展室主任研究員 

土屋貴裕 
鳥獣戯画のここがすごい！ 時空旅人別冊 三栄 3 年 2 月 12 日 無 

60 同上 
企画課特別展室主任研究員 

土屋貴裕 
国宝鳥獣戯画がやって来る！ ノジュール 73 号 

JTB パブリッ

シング 
3 年 2 月 28 日 無 

61 同上 
企画課特別展室主任研究員 

土屋貴裕 

特別展「国宝 鳥獣戯画のすべ

て」 
うえの 742 号 

うえののれん

会 
3 年 3 月 12 日 無 

62 同上 
企画課特別展室主任研究員 

土屋貴裕 

鳥獣戯画の全貌を知る、史上空

前の展覧会 特別展「国宝 鳥

獣戯画のすべて」 

美術の窓 451 号 生活の友社 3 年 3 月 20 日 無 

63 同上 
保存修復課保存修復室長 

瀬谷愛 

特別展「法隆寺金堂壁画と百済

観音」によせて 
茶道雑誌 河原書店 8 月 3 日 無 

64 同上 
企画課特別展室長 猪熊兼

樹  
コラム：近世初期の蒔絵 

特別展「桃山―天下人の

100 年」図録 
読売新聞社 2 年 10 月 6 日 無 

65 同上 
企画課特別展室主任研究員 

土屋貴裕 

ここまでわかった鳥獣戯画/全

巻通しで一気に観る！ 
謎解き 鳥獣戯画 新潮社 3 年 3 月 26 日 無 

66 同上 
企画課特別展室主任研究員 

土屋貴裕 
鳥獣戯画 制作年代の再検討 ユリイカ 2021 年 4 月号 青土社 3 年 3 月 27 日 無 

67 同上 
列品管理課平常展調整室主

任研究員 金井裕子 
特別展「桃山」をみる 

クロワッサン 11 月 10 日

号 

マガジンハウ

ス 
11 月 10 日 無 

68 同上 
列品管理課平常展調整室主

任研究員 金井裕子 
木挽町狩野家の記録と学習 

特集リーフレット「木挽

町狩野家の記録と学習」 

東京国立博物

館 
3 年 2 月 9 日 無 

69 同上 
列品管理課平常展調整室主

任研究員 金井裕子） 

コラム 伝禅月筆「羅漢図」の

世代を超えた模写 

特集リーフレット「木挽

町狩野家の記録と学習」 

東京国立博物

館 
3 年 2 月 9 日 無 

70 同上 
列品管理課平常展調整室主

任研究員 金井裕子員） 

コラム 木挽町画所での門人教

育 

特集リーフレット「木挽

町狩野家の記録と学習」 

東京国立博物

館 
3 年 2 月 9 日 無 

71 同上 
列品管理課平常展調整室主

任研究員 金井裕子 

コラム 「公用日記」にみる長

篠・長久手合戦図屏風の新図制

作 

特集リーフレット「木挽

町狩野家の記録と学習」 

東京国立博物

館 
3 年 2 月 9 日 無 

72 
特別調査「法隆寺献

納宝物」（第 42 次） 

調査研究課工芸室主任研究

員 三田覚之 

法隆寺献納宝物特別調査概報 

刺繡 

法隆寺献納宝物特別調査

概報 刺繡 

東京国立博物

館 
3 年 3 月 31 日 無 

73 
東洋民族資料に関す

る調査研究 

企画課出版企画室研究員研

究員 植松瑞希 
「中国絵画史研究と画絹調査」 

無形文化遺産（伝統技

術）の伝承に関する研究

報告書Ⅲ 絹織製作技術 

東京文化財研

究所 
3 年 3 月 22 日 無 
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 研究テーマ 
発表者 

（職名・名前） 
論文テーマ 掲載誌名 発行元 

掲載 

年月日 

査読

有無 

74 同上 
企画課特別展室主任研究員 

土屋貴裕 
画絹の調査研究が目指すところ 

無形文化遺産（伝統技

術）の伝承に関する研究

報告書Ⅲ 絹織製作技術 

東京文化財研

究所 
3 年 3 月 22 日 無 

75 

特集「書と料紙―平

安時代の美しい紙

―」に関連する調査

研究 

東京国立博物館百五十年史

編纂室長 恵美千鶴子 

奈良時代の書 3 光明皇后御願五

月一日経  
ビオ・シティ 82 号 ブックエンド 4 月 6 日 無 

76 同上 
東京国立博物館百五十年史

編纂室長 恵美千鶴子 
平家納経を考える 1 提婆品 ビオ・シティ 83 号 ブックエンド 7 月 7 日 無 

77 同上 
東京国立博物館百五十年史

編纂室長 恵美千鶴子 

元永本古今和歌集の魅力とその

伝来について  
墨 265 号 芸術新聞社 8 月 1 日 無 

78 同上 
東京国立博物館百五十年

史編纂室長 恵美千鶴子 
平家納経を考える２ 宝塔品 ビオ・シティ 84 号 ブックエンド 10 月 10 日 無 

79 同上 
東京国立博物館百五十年

史編纂室長・恵美千鶴子 

平家納経を考える３ 平清盛筆

願文 
ビオ・シティ 85 号 ブックエンド 3 年 1 月 7 日 無 

80 同上 
東京国立博物館百五十年

史編纂室長・恵美千鶴子 

近衞信尹筆「源氏物語和歌色紙

貼交屏風」 
陽明文庫講座 図録２ 

東京大学資料

編纂所・公益

財団法人陽明

文庫 

3 年 2 月 13 日 無 

81 同上 
東京国立博物館百五十年

史編纂室長・恵美千鶴子 

嚴島神社蔵「平家納経」受容の

歴史 
東京国立博物館紀要 56 号 

東京国立博物

館 
3 年 3 月 31 日 無 

82 

特集「世界と出会っ

た江戸美術」に関連

する調査研究 

企画課出版企画室研究員 

植松瑞希 
作品解説 

リーフレット：特集「世

界と出会った江戸美術」 

東京国立博物

館 
11 月 25 日 無 

83 同上 
調査研究課絵画・彫刻室

主任研究員 鷲頭桂 
作品解説 

リーフレット：特集「世

界と出会った江戸美術」 

東京国立博物

館 
11 月 25 日 無 

84 同上 

東京国立博物館学芸企画

部企画課特別展室長・猪

熊兼樹  

解説 
リーフレット：特集「世

界と出会った江戸美術」 

東京国立博物

館 
11 月 25 日 無 

85 

特別展「きもの 

KIMONO」に関連する

調査研究 

調査研究課絵画・彫刻室

研究員 大橋美織 

江戸時代の風景画の流行ときも

の 

特別展「きもの KIMONO」

図録 
朝日新聞社 4 月 14 日 無 

86 同上 
企画課特別展室長・猪熊

兼樹  
コラム：男性の根付・印籠 

特別展「きもの KIMONO」

図録 
朝日新聞社 4 月 4 日 無 

87 
博物館環境デザイン

に関する調査研究 

企画課上席研究員 木下

史青 

美術館・博物館の照明技術指針 

（執筆担当項「保守・メンテナ

ンス」） 

照明学会技術指針番号：

JIEG-012(2021) 
照明学会 3 年 3 月 1 日 有 

 

○その他有形文化財に関連する調査研究 20件 

 研究テーマ 
発表者 

（職名・名前） 
論文テーマ 掲載誌名 発行元 

掲載 

年月日 

査読

有無 

1 
博物館の環境保存に

関する調査研究 

保存修復課環境保存室長 

和田浩 

走行中の美術品輸送専用車両荷

台上で生じた衝撃加速度値と荷

台上の位置との関係についての

考察 

文化財科学 第 82 号 
日本文化財

科学会 
3年2月1日 有 

2 同上 
保存修復課環境保存室長 

和田浩 

施設内での文化財輸送時に台車

上で生じる振動への対策 

文化財保存修復学会第 42

回大会研究発表集 

文化財保存

修復学会 
7月10日 無 

3 同上 

保存修復課環境保存室相

川悠、保存修復課環境保

存室長 和田浩 

老朽化した収蔵施設における生

物被害状況及びその対策の事例

報告 

文化財保存修復学会第 42

回大会研究発表集 

文化財保存

修復学会 
7月10日 無 

4 同上 

保存修復課環境保存室ア

ソシエイトフェロー 黄

川田翔、学芸研究部列品

管理課貸与特別観覧室研

究員 六人部克典、学芸

研究部保存修復課環境保

存室長 和田浩、学芸企

画部企画課デザイン室長 

矢野賀一 

博物館・美術館における災害リ

スク軽減の現状と課題-日本、タ

イ、フランス、台湾の比較から- 

文化財保存修復学会第 42

回大会研究発表集 

文化財保存

修復学会 
7月10日 無 

5 同上 

学芸研究部保存修復課環

境保存室アソシエイトフ

ェロー 黄川田翔、学芸

研究部列品管理課貸与特

別観覧室研究員 六人部

克典、学芸研究部保存修

復課環境保存室長 和田

浩 

市町村における文化財防災の現

状と課題 

文化財保存修復学会第 42

回大会研究発表集 

文化財保存

修復学会 
7月10日 無 

6 同上 
学芸研究部保存修復課環

境保存室長 和田浩 

美術品レプリカを用いた加振実

験について 

日本包装学会第 29 回年次

大会研究発表会予稿集 

日本包装学

会 
7月15日 無 

7 同上 

学芸研究部保存修復課環

境保存室アソシエイトフ

ェロー 黄川田翔、学芸

研究部保存修復課環境保

存室長 和田浩、学芸研

究部列品管理課貸与特別

観覧室研究員 六人部克

典 

文化財防災に向けた分野横断型

連携の構築―関東甲信越地域に

おける取り組み― 

日本建築学会 2020 年度大

会（関東）学術講演梗概

集 

日本建築学

会 
7月20日 無 
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 研究テーマ 
発表者 

（職名・名前） 
論文テーマ 掲載誌名 発行元 

掲載 

年月日 

査読

有無 

8 同上 
学芸研究部保存修復課環

境保存室長 和田浩 

輸送時に屏風構造を持つ美術品

に発生する共振現象に関する基

礎的研究 

日本文化財科学会第 37 回

大会研究発表要旨集 

日本文化財

科学会 
9月5日 無 

9 同上 

学芸研究部保存修復課環

境保存室アソシエイトフ

ェロー 黄川田翔、学芸

研究部保存修復課環境保

存室長 和田浩、学芸企

画部企画課デザイン室長 

矢野賀一、学芸企画部企

画課デザイン室アソシエ

イトフェロー 荻堂正博 

想定を超える水平加速度をもつ

地震波を受けた際の博物館用免

震装置の挙動 

日本文化財科学会第 37 回

大会研究発表要旨集 

日本文化財

科学会 
9月5日 無 

10 同上 
学芸研究部保存修復課環

境保存室長 和田浩 

法隆寺金堂収蔵庫における壁画

の保存・公開に関する研究-数値

解析による小屋裏の吸放湿を用

いた室の除湿による環境調整方

法の検討- 

日本文化財科学会第 37 回

大会研究発表要旨集 

日本文化財

科学会 
9月5日 無 

11 同上 
学芸研究部保存修復課環

境保存室長 和田浩 

屏風構造を持つ美術品の振動応

答に関する基礎的研究 

日本機械学会 2020 年度年

次大会講演論文集 

日本機械学

会 
9月7日 無 

12 同上 
学芸研究部保存修復課環

境保存室長 和田浩 

展示室内の滞留者数と室内環境

について 

第 39 回日本展示学会研究

大会研究発表梗概集 

日本展示学

会 
9月20日 無 

13 同上 
学芸研究部保存修復課環

境保存室長 和田浩 

資料の展示で用いられる支持具

における保存と演出の両立に関

する課題 

教職課程センター紀要 

第 5 号 

大東文化大

学 
12月1日 無 

14 同上 

学芸研究部保存修復課環

境保存室アソシエイトフ

ェロー 黄川田翔 

博物館・美術館における災害リ

スク軽減に向けた異業種間連携

の試み 

日本文化財科学会第 37 回

大会研究発表要旨集 

日本文化財

科学会 
9月5日 無 

15 同上 
保存修復課環境保存室

長・和田浩 
書跡資料の保存と展示 桐墨第 12 号 

大東文化大

学 
3年3月20日 無 

16 同上 
保存修復課環境保存室

長・和田浩 

展示環境の保全と新型コロナウ

イルス感染拡大防止策 
長崎県博物館協会会報 

長崎県博物

館協会 
3年3月31日 無 

17 

博物館資料・業務の

情報処理に関する調

査研究 

博物館情報課情報資料室

専門職 山﨑美和 

（『専門図書館と著作権

Q&A2012』改訂原稿分担執筆・編

集） 

専門図書館と著作権 Q&A 

第 4 版 

専門図書館

協議会 
5月1日 無 

18 同上 
博物館情報課情報資料室

専門職 山﨑美和 

時間と空間を越えて伝え続ける

ために 

東京国立博物館資料館紹介 

専門図書館 
専門図書館

協議会 
12月末予定 無 

19 同上 
博物館情報課情報資料室

専門職 山﨑美和 

博覧会資料とシーボルト旧蔵本 

～日本の近代化に貢献した資料

群～（連載：ウチの図書館お宝

紹介！ 東京国立博物館資料

館） 

図書館雑誌 
日本図書館

協会 
3年1月予定 無 

20 同上 
博物館情報課情報管理室

主任研究員 阿児雄之 

考古学・文化財資料のデータ・

情報流通を進めていきませんか 

考古学・文化財のための

データサイエンス・サロ

ン online 予稿集#5 

考古形態測

定学研究会 
12月31日 無 
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【京都国立博物館】51件 
○有形文化財の展覧事業・教育活動等に関連する調査研究 40件 

  研究テーマ 
発表者 

（職名・名前） 
論文テーマ 掲載誌名 発行元 

掲載 

年月日 

査読

有無 

1  

特別展 「聖地をたず

ねて─西国三十三所の

信仰と至宝─」に関す

る調査研究 

上席研究員 淺湫毅、企

画室長 山川曉、美術室

長 羽田聡、教育室長 

永島明子、調査・国際連

携室長 呉孟晋、保存修

理指導室長 大原嘉豊、

保存修理指導室主任研究

員 福士雄也、工芸室主

任研究員 末兼俊彦、企

画室研究員 井並林太

郎、美術室研究員 上杉

智英、特任研究員 宮川

禎一 

作品解説等 

『西国三十三所 草創一三

〇〇年記念 特別展 聖地

をたずねて─西国三十三

所の信仰と至宝─』（展

覧会図録） 

京都国立博物

館 
7月 無 

2  
特別展 「皇室の名

宝」に関する調査研究 

企画室長 山川曉、美術

室長 羽田聡、教育室長 

永島明子、調査・国際連

携室長 呉孟晋、保存修

理指導室長 大原嘉豊、

保存修理指導室主任研究

員 福士雄也、工芸室主

任研究員 末兼俊彦、企

画室研究員 井並林太

郎、美術室研究員 上杉

智英 

作品解説等 

『御即位記念 特別展 皇

室の名宝』（展覧会図

録） 

京都国立博物

館 
10月 無 

3  

特別企画「文化財修理

の最先端」に関する調

査研究 

上席研究員 淺湫毅、企

画室長 山川曉、美術室

長 羽田聡、教育室長 

永島明子、調査・国際連

携室長 呉孟晋、保存修

理指導室長 大原嘉豊、

保存科学室長 降幡順

子、保存修理指導室主任

研究員 福士雄也、企画

室研究員 井並林太郎、

美術室研究員 上杉智

英、美術室研究員 森道

彦 

作品解説等 

『特別企画 文化財保存

修理所開所 40 周年記念 

文化財修理の最先端』

（展覧会図録） 

京都国立博物

館 
12月 無 

4  

特別企画「新聞人のま

なざし─上野有竹と日

中書画の名品─」に関

する調査研究 

美術室長 羽田聡、調

査・国際連携室長 呉孟

晋、保存修理指導室長 

大原嘉豊、保存修理指導

室主任研究員 福士雄

也、調査・国際連携室主

任 降矢哲男、企画室研

究員 井並林太郎、美術

室研究員 上杉智英、美

術室研究員 森道彦 

作品解説等 

『仏教美術研究 上野記念

財団設立五十周年記念誌 

新聞人のまなざし 上野有

竹と日中書画の名品』 

公益財団法人

仏教美術研究

上野財団 

3年2月 無 

5  

特別展「鑑真和上と戒

律のあゆみ」に関する

調査研究 

上席研究員 淺湫毅、企

画室長 山川曉、美術室

長 羽田聡、教育室長 

永島明子、調査・国際連

携室長 呉孟晋、保存修

理指導室長 大原嘉豊、

保存修理指導室主任研究

員 福士雄也、工芸室主

任研究員 末兼俊彦、企

画室研究員 井並林太

郎、美術室研究員 上杉

智英、美術室研究員 森

道彦、特任研究員 宮川

禎一 

作品解説等 

『凝然国師没後七百年 

特別展 鑑真和上と戒律

のあゆみ』（展覧会図

録） 

京都国立博物

館 
3年3月 無 

6  

収蔵品・寄託品等及び

各博物館の特色に応じ

た歴史・伝統文化に関

連する調査研究 

学芸部長 尾野善裕 

「前近代東アジア窯業技術系統

論―ロクロの回転を視座として

―」 

『韓日文化財論集Ⅳ』 

（大韓民国）

國立文化財研

究所 

12月4日 無 

7  同上 同上 
「茶道具・会席食器と考古学―陶

磁器を中心に―」 
『季刊考古学別冊』33 雄山閣 3年2月25日 無 

8  同上 上席研究員 淺湫毅 
「京都東山・正法寺の木造阿弥陀

如来立像」 
『学叢』第 42 号 

京都国立博物

館 
6月 無 

9  同上 同上 
「岐阜・長福寺の銅造双身天立

像」 
『学叢』第 42 号 

京都国立博物

館 
6月 無 

10  同上 

教育室長 永島明子 

保存科学室長 降幡順子

（共著：池田素子氏） 

「平安時代の蒔絵箱三合につい

て―宝相華迦陵頻伽蒔絵𡑮冊子

箱（仁和寺蔵）・宝相華蒔絵宝

珠箱（仁和寺蔵）・宝相華蒔絵

経箱（延暦寺蔵）―」 

『学叢』第 42 号 
京都国立博物

館 
6月19日 無 
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  研究テーマ 
発表者 

（職名・名前） 
論文テーマ 掲載誌名 発行元 

掲載 

年月日 

査読

有無 

11  同上 教育室長 永島明子 「夕顔蒔絵象嵌料紙・硯箱」 『なにわ』8 月号 大阪府警察 7月 無 

12  同上 同上 「もっとあなたを知りたくて」 
『京都国立博物館だよ

り』207 号 

京都国立博物

館 
7月 無 

13  同上 
調査・国際連携室長 呉

孟晋 
「（動向）美術」 『中国年鑑 2020』 中国研究所 5月 無 

14  同上 同上 「李仲生的「超現実主義」」 

『日殖時期現代文芸的共

時与差異論壇専輯』（電

子書籍） 

国立台湾美術

館 
7月 無 

15  同上 同上 
（作品解説）「花鳥図 沈銓

筆」 

『創建 550 年記念 御堂

陽願寺の名宝』 

越前市武生公

会堂記念館 
8月 無 

16  同上 同上 

「長尾雨山と鄭蘇戡の交友：京

都国立博物館と「長尾雨山関係

資料」にある鄭孝胥の作品と資

料について」 

『書論』46 号 書論研究会 10月 無 

17  同上 同上 

「斉白石和徐悲鴻合作的一個機

縁―以須磨旧蔵的《松上老鼠

図》談起」 

『斉白石研究第八輯』 

広西師範大学

出版社（北京

画院編） 

12月 無 

18  同上 
保存修理指導室長 大原

義豊 

愛知・林泉寺所蔵「釈迦三尊

像」に関する考察 
『学叢』第 42 号 

京都国立博物

館 
6月 無 

19  同上 

保存科学室長 降幡順子

企画室研究員 井並林太

郎 

「佐竹本三十六歌仙絵 科学分

析結果報告」 
『学叢』第 42 号 

京都国立博物

館 
6月19日 無 

20  同上 

保存科学室長 降幡順子

研究員 古谷毅 

（共著：小山和浩氏） 

鳥取県立博物館蔵宇部神社経塚

出土経筒の科学的調査―X 線

CT・蛍光 X 線調査による構造お

よび材質分析― 

『学叢』第 42 号 
京都国立博物

館 
6月19日 無 

21  同上 
調査・国際連携室主任研

究員 降矢哲男 

「遺跡は語る 京三条せともの屋

町」 
『淡交』12 月号 淡交社 12月1日 無 

22  同上 同上 「色絵栄花物語冊子形硯箱」 『なにわ』3 月号 大阪府警 3年3月 無 

23  同上 
保存修理指導室主任研究

員 福士雄也 
「賢聖障子 住吉広行筆」 『なにわ』1 月号 大阪府警 3年1月 無 

24  同上 同上 
「画題を知る 子日遊・七福

神・歳寒三友」 
『絵の掛物』1 号 淡交社 12月 無 

25  同上 
美術室主任研究員 末兼

俊彦 
「日本の刀剣（일본도）」 

『武士무사 SAMURAI 

Patrons of Japanese art 

and culture』展覧会図録 

韓国国立中央

博物館 
12月 無 

26  同上 
企画室研究員 井並林太

郎 

「後白河院政期の絵画制作と蓮

華王院宝蔵―『治承三十六人歌

合』を手がかりに―」 

『美術フォーラム 21』42

号 

一般社団法人 

美術フォーラ

ム 21 

12月 無 

27  同上 美術室研究員 森道彦 
「近世における障壁画の保存と

継承」 

岩崎奈緒子・中野慎之・

森道彦・横内裕人編『日

本の表装と修理』 

勉誠出版 3月25日 無 

28  同上 同上 作品解説等 

『公益財団法人渡辺美術

館所蔵品調査報告書 中近

世絵画（第六回）』 

渡辺美術館 3月 無 

29  同上 同上 「ある学芸職員の手紙」 
『京都国立博物館だよ

り』206 号 

京都国立博物

館 
4月 無 

30  同上 同上 「舟行送別図」 『なにわ』7 月号 大阪府警察 7月 無 

31  同上 同上 「装潢の系譜と現在」 『月刊文化財』684 号 第一法規 10月1日 無 

32  同上 同上 

松平定信と天神信仰の絵画 ―

『天満宮御畧傳』の紹介を兼ね

て― 

板倉聖哲・髙岸輝編『日

本美術のつくられ方 佐

藤康宏先生の退職によせ

て』 

羽鳥書店 12月 無 
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  研究テーマ 
発表者 

（職名・名前） 
論文テーマ 掲載誌名 発行元 

掲載 

年月日 

査読

有無 

33  同上 研究員 古谷毅 古墳時代山岳信仰の空間構成 

『山岳信仰と考古学』Ⅲ

(菅谷文則先生追悼論文

集) 

同成社 6月18日 無 

34  同上 同上 

「京都鴨沂会 第５１回教養講座

要旨 埴輪と古墳時代の人々 -

古代国家成立前夜の社会像-」 

『鴨沂会誌』第 157 号 
公益財団法人

京都鴨沂会 
7月25日 無 

35  同上 同上 
「甲冑資料と芸術―末永雅雄と

前田青邨交流の淵源」 

『美術史と考古学』(季刊

考古学 別冊 33)  
雄山閣出版 3年2月25日 無 

36  

近畿地区を中心とす

る社寺文化財の調査

研究 

企画室長 山川曉 
「南宋時代における袈裟へのま

なざし」 

『アジア仏教美術論集 

東アジアⅣ 南宋・；大

理・金』 

中央公論美術

出版社 
12月 無 

37  
博物館教育に関する

調査研究 

教育室主任研究員 水谷

亜希（共著：烏賀陽梨沙

氏） 

京都国立博物館におけるボラン

ティア活動の展開とその意義―

京博ナビゲーター― 

『学叢』第 42 号 
京都国立博物

館 
6月 無 

38  同上 教育室長 永島明子 「あみめ」 『総人・人環広報』61 

京都大学総合

人間学部／人

間・環境学研

究科 

10月 無 

39  同上 企画室長 山川曉 「ステイホームと博物館」 『茶道雑誌』 河原書店 3年3月 無 

40  同上 
教育室主任研究員 水谷

亜希 

「〈作る・見る・語る〉が交錯

する場所」 

『美術を作る・見る・語

る』 

京都市学校歴

史博物館 
3年3月 無 

 

○その他有形文化財に関連する調査研究 11件 

  研究テーマ 
発表者 

（職名・名前） 
論文テーマ 掲載誌名 発行元 

掲載 

年月日 

査読

有無 

1 
その他有形文化財に

関する調査研究 
学芸部長 尾野善裕 

藤原京左京九条・十条三坊整地

土の土器 

奈良文化財研究所紀要

2020 

奈良文化財研

究所 
9 月 30 日 無 

2 同上 学芸部長 尾野善裕 甘樫丘東麓遺跡 SK189 の土器 同上 同上 同上 無 

3 同上 

学芸部長 尾野善裕（共

著：奈良文化財研究所 

大澤正吾） 

法華寺庭園の調査 同上 同上 同上 無 

4 
文化財の保存修復に

関する調査研究 

学芸部長 尾野善裕 

保存科学室長 降幡順子

（共著：奈良文化財研究

所 神野恵ほか） 

平城京出土須恵器の胎土分析 同上 同上 同上 無 

5 同上 保存科学室長 降幡順子 

黄色上絵付顔料について－16 世

紀後半から 20 世紀の日本と中国

－ 

『文化財保存修復学会第

41 回大会』研究発表要旨

集 

文化財修復学

会 
6 月 30 日 無 

6 同上 保存科学室長 降幡順子 

社寺等における立体的な文化財

資料の減災－シミュレーション

を利用した転倒防止対策－ 

『日本文化財科学会第 36

回大会』研究発表要旨集 

日本文化財科

学会 
9 月 4 日 無 

7 
その他有形文化財に

関連する調査研究 

学芸部長 尾野善裕（共

著：奈良文化財研究所 

神野恵ほか） 

「討議」（司会） 

『第 23 回古代官衙・集落

遺跡研究会報告書 灯明

皿と官衙・集落・寺院』 

奈良文化財研

究所 
12 月 11 日 無 

8 同上 特任研究員 宮川禎一 
鳥獣戯画甲巻の画題と主旨に関

する研究 
『鳥獣戯画のヒミツ』 淡交社 3 年 2 月 22 日 無 

9 同上 保存科学室長 降幡順子 
金勝寺所蔵 独鈷杵及び五鈷杵

の科学的調査報告 
研究紀要第 37 号 

滋賀県立琵琶

湖文化館 
3 年 3 月 無 

10 同上 保存科学室長 降幡順子 

教王護国寺蔵木造観音菩薩・梵

天・帝釈天立像（二間観音）の

資源科学的調査 

『美術院紀要』第 13 号 
公益財団法人

美術院 
3 年 3 月 無 

11 同上 
調査・国際連携室研究員 

上杉智英 

日本における法蔵『起信論疏』

の流伝 
『佛教学報』94 

韓国、東国大

学校仏教文化

研究院 

3 年 3 月 31 日 無 

 

【奈良国立博物館】31件 
○有形文化財の展覧事業・教育活動等に関連する調査研究 30件 

  研究テーマ 
発表者 

（職名・名前） 
論文テーマ 掲載誌名 発行元 

掲載 

年月日 

査読

有無 

1 
収蔵品・寄託品等に関

連する調査研究 
館長 松本伸之 

濱野年宏作《｢聖徳太子絵伝｣四季

図大屏風》を見る 
『濱野年宏展』展覧会図録 

パリ日本文化

会館 
4 月 無 

2 同上 同上 小金銅仏とは 『目の眼』六月号 
株式会社 目

の眼 
6 月 無 

3 同上 学芸部長 内藤栄 

東京国立博物館、奈良国立博物館

所蔵の古代刺繡・綴織作品の染料

調査 

『鹿園雜集』第 22 号 
奈良国立博物

館 
7 月 31 日 無 

4 同上 学芸部長 内藤栄 
當麻寺西塔発見の舎利容器につ

いて（共著） 
『國華』第 1502 号 國華社 12 月 20 日 有 

5 同上 資料室長 野尻忠 
奈良国立博物館所蔵『華厳経』巻

第七十（紫紙金字）について 
『古代東アジア史料論』 同成社 6 月 30 日 無 

6 同上 
企画室主任研究員 山口

隆介 
資料紹介 個人蔵地蔵菩薩立像 『ＭＵＳＥＵＭ』第 687 号 

東京国立博物

館 
9 月 有 

7 同上 同上 
兵庫・浄土寺裸形阿弥陀如来立像

（調査報告） 
『鹿園雜集』第 23 号 

奈良国立博物

館 
3 年 3 月 31 日 無 
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  研究テーマ 
発表者 

（職名・名前） 
論文テーマ 掲載誌名 発行元 

掲載 

年月日 

査読

有無 

8 同上 
情報サービス室主任研究

員 北澤菜月 

平安～鎌倉期における阿弥陀浄

土図の展開―「和様化した阿弥陀

浄土図」の実像とその成立背景 

『鹿島美術研究』年報第 37

号別冊 

公益財団法人

鹿島美術財団 
11 月 15 日 無 

9 同上 同上 
大徳寺伝来五百羅漢図に認めら

れる説話的主題について 

『アジア仏教美術論集 

東アジアⅣ 南宋・大理・

金』 

中央公論美術

出版 
12 月 無 

10 同上 
美術室主任研究員 斎木

涼子 

太元帥法の伝授―十一・十二世紀

の転換― 
『鹿園雜集』第 22 号 

奈良国立博物

館 
7 月 31 日 無 

11 同上 特任研究員 岩田茂樹 
クリーブランド美術館 木造釈

迦如来坐像 
『國華』第 1502 号 國華社 12 月 20 日 有 

12 同上 同上 

クリーブランド美術館と綱敷天

満宮の伎楽面―補遺と訂正―（研

究ノート） 

『鹿園雜集』第 23 号 
奈良国立博物

館 
3 年 3 月 31 日 無 

13 同上 
美術室アソシエイトフェ

ロー 萩谷みどり 
グラビア解説 五尊像 『聖徳』第 244 号 聖徳宗教学部 8 月 8 日 無 

14 同上 同上 
榮山寺八角堂内陣飛貫にみられ

る騎獅菩薩について 

『鹿島美術研究』年報第３

７号別冊 

公益財団法人

鹿島美術財団 
11 月 15 日 無 

15 同上 
保存修理指導室アソシエ

イトフェロー 佐藤稜介 
三宝院持厳考 『鹿園雜集』第 22 号 

奈良国立博物

館 
7 月 31 日 無 

16 同上 同上 戦国期幕府奉行人の経済基盤 『日本中世の政治と制度』 吉川弘文館 12 月 無 

17 同上 同上 

家原寺縁起附属文書一巻につい

て―狩野内膳書状・片桐且元奉行

人書状・山内忠義寄進状ほか―

（研究ノート） 

『鹿園雜集』第 23 号 
奈良国立博物

館 
3 年 3 月 31 日 無 

18 
古代の写経と聖教に

関する基礎的研究 
資料室長 野尻忠 日本の写経の始まりと歩み 

『JAPONisme（ジャポニス

ム）』vol.25（2020 年夏・

秋） 

一般財団法人

本願寺文化興

隆財団・ジャ

ポニスム振興

会 

8 月 無 

19 
墳墓出土品の調査研

究 
企画室長 吉澤悟 

二つの忍性骨蔵器―大和・額安寺

と同・竹林寺出土の銅製骨蔵器の

調査―（調査報告） 

『鹿園雜集』第 22 号 
奈良国立博物

館 
7 月 31 日 無 

20 同上 企画室長 吉澤悟 行基墓誌断片からみた行基集団 

『ザ・グレイトブッダシン

ポジウム論集 第 18 号 

東大寺と行基菩薩』 

東大寺 12 月 25 日 無 

21 同上 

企画室長 吉澤悟 

保存修理指導室長 鳥越

俊行 

大和・額安寺の忍性五輪塔に納め

られた骨蔵器群 
『鹿園雜集』第 23 号 

奈良国立博物

館 
3 年 3 月 31 日 無 

22 
特別点等の開催に伴

う調査研究 
列品室長 中川あや 

奈良博覧会と正倉院宝物の模造

（コラム） 

『御大典記念  特別展 

よみがえる正倉院宝物―

再現模造にみる天平の技

―』展覧会図録 

朝日新聞社 4 月 18 日 無 

23 

特別展「第 72 回正倉

院展」に関する調査研

究 

学芸部長 内藤栄 
概説 聖武天皇の武器・武具の献

納と薬物の献納 

『第七十二回 正倉院展』

展覧会図録 

奈良国立博物

館 
10 月 24 日 無 

24 同上 企画室長 吉澤悟 犀文様について（宝物寸描） 
『第七十二回 正倉院展』

展覧会図録 

奈良国立博物

館 
10 月 24 日 無 

25 同上 特任研究員 岩田茂樹 
延均師の童子面をめぐって（宝物

寸描） 

『第七十二回 正倉院展』

展覧会図録 

奈良国立博物

館 
10 月 24 日 無 

26 

特別陳列「おん祭と春

日信仰の美術―特集 

神鹿の造形―」に関す

る調査研究 

列品室長 中川あや 
展示概説 おん祭と春日信仰の

美術―特集 神鹿の造形― 

『特別陳列 おん祭と春

日信仰の美術―特集 神

鹿の造形―』展覧会図録 

一般社団法人

仏教美術協会 
12 月 8 日 無 

27 

特別陳列「帝国奈良博

物館の誕生―設計図

と工事録にみる建設

の経緯―」に関する調

査研究 

情報サービス室長 宮崎

幹子 

帝国奈良博物館の誕生―博物館

をつくった人と組織― 

『特別陳列 帝国奈良博

物館の誕生―設計図と工

事録にみる建設の経緯― 

奈良国立博物

館 
3 年 2 月 6 日 無 

28 

歴史、伝統文化の教育

普及に資するための

調査研究 

ボランティア室アソシエ

イトフェロー 翁みほり 

子どもを主対象とした展覧会の

実践的考察―わくわくびじゅつ

ギャラリー『いのりの世界のどう

ぶつえん』を事例として― 

『鹿園雜集』第 22 号 
奈良国立博物

館 
7 月 31 日 無 

29 
教育活動等に関する

調査研究 
同上 

博物館におけるオンラインボラ

ンティア活動―奈良国立博物館

を事例に― 

『鹿園雜集』第 23 号 
奈良国立博物

館 
3 年 3 月 31 日 無 

30 

文化財を活用した効

果的な展示や教育活

動等に関する調査研

究 

情報サービス室アソシエ

イトフェロー 朴株顯 

奈良国立博物館におけるキャプ

ションの韓国語訳について―仮

名のハングル表記・キャプション

翻訳のルール・学芸員とのコミュ

ニケーションの取り方― 

『鹿園雜集』第 23 号 
奈良国立博物

館 
3 年 3 月 31 日 無 

 

○その他有形文化財に関連する調査研究 1件 

  研究テーマ 
発表者 

（職名・名前） 
論文テーマ 掲載誌名 発行元 

掲載 

年月日 

査読

有無 

1 
博物館情報、文化財情

報に関する調査研究 

情報サービス室長 宮崎

幹子 
（分担執筆） 

『図書館情報学用語辞典 

第五版』 
丸善出版 8 月 無 
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【九州国立博物館】 36件 
○有形文化財の展覧事業・教育活動等に関連する調査研究 11件 

  研究テーマ 
発表者 

（職名・名前） 
論文テーマ 掲載誌名 発行元 

掲載 

年月日 

査読

有無 

1 

有形文化財の展覧事

業・教育活動等に関

連する調査研究 

大西漆芸修復スタジオ 大

西智洋、学芸部博物館科学

課研究員 渡辺祐基、浦添

市美術館 當山綾乃 

黒漆山水人物螺鈿料紙箱の修復報

告 

『浦添市美術館紀要』16

号 

浦添市教育委員

会 教育部 浦

添市美術館 

3 年 3 月 無 

2 同上 

学芸部企画課研究員 望月

規史、学芸部展示課主任研

究員 齋部麻矢、学芸部博

物館科学課研究補佐員 田

中麻美、同アソシエイトフ

ェロー 和泉田絢子、同研

究員 渡辺祐基 

「国宝 観世音寺梵鐘」調査報告 紀要『東風西声』16 号 九州国立博物館 3 年 3 月 無 

3 同上 

学芸部展示課長 楠井隆

志、学芸部博物館科学課研

究員 渡辺祐基 

長崎・聖福寺の関帝像 紀要『東風西声』16 号 九州国立博物館 3 年 3 月 無 

4 同上 

学芸部企画課特別展室主任

研究員 西島亜木子、同研

究補佐員 山室翔子、井上

祥子 

新たな来館者層開拓の試み「きゅ

ーはく女子考古部」の成果と課題 
紀要『東風西声』16 号 九州国立博物館 3 年 3 月 無 

5 

特別展「よみがえる

正倉院宝物―再現模

造にみる天平の技」

に関する調査研究 

学芸部企画課特別展室長 

川畑憲子 
作品解説 

『よみがえる正倉院宝物―

再現模造にみる天平の技』

（展覧会図録） 

朝日新聞社 4 月 無 

6 同上 
学芸部企画課特別展室長 

川畑憲子 
木内家と木画双六局 

『よみがえる正倉院宝物―

再現模造にみる天平の技』

（展覧会図録） 

朝日新聞社 4 月 無 

7 

特別展「奈良 中宮

寺の国宝」に関する

調査研究 

学芸部企画課特別展室長 

川畑憲子 
作品解説 

『奈良 中宮寺の国宝』

（展覧会図録） 
九州国立博物館 3 年 1 月 26 日 無 

8 同上 
学芸部企博物館科学課アソ

シエイトフェロー 瓜生翠 
作品解説 

『奈良 中宮寺の国宝』

（展覧会図録） 
九州国立博物館 3 年 1 月 26 日 無 

9 

ユニバーサル・ミュ

ージアム、ハンズ・

オン展示に関する調

査・研究 

展示課研究補佐員 

茂泉千尋 

展示課主任研究員 

加藤小夜子 

コロナ禍におけるハンズ・オン展

示とユニバーサル・ミュージアム

の取り組みー九州国立博物館の事

例からー 

紀要『東風西声』第 16 号 九州国立博物館 3 年 3 月 無 

10 
高等学校所在考古資

料に関する調査研究 

交流課主任研究員 

今井涼子 

高等学校所在考古資料の活用に向

けて―九州国立博物館の取り組み

を中心に― 

 

紀要『東風西声』第 16 号 
九州国立博物館 3 年 3 月 無 

11 
アウトリーチ活動に

関する調査研究 

交流課主任研究員 

上野光裕 

交流課交流･教育普及担当

補助員 

土屋和美 

いつでもどこでも博物館体験を！

－九州国立博物館アウトリーチ活

動「きゅーはくきゃらばん」－ 

紀要『東風西声』第 16 号 九州国立博物館 3 年 3 月 無 
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○その他有形文化財に関連する調査研究 25件 

  研究テーマ 
発表者 

（職名・名前） 
論文テーマ 掲載誌名 発行元 

掲載 

年月日 

査読

有無 

1 
その他有形文化財に

関連する調査研究 

学芸部博物館科学課研究

員 渡辺祐基、学芸部博

物館科学課長 木川り

か、京都大学大学院農学

研究科 藤原裕子、京都

大学大学院農学研究科 

藤井義久 

Analysis of larval development 

and feeding of an Anobiid 

beetle using X-ray computed 

tomography 

Proceedings IRG Annual 

Meeting 2020 

Internationa

l Research 

Group on 

Wood 

Protection 

6 月 無 

2 同上 

学芸部博物館科学課研究

員 渡辺祐基、京都大学

大学院農学研究科 簗瀬

佳之、京都大学大学院農

学研究科 藤井義久 

Nondestructive evaluation of 

oviposition behavior of the 

bamboo powderpost beetle, 

Dinoderus minutus, using X-ray 

computed tomography and 

acoustic emission 

Journal of Wood Science 

66 

Springer 

Nature 
7 月 1 日 有 

3 同上 

学芸部博物館科学課長 

木川りか、長崎歴史文化

博物館 富川敦子、長崎

歴史文化博物館 久保憲

司、高 知 県 立 紙 産 業

技 術 セ ン タ ー  有吉

正明、東 京 文 化 財 研

究 所 秋山純子、東 京 文

化 財 研 究 所 早川典子 

灰汁を利用した固着被災文書等の

修復処置：灰汁の有効成分の検討

と酸性紙・和紙へ及ぼす影響の調

査 

『文化財保存修復学会誌』

64 

文化財保存修

復学会 
3 年 3 月 31 日 有 

4 同上 

東 京 文 化 財 研 究 所  

小峰幸夫、東 京 文 化 財

研 究 所  篠崎（矢花）

聡子、東 京 文 化 財 研

究 所  佐藤嘉則、日光

社寺文化財保存会 原田

正彦、千葉県立中央博物

館 斉藤明子、学芸部博

物館科学課長 木川り

か、京都大学大学院農学

研究科 藤井義久 

文化財建造物を加害したシバンム

シ科甲虫のＤＮＡバーコーディン

グに基づく同定法 

『保存科学』60 
東京文化財研

究所 
3 年 3 月 31 日 有 

5 同上 
学芸部博物館科学課研究

員 渡辺祐基 

第 51 回国際木材保存会議

（IRG51）オンライン会議に参加

して 

木材保存 64(4) 
日本木材保存

協会 
7 月 無 

6 同上 
学芸部博物館科学課研究

員 渡辺祐基 

九州国立博物館における多種文化

財用Ｘ線ＣＴスキャナの更新につ

いて 

紀要『東風西声』16 号 
九州国立博物

館 
3 年 3 月 無 

7 同上 
学芸部博物館科学課保存

修復室長 志賀智史 

熊本県の弥生時代～古墳時代の墳

墓出土ベンガラの分類と変遷 

『遺跡学研究の地平―吉留

秀敏氏追悼論文集―』 
同刊行会 6 月 無 

8 同上 
学芸部博物館科学課保存

修復室長 志賀智史 

八代平野および宇土半島基部の墳

墓で採用されたベンガラについて 

文化財保存修復学会第 42

回大会研究発表集 

同学会 

 
7 月 無 

9 同上 
学芸部博物館科学課保存

修復室長 志賀智史 

別府の古墳から出土したベンガラ

について 

日本文化財科学会第 37 回

大会発表要旨集 

同学会 

 
9 月 4 日 無 

10 同上 
学芸部博物館科学課保存

修復室長 志賀智史 

猫迫１号墳及び周辺遺跡から出土

した赤色顔料について 

田川市内埋蔵文化財試掘・

確認・発掘調査報告書

（２） 

福岡県田川市

教育委員会 
3 年 3 月 31 日 無 

11 同上 
学芸部博物館科学課保存

修復室長 志賀智史 

前橋市 0107 遺跡から出土した赤

色顔料について 

前橋市 0107 遺跡発掘調査

報告書 

群馬県埋蔵文

化財調査事

業団 

3 年 3 月 31 日 無 

12 同上 
学芸部博物館科学課保存

修復室長 志賀智史 

石川原遺跡から出土した赤色顔料

について 
石川原遺跡発掘調査報告書 

群馬県埋蔵文

化財調査事

業団 

3 年 3 月 31 日 無 

13 同上 

学芸部博物館科学課アソ

シエイトフェロー 瓜生

翠 

「大内氏家臣安富氏関係文書」に

ついて 
紀要『東風西声』16 号 

九州国立博物

館 
3 年 3 月 無 

14 同上 
学芸部企画課文化交流展

室長 川村佳男 

『西清古鑑』所載で日本に所在す

る青銅器の解説 

『西清古鑑 今訪 宮外

巻』 

Katherine & 

George Fan 
8 月 無 

15 同上 

学芸部企画課文化交流展

室長 川村佳男 

学芸部企画課文化交流展

アソシエイトフェロー 

崔英花（訳） 

簡論日本藏清宮舊藏青銅器 
『西清古鑑 今訪 宮外

巻』 

Katherine & 

George Fan 
8 月 無 

16 同上 
学芸部企画課文化交流展

室長 川村佳男 

漢代銅盂小考－とくに吉祥の銘文

と文様をめぐって－ 

『日本中国考古学会大会発

表予稿集』 

日本中国考古

学会 
3 年 1 月 無 

17 同上 
学芸部企画課文化交流展

室長 川村佳男 
漢代青銅器の研究前史 

『21 世紀の博物館学・考古

学』 

青木豊先生古

稀記念発起

人会 

3 年 2 月 無 
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  研究テーマ 
発表者 

（職名・名前） 
論文テーマ 掲載誌名 発行元 

掲載 

年月日 

査読

有無 

18 同上 
学芸部企画課文化交流展

室長 川村佳男 
松浦武四郎旧蔵の中国青銅器 

『好古家ネットワークの形

成と近代博物館創設に関す

る学際的研究 Ⅳ』 

近代博物館形

成史研究会 
3 年 2 月 無 

19 同上 
学芸部文化財課資料登録

室研究員 松浦晃佑 
徳川家康御内書 『日本歴史』865 号 吉川弘文館 6 月 無 

20 同上 
学芸部文化財課資料登録

室研究員 松浦晃佑 

寛永十七年マカオ使節の嘆願書に

関する一考察（下） 
紀要『東風西声』16 号 

九州国立博物

館 
3 年 3 月 無 

21 同上 
学芸部企画課研究員 酒

井田千明 

《新収蔵品紹介》 重要文化財 

法花蓮鷺文有蓋壺について 
紀要『東風西声』16 号 

九州国立博物

館 
3 年 3 月 無 

22 同上 
学芸部企画課研究員 酒

井田千明 

交易と南蛮物 : 大航海時代がも

たらした南海からの舶来品 
『なごみ』2020 年 5 月号 淡交社 2 年 5 月 無 

23 
文化財の材質・構造

等に関する研究 

学芸部企画課特別展室長 

川畑憲子、同博物館科学

課研究員 渡辺祐基、同

研究補佐員 田中麻美 

叢梨地牡丹唐草向鶴紋散蒔絵調度

の木地構造について（1）文房具 
紀要『東風西声』16 号 

九州国立博物

館 
3 年 3 月 無 

24 同上 
学芸部企画課特別展室長 

川畑憲子 

東京国立博物館所蔵 模造紫檀五

弦琵琶について 
紀要『東風西声』16 号 

九州国立博物

館 
3 年 3 月 無 

25 同上 
学芸部企画課長 白井克

也 
百済の蓮華文塼と鳳凰文塼 紀要『東風西声』16 号 

九州国立博物

館 
3 年 3 月 無 

 

【東京文化財研究所】35件 

（1）新たな知見の開拓につながる基礎的・探求的な調査研究 11件 
○有形文化財、伝統的建造物群に関する調査研究 3件 

  研究テーマ 
発表者 

（職名・名前） 
論文テーマ 掲載誌名 発行元 

掲載 

年月日 

査読

有無 

1 
近・現代美術に関する

調査研究と資料集成 

文化財情報資料部アソシ

エイトフェロー 野城今

日子 

小室達《伊達政宗騎馬像》の制作と

その社会的背景をめぐって 
美術研究第 431 号 

東京文化財研

究所 
8 月 有 

2 同上 
文化財情報資料部部長 

塩谷純他 

書簡にみる黒田清輝・久米桂一郎

の交流 一 
美術研究第 433 号 

東京文化財研

究所 
3 年 3 月 有 

3 

美術作品の様式表現・

制作技術・素材に関す

る複合的研究と公開 

文化財情報資料部広領域

研究室長 小林公治 

キリスト教の布教と南蛮漆器―理

化学的分析の検討、メダイ研究と

の対比から― 

『BVNGO NAMBAN―宗麟の愛

した南蛮文化』オープニン

グ記念講演会資料集 

大分県立埋蔵

文化財センタ

ー 

10 月 10 日 無 

 

○無形文化財、無形民俗文化財等に関する調査及び研究  8件 

  研究テーマ 
発表者 

（職名・名前） 
論文テーマ 掲載誌名 発行元 

掲載 

年月日 

査読

有無 

1 

無形文化遺産保護に関

する研究交流・情報収

集 

文化財情報資料部文化財

情報資料研究室長 二神

葉子 

無形文化遺産の保護に関する第 15

回政府間委員会における議論の概

要と今後の課題 

無形文化遺産研究報告 第

15 号 

東京文化財研

究所 
3 年 3 月 31 日 有 

2 同上 
無形文化遺産部音声映像

記録研究室長 石村智 

Issues regarding the protection 

of intangible cultural heritage 

related to religion in Japan 

Heritage and Religion in 
East Asia 

 Routledge 12 月 30 日 有 

3 

無形民俗文化財の保

存・活用に関する調査

研究 

無形文化遺産部無形民俗

文化財研究室長 久保田

裕道 

コロナ禍における無形の民俗文化

財の現状と課題 

無形文化遺産研究報告 第

15 号 

東京文化財研

究所 
3 年 3 月 31 日 有 

4 同上 

無形文化遺産部無形民俗

文化財研究室長 久保田

裕道 

民俗芸能を記録する―映像記録の

可能性 
継承される地域文化 臨川書店 3 年 3 月 31 日 無 

5 

無形文化財の保存・継

承に関する調査研究及

び無形文化遺産に関わ

る音声・画像・映像資

料のデジタル化 

無形文化遺産部無形文化

財研究室長 前原恵美 

伝統芸能における新型コロナウイ

ルス禍の影響―調査研究とその課

題― 

無形文化遺産研究報告 第

15 号 

東京文化財研

究所 
3 年 3 月 31 日 有 

6 同上 

無形文化遺産部無形文化

財研究室長 前原恵美・

客員研究員 橋本かおる 

楽器を中心とした文化財保存技術

調査報告 4 

無形文化遺産研究報告 第

15 号 

東京文化財研

究所 
3 年 3 月 31 日 有 

7 同上 
無形文化遺産部無形文化

財研究室長 前原恵美 

老舗三味線メーカー廃業の危機、

音楽界への衝撃 コロナ禍の苦

境、逆回転させる発想を 

朝日新聞デジタルサイト

『論座』 
朝日新聞社 9 月 2 日 無 

8 同上 
無形文化遺産部無形文化

財研究室長 前原恵美 
常磐津節《子宝三番叟》の音楽分析 

桐朋学園大学研究紀要 第

46 集 

桐朋学園大学

音楽学部 
10 月 15 日 有 
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(2）科学技術を応用した研究開発の進展等に向けた基盤的な研究 19件 
○文化財の調査手法に関する研究開発の推進 5件 

  研究テーマ 
発表者 

（職名・名前） 
論文テーマ 掲載誌名 発行元 

掲載 

年月日 

査読

有無 

1 
文化財情報の分析・活用

と公開に関する調査研究 

保存科学研究センター副

センター長 早川泰弘他 

春日権現験記絵の彩色材料調査

（巻九・巻十）〈巻九〉 

春日権現験記絵巻九・巻十 

光学調査報告書 

東京文化財研

究所 
3 年 3 月 31 日 無 

2 同上 
保存科学研究センター副

センター長 早川泰弘他 

春日権現験記絵の彩色材料調査

（巻九・巻十）〈巻十〉 

春日権現験記絵巻九・巻十 

光学調査報告書 

東京文化財研

究所 
3 年 3 月 31 日 無 

3 同上 副所長 山梨絵美子 
春日権現験記絵を見る新たな試み

ーこのたびの光学調査の背景 

春日権現験記絵巻九・巻十 

光学調査報告書 

東京文化財研

究所 
3 年 3 月 31 日 無 

4 同上 ユキオ・リピット 
「春日権現験記絵」巻九・巻十の概

要 

春日権現験記絵巻九・巻十 

光学調査報告書 

東京文化財研

究所 
3 年 3 月 31 日 無 

5 同上 田中潤 
春日権現験記」巻九・巻十にみられ

る装束表現ー女性の装束を中心に 

春日権現験記絵巻九・巻十 

光学調査報告書 

東京文化財研

究所 
3 年 3 月 31 日 無 

 

○文化財の保存修復及び保存技術等に関する調査研究 14件 

 研究テーマ 
発表者 

（職名・名前） 
論文テーマ 掲載誌名 発行元 

掲載 

年月日 

査読

有無 

1 

文化財の生物劣化の現

象解明と対策に関する

研究 

生物科学研究室長・佐藤

嘉則他 

Mycoavidus sp. Strain B2-EB: 

Comparative Genomics Reveals 

Minimal Genomic Features 

Required by a Cultivable 

Burkholderiaceae-Related 

Endofungal Bacterium 

Applied and Environmental 

Microbiology 

American 

Society for 

Microbiology 

7 月 2 日 有 

2 同上 

生物科学研究室長 佐藤

嘉則、保存科学研究セン

ターAF・小峰幸夫、研究補

佐員・矢花聡子他 

文化財建造物を加害したシバンム

シ科甲虫の DNA バーコーディング

に基づく同定法 

『保存科学』第 60 号 
東京文化財研

究所 
3 年 3 月 31 日 有 

3 同上 

生物科学研究室長・佐藤

嘉則、分析科学研究室長・

犬塚将英、研究補佐員・岡

部迪子他 

低酸素濃度殺虫法に用いる RP 剤 K

タイプからの有機酸発生 
『保存科学』第 60 号 

東京文化財研

究所 
3 年 3 月 31 日 有 

4 同上 

生物科学研究室長・佐藤

嘉則、文化財活用センタ

ー・間渕創 

博物館等における ATP 拭き取り検

査によるカビ集落の活性評価につ

いて 

『保存科学』第 60 号 
東京文化財研

究所 
3 年 3 月 31 日 有 

5 同上 

生物科学研究室長・佐藤

嘉則、研究補佐員・小野寺

裕子他 

空調設備のない収蔵施設の保存環

境調査－岐阜県関市春日神社の取

り組み－ 

『保存科学』第 60 号 
東京文化財研

究所 
3 年 3 月 31 日 有 

6 
保存と活用のための展

示環境の研究 

保存科学研究センター研

究補佐員 相馬静乃他 2

名 

シャープカットフィルターで特定

波長を遮光した条件下における有

機染料の変退色挙動 

『保存科学』第 60 号 
東京文化財研

究所 
3 年 3 月 31 日 有 

7 同上 

保存科学研究センター研

究員 水谷 悦子他 3

名 

Preliminary investigation of 

change of pore structure due to 

salt precipitation during 

evaporation in brick with X-ray 

computed tomography 

MONUMENT FUTURE : Decay 

and Conservation of Stone 

(ISBN 978-3-96311-172-3) 

Internationa

l Congress on 

the 

Deterioratio

n and 

Conservation 

of Stone 

9 月 1 日 有 

8 同上 

保存科学研究センター研

究員 水谷 悦子他 4

名 

Influence of wall composition 

on moisture related degradation 

of the wall surfaces in Hagia 

Sophia, Istanbul 

Journal of Building 

Physics 
SAGE 12 月 23 日 有 

9 
文化財の材質・構造・

状態調査に関する研究 

保存科学研究センターセ

ンター長 早川泰弘他 

国宝久能寺経における真鍮泥の利

用について 
『保存科学』第 60 号 

東京文化財研

究所 
3 年 3 月 31 日 有 

10 同上 
保存科学研究センター室

長 犬塚将英他 

収蔵庫の空気環境が鉛金属に与え

る影響に関する調査事例 
『保存科学』第 60 号 

東京文化財研

究所 
3 年 3 月 31 日 有 

11 

屋外文化財の劣化要因

と保存対策に関する調

査研究 

朽津信明、森井順之、栁沼

由可子、廣瀬浩司 

天草市アンモナイト館における緑

色生物の制御 
『保存科学』第 60 号 

東京文化財研

究所 
3 年 3 月 31 日 有 

12 同上 朽津信明 文化財の現地保存を考える 『保存科学』第 60 号 
東京文化財研

究所 
3 年 3 月 31 日 有 

13 
文化財修復材料と伝統

技法び関する調査研究 

保存科学研究センター研

究員 倉島玲央 他 

タンパク質を混和させた漆塗膜の

化学構造と物性の検証 
『保存科学』第 60 号 

東京文化財研

究所 
3 年 3 月 31 日 有 

14 同上 

保存科学研究センター修

復材料研究室長 早川典

子 他 

On-site Surface Cleaning of Japanese 

Architecture Using Gels 

Incorporating Organic Solvents 

Studies in Conservation 

65 (sup1) 
IIC 11 月 4 日 有 
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(3）文化遺産保護に関する国際協働 3件 
○文化遺産保護に関する国際協働の総合的な推進 3件 

 研究テーマ 
発表者 

（職名・名前） 
論文テーマ 掲載誌名 発行元 

掲載 

年月日 

査読

有無 

1 
アジア諸国等文化遺

産保存修復協力 

札幌市立大学准教授 森

朋子、文化遺産国際協力

センターアソシエイトフ

ェロー 淺田なつみ、立

命館大学歴史都市防災研

究所准教授 Lata 

Shakya 

カトマンズ盆地内歴史的集落保全

における法的枠組み-2015 年ネパ

ール地震後の世界遺産暫定リス

ト・コカナにおける被災状況調査

報告 その 13- 

日本建築学会大会学術講演

梗概集 

日本建築学会 9 月 無 

2 
アジア諸国等文化遺

産保存修復協力 

立命館大学歴史都市防災

研究所准教授 Lata 

Shakya、札幌市立大学准

教授 森朋子、文化遺産

国際協力センターアソシ

エイトフェロー 淺田な

つみ 

カトマンズ盆地内歴史的集落にお

ける建築条例-2015 年ネパール地

震後の世界遺産暫定リスト・コカ

ナいおける被災状況調査報告 そ

の 14- 

日本建築学会大会学術講演

梗概集 

日本建築学会 9 月 無 

3 
保存修復技術の国際

的応用に関する研究 

文化遺産国際協力センタ

ー研究員・前川佳文、

Associazione 

Bastioni・ダニエラ・マ

リア・マーフィー他  

ミャンマー共和国バガン遺跡 ロ

カティーパン寺院壁画の保存修復

と国際協力事業 

『保存科学』第 60 号 
東京文化財研

究所 
3 年 3 月 有 

 

(4）文化財に関する情報資料の収集・整備及び調査研究成果の公開・活用 2件 
○調査研究成果の発信 2件 

 研究テーマ 
発表者 

（職名・名前） 
論文テーマ 掲載誌名 発行元 

掲載 

年月日 

査読

有無 

1 
文化財情報基盤の整

備・充実 

文化財情報資料部研究員 

小山田智寛他 

デジタルコンテンツと持続性: 明

治大正期書画家番付データベース

を例に 

『デジタルアーカイブ学会

誌』2020 年 4 巻 2 号 

東京文化財研

究所 
3 年 3 月 31 日 有 

2 
文化財情報基盤の整

備・充実 

文化財情報資料部文化財

情報研究室長 二神葉子 

尾高鮮之助撮影バーミヤーン西大

仏の写真による三次元空間画像の

作成 

『保存科学』第 60 号 
東京文化財研

究所 
3 年 3 月 31 日 有 

 

【奈良文化財研究所】106件 

（1）新たな知見の開拓につながる基礎的・探求的な調査研究 54件 
○有形文化財、伝統的建造物群に関する調査研究 7件  

 研究テーマ 
発表者 

（職名・名前） 
論文テーマ 掲載誌名 発行元 

掲載 

年月日 

査読

有無 

1 

近畿を中心とする

古寺社等所蔵の歴

史資料等に関する

調査研究 

文化遺産部歴史研究室長 

吉川聡 

興福寺二条家記録「文亀三年引付」

の紹介 
奈文研論叢 2 

奈良文化財研

究所 
3 年 3 月 無 

2 同上 
文化遺産部歴史研究室ｱｿ

ｼｴｲﾄﾌｪﾛｰ 橘悠太 

奈良文化財研究所所蔵『覚城院・

萩原寺等関係中世聖教類』につい

て 

奈文研論叢 2 
奈良文化財研

究所 
3 年 3 月 無 

3 

歴史的建造物およ

び伝統的建造物群

の保存・修復・活

用の実践的研究 

文化遺産部部長 島田敏

男 

湯浅町の歴史的建造物－調査概要

とみかん農家の特徴－ 
奈良文化財研究所紀要 2020 

中央公論美術

奈良文化財研

究所出版 

9 月 無 

4 同上 
都城発掘調査部主任研究

員 鈴木智大 

高野山の歴史的建造物にみる復興

の履歴 
奈良文化財研究所紀要 2020 

奈良文化財研

究所 
9 月 無 

5 同上 
都城発掘調査部研究員 

福嶋啓人 

近代高山の料亭建築と大工・施工

業者について－料亭州さきを事例

として－ 

奈良文化財研究所紀要 2020 
奈良文化財研

究所 
9 月 無 

6 同上 
都城発掘調査部主任研究

員 前川歩 

昭和初期の倶楽部建築における家

具の様相－綿業会館を事例として

－ 

奈良文化財研究所紀要 2020 
奈良文化財研

究所 
9 月 無 

7 同上 
都城発掘調査部主任研究

員 大林潤 

西トップ遺跡の建築調査－2019

年度の成果－ 
奈良文化財研究所紀要 2020 

奈良文化財研

究所 
9 月 無 

 

 

○記念物、文化的景観、埋蔵文化財に関する調査研究 47件 

 研究テーマ 
発表者 

（職名・名前） 
論文テーマ 掲載誌名 発行元 

掲載 

年月日 

査読

有無 

1 

文化的景観及びそ

の保存・活用に関す

る調査研究 

景観研究室研究員 惠谷

浩子 

園芸農林業がつくる京都周縁の風

景 
奈良文化財研究所紀要 2020 

奈良文化財研

究所 
9 月 無 

2 同上 
景観研究室研究員 惠谷

浩子 
風景を読みとく技術 区画整理 63（11） 

公益社団法人 

街づくり区画

整理協会 

11 月 5 日 無 

3 同上 
景観研究室研究員 惠谷

浩子 

Les paysages culturels au 

Japon : concepts et pratiques 
Projets de paysage, 23 

École 

nationale 

supérieure de 

paysage 

(ENSP) 

2 月 15 日 有 
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 研究テーマ 
発表者 

（職名・名前） 
論文テーマ 掲載誌名 発行元 

掲載 

年月日 

査読

有無 

4 同上 
景観研究室研究員 惠谷

浩子 
KOFUNSCAPE02 男山丘陵 遺跡学研究 17 日本遺跡学会 2 月 26 日 無 

5 同上 景観研究室長 中島義晴 胡宮神社社務所庭園 敏満寺遺跡総合調査報告書 
多賀町教育委

員会 

令和 3 年 3

月 
無 

6 

我が国の記念物に

関する調査研究(庭

園) 

景観研究室長 中島義晴 韓国庭園史略とその代表的な事例 日韓文化財論集Ⅳ 
奈良文化財研

究所 
3 年 3 月 無 

7 

我が国の記念物に

関する調査研究(遺

跡整備) 

遺跡整備研究室長 内田

和伸 
韓国庭園史略とその代表的な事例 日韓文化財論集Ⅳ 

奈良文化財研

究所 
3 年 3 月 無 

8 同上 
遺跡整備研究室長 内田

和伸 
歴史的脈絡に因む遺跡の活用 

奈良文化財研究所遺跡整備・

活用研究集会報告書 

奈良文化財研

究所 
3 年 3 月 無 

9 同上 
遺跡整備研究室長 内田

和伸 

歴史的脈絡に因む平城宮跡の活用

方法 

奈良文化財研究所遺跡整備・

活用研究集会報告書 

奈良文化財研

究所 
3 年 3 月 無 

10 同上 
遺跡整備研究室長 内田

和伸 

遺跡現地の活用の促進ー平城宮跡

の活用に関する実践的研究― 
奈良文化財研究所紀要 2020 

奈良文化財研

究所 
9 月 無 

11 同上 
遺跡整備研究室研究員 

高橋知奈津 

奈良文化財研究所による古代食・再

現展示 

奈良文化財研究所遺跡整備・

活用研究集会報告書 

奈良文化財研

究所 
3 年 3 月 無 

 12 

東大寺東塔復元案

作成にかかる調査

研究業務 

都城発掘調査部研究員 

目黒新悟 

鎌倉時代再建の東大寺東塔ー東大

寺東塔の復元研究２ー 
奈良文化財研究所紀要 2020 

奈良文化財研

究所 
9 月 30 日 無 

13 

第一次大極殿院建

造物復原整備他に

かかる調査委託 

都城発掘調査部アソシエ

イトフェロー 李 暉 

古代鋳銅製建築金具の線彫り工程

の検証第一次大極殿院の復原研究

29ー 

奈良文化財研究所紀要 2020 
奈良文化財研

究所 
9 月 30 日 無 

 

14 

 

同上 
都城発掘調査部アソシエ

イトフェロー 坪井久子 

第一次大極殿院における扁額の検

討ー第一次大極殿院の復原研究 30

ー 

奈良文化財研究所紀要 2020 
奈良文化財研

究所 
9 月 30 日 無 

15 

平城宮・京跡出土遺

物・遺構の調査・研

究 

都城発掘調査部研究員 

大澤正吾ほか 

平城宮東院地区における埴輪生産

の契機と供給先 
奈良文化財研究所紀要 2020 

奈良文化財研

究所 
9 月 30 日 無 

16 同上 
都城発掘調査部考古第二

研究室長 神野 恵ほか 
須恵器の墨ぼかしは「炭」ぼかし 奈良文化財研究所紀要 2020 

奈良文化財研

究所 
9 月 30 日 無 

17 同上 
都城発掘調査部主任研究

員 桑田訓也ほか 

年輪年代学的手法による平城宮第

一次大極殿院西楼出土木簡の検討 
奈良文化財研究所紀要 2020 

奈良文化財研

究所 
9 月 30 日 無 

18 同上 
都城発掘調査部主任研究

員 丹羽崇史 

唐代以前における三叉トチンの変

遷 
奈良文化財研究所紀要 2020 

奈良文化財研

究所 
9 月 30 日 無 

19 同上 
都城発掘調査部主任研究

員 桑田訓也ほか 

平城宮第一次大極殿院東方の調査

ー第 612 次 
奈良文化財研究所紀要 2020 

奈良文化財研

究所 
9 月 30 日 無 

20 同上 
都城発掘調査部主任研究

員 前川 歩ほか 

平城宮東方官衙地区の調査ー第 615

次 
奈良文化財研究所紀要 2020 

奈良文化財研

究所 
9 月 30 日 無 

21 同上 
都城発掘調査部主任研究

員 林 正憲ほか 

平城京左京二条二坊十一坪の調査

ー第 611 次 
奈良文化財研究所紀要 2020 

奈良文化財研

究所 
9 月 30 日 無 

22 同上 
都城発掘調査部主任研究

員 丹羽崇史ほか 
法華寺旧境内の調査ー第 616 次 奈良文化財研究所紀要 2020 

奈良文化財研

究所 
9 月 30 日 無 

23 同上 
都城発掘調査部研究員 

大澤正吾ほか 
法華寺庭園の調査－第 618 次 奈良文化財研究所紀要 2020 

奈良文化財研

究所 
9 月 30 日 無 

24 同上 
都城発掘調査部主任研究

員 小田裕樹ほか 
東大寺東塔院の調査－第 617 次 奈良文化財研究所紀要 2020 

奈良文化財研

究所 
9 月 30 日 無 

25 同上 
都城発掘調査部考古第二

研究室長 神野 恵 

平城京右京北辺北方の調査－第 610

次 
奈良文化財研究所紀要 2020 

奈良文化財研

究所 
9 月 30 日 無 

26 同上 
都城発掘調査部主任研究

員 小田裕樹 

平城京出土の外面同心円叩きを有

する甕－第 149 次 
奈良文化財研究所紀要 2020 

奈良文化財研

究所 
9 月 30 日 無 

27 同上 
都城発掘調査部研究員 

浦 蓉子 
平城京出土の燃えさし－第 524 次 奈良文化財研究所紀要 2020 

奈良文化財研

究所 
9 月 30 日 無 

28 同上 
都城発掘調査部研究員 

浦 蓉子ほか 

年輪年代学的手法を用いた出土木

製品の検討ー第 601 次 
奈良文化財研究所紀要 2020 

奈良文化財研

究所 
9 月 30 日 無 

29 同上 
都城発掘調査部考古第二

研究室長 神野 恵ほか 
平城京出土須恵器の胎土分析 奈良文化財研究所紀要 2020 

奈良文化財研

究所 
9 月 30 日 無 

30 同上 
都城発掘調査部主任研究

員 小田裕樹 
平城宮・京出土の遊戯具（1） 奈良文化財研究所紀要 2020 

奈良文化財研

究所 
9 月 30 日 無 

31 

古代官衙・集落遺跡

に関する研究集会

の開催及び報告書

の刊行 

都城発掘調査部考古第二

研究室長 神野 恵 

古代都城の灯火器ー灯火痕観察の

ススメー 
灯明皿と官衙・集落・寺院 

奈良文化財研

究所 
12 月 11 日 無 

32 

古代瓦研究会に関

する研究集会の開

催 

都城発掘調査部考古主任

研究員 岩戸晶子 
大和の一本づくり・一枚づくり 古代瓦研究Ⅹ 

奈良文化財研

究所 

3 年 2 月 6

日 
無 

33 

飛鳥・藤原京跡出土

遺物・遺構に関する

調査研究等 

都城発掘調査部上席研究

員 山本崇 

いわゆる音義木簡とその依拠原典

―律令国家成立期の経典将来をめ

ぐって 

『國學院雑誌』第 121 巻 11

号 
國學院大學 11 月 有 

34 同上 
都城発掘調査部上席研究

員 山本崇 

二〇一九年出土の木簡 奈良・藤原

宮跡 
『木簡研究』第 42 号 木簡学会 12 月 無 

35 

地方公共団体等が

行う飛鳥・藤原地区

の発掘調査等への

指導助言 

都城発掘調査部主任研究

員 石田由紀子ほか 

「藤原京左京三条三坊東南坪・西南

坪ー第 204-6 次」 
奈良文化財研究所紀要 2021 

奈良文化財研

究所 

3 年 6 月予

定 
無 
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論文テーマ 掲載誌名 発行元 

掲載 

年月日 

査読

有無 

36 

飛鳥・藤原京跡出土

遺物・遺構に関する

調査研究等 

都城発掘調査部主任研究

員 石田由紀子ほか 
奥山廃寺の調査―第 204-7 次 奈良文化財研究所紀要 2021 

奈良文化財研

究所 

3 年 6 月予

定 
無 

37 同上 

都城発掘調査部主任研究

員 鈴木智大・若杉智宏ほ

か 

藤原宮大極殿院の調査-第 205 次 奈良文化財研究所紀要 2021 
奈良文化財研

究所 

3 年 6 月予

定 
無 

38 同上 
都城発掘調査部アソシエ

イトフェロー 道上祥武 

藤原宮東方官衙南地区の調査－第

204-1 次 
奈良文化財研究所紀要 2021 

奈良文化財研

究所 

3 年 6 月予

定 
無 

39 同上 
都城発掘調査部主任研究

員 森川実 

藤原京右京六条二・三坊、四分遺跡

の発掘調査―204-2 次 
奈良文化財研究所紀要 2021 

奈良文化財研

究所 

3 年 6 月予

定 
無 

40 同上 

都城発掘調査部アソシエ

イトフェロー 片山健太

郎 

日高山 1号墳出土の木心鉄板張輪鐙 奈良文化財研究所紀要 2021 
奈良文化財研

究所 

3 年 6 月予

定 
無 

41 同上 

都城発掘調査部アソシエ

イトフェロー 片山健太

郎 

飛鳥・藤原地域出土の弓 奈良文化財研究所紀要 2021 
奈良文化財研

究所 

3 年 6 月予

定 
無 

42 同上 

都城発掘調査部アソシエ

イトフェロー 片山健太

郎ほか 

飛鳥・藤原地域出土の青銅製・銅製

の馬具・帯金具 
奈良文化財研究所紀要 2021 

奈良文化財研

究所 

3 年 6 月予

定 
無 

43 同上 
都城発掘調査部研究員 

山藤正敏 

石神遺跡 SD1347・SD1476 出土の土

器群―石神遺跡第８・９次 
奈良文化財研究所紀要 2021 

奈良文化財研

究所 

3 年 6 月予

定 
無 

44 同上 
都城発掘調査部研究員 

福嶋啓人 

藤原宮大極殿院の調査（飛鳥藤原第

205 次） 
『奈文研ニュース』№78 

奈良文化財研

究所 
9 月 無 

45 同上 
都城発掘調査部主任研究

員 鈴木智大・若杉智宏 

藤原宮大極殿院の調査（飛鳥藤原第

205 次） 
『奈文研ニュース』№79  

奈良文化財研

究所 
12 月 無 

46 同上 

都城発掘調査部アソシエ

イトフェロー 片山健太

郎 

飛鳥地域出土の風鐸 『奈文研ニュース』№79  
奈良文化財研

究所 
12 月 無 

47 同上 
都城発掘調査部主任研究

員 森川実 

片埦から片坏へー土師器杯 Cの法量

変化からみた実用器種の変容につ

いてー 

『奈文研論叢』2 号 
奈良文化財研

究所 
3 年 3 月 無 

 

(2）科学技術を応用した研究開発の進展等に向けた基盤的な研究 41件 
○文化財の調査手法に関する研究開発の推進 21件 

 研究テーマ 発表者（職名・名前） 論文テーマ 掲載誌名 発行元 
掲載 

年月日 

査読

有無 

1 
動植物遺存体の分析

方法の研究開発 

環境考古学研究室長 山

崎健（７名中１番）ほか 

東京都前田耕地遺跡から出土した

動物遺存体の再検討 
旧石器研究 16 

日本旧石器学

会 
5 月 22 日 有 

2 同上 
環境考古学研究室客員研

究員 丸山真史 
海浜部の集落における動物利用 紀伊考古学研究 23 

紀伊考古学研

究会 
8 月 31 日 無 

3 同上 
環境考古学研究室客員研

究員 松崎哲也 

Faunal Remains at the Basilica 

in Tlos 
The City Basilica of Tlos 

Koc 

University 

Press 

10 月 1 日 無 

4 同上 
環境考古学研究室客員研

究員 菊地大樹ほか 
良渚文化の畜産戦略 中国考古学 20 

日本中国考古

学会 
12 月 1 日 有 

5 同上 
環境考古学研究室長 山

崎健 

上総国・下総国の貝類利用―地域

における生業研究の一試論― 
奈文研論叢 2 

奈良文化財研

究所 
3 年 3 月 31 日 有 

6 年輪年代学研究 
員数 3(1 番目) 年代学研

究室長 星野安治 

年輪年代学的手法による平城宮第

一次大極殿院西楼出土木簡の検討   
奈良文化財研究所紀要 2020 

奈良文化財研

究所 
9 月 30 日 無 

7 
同上 員数 3(3 番目) 年代学研

究室長 星野安治 

年輪年代学的手法を用いた出土木

製品の検討－第 601 次 
奈良文化財研究所紀要 2020 

奈良文化財研

究所 
9 月 30 日 無 

8 
同上 員数 3(2 番目) 年代学研

究室長 星野安治 

魚梁瀬スギの標準年輪曲線（1768

～2004）   
植生史研究 29(1) 植生史学会 3 年 2 月 24 日 有 

9 

同上 
年代学研究室長 星野安

治 

年輪が明かした薬師寺東塔の建立

年代 

よみがえる白鳳の美－国宝

薬師寺東塔解体大修理全記

録 

朝日新聞出版 3 年 2 月 28 日 無 

10 
同上 年代学研究室長 星野安

治 

長岡京跡右京六条三坊三町大型掘

立柱建物出土木材の年輪年代調査 

長岡京市文化財調査報告書

76 

長岡京市教育

委員会 
3 年 3 月 29 日 無 

11 

埋蔵文化財の探査・計

測方法の研究開発 
遺跡・調査技術研究室主

任研究員 村田 泰輔 

災害痕跡データベースの構築ー災

害の軽減に向けた考古学の新たな

挑戦ー 

學士會会報 第 942 号 
一般社会法人

学士会 
5 月 1 日 有 

12 
同上 遺跡・調査技術研究室長 

金田 明大 ほか 7 名 

北海道常呂郡置戸町置戸山 2 遺跡

の第 4 次発掘調査概要報告 

日本考古学協会第 86回総会

研究発表要旨 

日本考古学協

会 
6 月 無 

13 
同上 遺跡・調査技術研究室研

究員 山口 欧志 

文化財の多様な記録を結ぶ超域情

報基盤の検討 

日本文化財科学会第 37回大

会研究発表要旨集 

日本文化財科

学会 
9 月 無 

14 
同上 遺跡・調査技術研究室客

員研究員 中村 亜希子 

フォトグラメトリーによる三次元

計測データの比較 

日本文化財科学会第 37回大

会研究発表要旨集 

日本文化財科

学会 
9 月 無 

15 
同上 遺跡・調査技術研究室長 

金田 明大 
遺跡と周辺地形情報の三次元計測 月刊文化財 12 月号 

第一法規株式

会社 
12 月 有 

16 
同上 遺跡・調査技術研究室主

任研究員 村田 泰輔 

遺跡調査における地質学的手法の

適用 
月刊文化財 12 月号 

第一法規株式

会社 
12 月 有 

17 

同上 
遺跡・調査技術研究室主

任研究員 村田 泰輔 

災害痕跡データベースの構築・公

開に向けて～考古学の新たな挑戦 

地域防災 2021年2月号（通

巻 36 号） 

一般財団法人

日本防火・防

災協会 

3 年 2 月 15 日 無 

18 
同上 遺跡・調査技術研究室研

究員 山口 欧志 

モンゴル国ドンゴイン・シレー遺

跡の三次元記録 
金大考古 2021 年 79 号 

金沢大学考古

学研究室 
3 年 3 月 有 
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年月日 

査読

有無 

19 
同上 遺跡・調査技術研究室主

任研究員 村田 泰輔 
藤原宮下層運河 SD1901A の層序 奈文研論叢 第 2 号 

奈良文化財研

究所 
3 年 3 月 有 

20 

同上 
遺跡・調査技術研究室長 

金田 明大 

上中城跡の地中レーダー探査につ

いて 

上中城跡の研究  

龍谷大学文学部考古学実習

調査報告書 第 1 冊 

龍谷大学文学

部考古学実習

室 

3 年 3 月 12 日 無 

21 

同上 

遺跡・調査技術研究室長 

金田 明大 

元寇防塁の地中レーダー探査につ

いて 

九州大学箱崎キャンパス発

掘調査報告 4 箱崎遺跡  

九州大学埋蔵文化財調査室 

第 5 集 

九州大学埋蔵

文化財調査室 
3 年 3 月 31 日 無 

 

○文化財の保存修復及び保存技術等に関する調査研究 20件 

 

 
研究テーマ 発表者（職名・名前） 論文テーマ 掲載誌名 発行元 

掲載 

年月日 

査読

有無 

1 
考古遺物の保存処理

法に関する調査研究 

保存修復科学研究室研究

員 柳田明進 

保存修復科学研究室室長 

脇谷草一郎 

埋蔵文化財センター長 

高妻洋成 

水分飽和から不飽和土を再現した

カラム実験による鉄製文化財の腐

食挙動の検討 

材料と環境 2020 腐食防食学会 5 月 20 日 無 

2 同上 

飛鳥資料館学芸室室長 

石橋茂登 

考古第一研究室アソシエ

イトフェロー 片山健太

郎 

考古第一研究室主任研究

員（保存修復科学研究室

兼任）田村朋美 

飛鳥寺地域出土の風鐸-第 197-2

次、大官大寺第３・５次 
奈良文化財研究所紀要 2020 

奈良文化財研

究所 
9 月 30 日 無 

3 同上 

国際遺跡研究室客員研究

員 杉山洋 

国際遺跡研究室研究員 

佐藤由似 

考古第一研究室主任研究

員（保存修復科学研究室

兼任）田村朋美 

A STUDY ON THE STRUCTURE AND 

SIGNIFICANCE OF THE NORTH 

SANCTUARY AT WESTERN PRASAT TOP 

Preah Nokor APSARA 3 年 3 月 無 

4 同上 

考古第一研究室主任研究

員（保存修復科学研究室

兼任）田村朋美 ほか 3名 

Scientific Analysis on the 

glass and sotne artifacts in 

Ulaanbaatar State University 

埼玉大学紀要（教養学部）第

56 巻第 2 号 
埼玉大学 3 年 3 月 無 

5 同上 

考古第一研究室主任研究

員（保存修復科学研究室

兼任）田村朋美 ほか 1名 

兵庫県出土鉛製耳環の鉛同位体比

とその考古学的評価 
『研究紀要』第 14 号 

兵庫県立考古

博物館 
3 年 3 月 無 

6 同上 

考古第一研究室主任研究

員（保存修復科学研究室

兼任）田村朋美 

金井下新田遺跡出土のガラス玉類

の自然科学的調査 

『金井下新田遺跡発掘調査

報告書』 

群馬県埋蔵文

化財調査事業

団 

3 年 3 月 無 

7 同上 

考古第一研究室主任研究

員（保存修復科学研究室

兼任）田村朋美 

第６章 第１節 出土ガラス玉の

材質調査 

『天王塚古墳発掘調査報告

書』 

和歌山県教育

委員会 
3 年 3 月 無 

8 同上 

考古第一研究室主任研究

員（保存修復科学研究室

兼任）田村朋美 

猪ノ鼻(1)遺跡のガラス玉の分析 
『猪ノ鼻(1)遺跡発掘調査

報告書』 

青森県埋蔵文

化財調査セン

ター 

3 年 3 月 無 

9 同上 

考古第一研究室主任研究

員（保存修復科学研究室

兼任）田村朋美 

金比羅山古墳出土ガラス小玉の自

然科学的調査 

『金比羅山古墳発掘調査報

告書』 
京都府教育庁 3 年 3 月 無 

10 

遺構の安定した保存

のための維持管理方

法に関する調査研究 

保存修復科学研究室研究

員 柳田明進 

海底遺跡における銅製文化財の腐

食が抑制される発掘後の埋め戻し

法の検討 

銅と銅合金 59 日本銅学会 8 月 1 日 有 

11 同上 

保存修復科学研究室長 

脇谷草一郎 

副所長 高妻洋成 ほか

１名 

Deterioration mechanism of 

Japanese sandstone during the 

drying and wetting cucles 

Proceedings of 14th 

International Congress on 

the Deterioration and 

Conservation of Stone 

ICOMOS-ISCS 9 月 7 日 有 

12 同上 

保存修復科学研究室長 

脇谷草一郎 

保存修復科学研究室客員

研究員 肥塚隆保 

副所長 高妻洋成 ほか

２名 

Influence of heat and moisture 

environment inside the shelter 

on sodium and calcium sulfate 

behavior 

Proceedings of 14th 

International Congress on 

the Deterioration and 

Conservation of Stone 

ICOMOS-ISCS 9 月 7 日 有 

13 同上 

保存修復科学研究室室長 

脇谷草一郎  

保存修復科学研究室客員

研究員 小椋大輔 ほか

3 名 

大分市高瀬石仏の保存環境分析と

対策の評価 その４）液水拡散係

数の異方性を考慮した２次元熱水

分移動の数値解析 

日本建築学会近畿支部研究

発表会梗概 

日本建築学会

近畿支部 
紙面開催 無 

14 同上 

保存修復科学研究室客員

研究員 小椋大輔 

保存修復科学研究室室長 

脇谷草一郎 ほか３名 

電荷を有する多孔質材料中の熱水

分塩同時移動と浸透現象 

日本建築学会近畿支部研究

発表会梗概 

日本建築学会

近畿支部 
紙面開催 無 
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研究テーマ 発表者（職名・名前） 論文テーマ 掲載誌名 発行元 

掲載 

年月日 

査読

有無 

15 同上 

保存修復科学研究室室長 

脇谷草一郎  

保存修復科学研究室客員

研究員 小椋大輔 ほか

3 名 

大分市高瀬石仏の保存環境に関す

る研究～その５液水拡散係数の異

方性を考慮した熱・水分移動の数

値解析 

日本建築学会 2020年度大会

（関東）梗概 
日本建築学会 9 月 8 日 無 

16 同上 

保存修復科学研究室客員

研究員 小椋大輔 

保存修復科学研究室室長 

脇谷草一郎 ほか２名 

熱水分塩同時移動方程式に基づい

た数値解析による粘土中における

塩溶液の浸透現象の再現性の検討 

日本建築学会 2020年度大会

（関東）梗概 
日本建築学会 9 月 8 日 無 

17 同上 

保存修復科学研究室長 

脇谷草一郎 

副所長 高妻洋成 ほか

１名 

乾湿風化による軟岩製石造文化財

の劣化メカニズムの検討（その１：

下浦砂岩の不飽和領域に生じる劣

化のモデル化を目的とした物性値

の実測） 

『文化財科学』第 81 号 
日本文化財科

学会 
9 月 24 日 有 

18 
建造物の彩色に関す

る調査研究 

保存修復科学研究室アソ

シエイトフェロー 柳成

煜 ほか 2 名 

モンゴル国・ウグンヒド寺院遺跡

出土の壁画顔料に関する科学的調

査 

『文化財科学』第 81 号 
日本文化財科

学会 
9 月 24 日 有 

19 
古墳壁画の恒久的保

存に関する調査研究 

保存修復科学研究室客員

研究員 小椋大輔 

保存修復科学研究室長 

脇谷草一郎 

保存修復科学研究室研究

員 柳田明進 ほか１名 

【連載】模擬古墳 

ー遺構・遺物の保存と活用を考え

るための実験的取り組みー 

②模擬古墳を用いた研究の紹介と

そこから見えてきた現状と課題 

『考古学研究』第 67 巻 考古学研究会 9 月 30 日 無 

20 同上 

奈良文化財研究所副所長

・埋蔵文化財センター長 

高妻洋成 

保存修復科学研究室長 

脇谷草一郎 

保存修復科学研究室研究

員 柳田明進 ほか２名 

A study on the preservation and 

opening of the Hasugaike 

Yokoana tomb based on the 

environmental survey 

『文化財科学』第 82 号 
日本文化財科

学会 
3 年 2 月 26 日 有 

 

(3）文化遺産保護に関する国際協働 5件 
○文化遺産保護に関する国際協働の総合的な推進 5件 

  研究テーマ 発表者（職名・名前） 論文テーマ 掲載誌名 発行元 
掲載 

年月日 

査読

有無 

1 
文化遺産の保存・修復

に関する人材育成等 

国際遺跡研究室長 庄田

慎矢 

Investigating the formation and 

diagnostic value of ω‐(o‐

alkylphenyl)alkanoic acids in 

ancient pottery 

Archaeometry Wiley 11 月 7 日 有 

2 
文化遺産の保存・修復

に関する人材育成等 

国際遺跡研究室長 庄田

慎矢 

東北アジアにおける土器の起源に

ついての新知見 
奈良文化財研究所紀要 2020 

奈良文化財研

究所 
9 月 30 日 無 

3 
文化財保護に関する

国際協力の推進 

都城発掘調査部主任研究

員 大林 潤 

西トップ遺跡建築―2019 年度の成

果― 
奈良文化財研究所紀要 2020 

奈良文化財研

究所 
9 月 30 日 無 

 

4 

 

文化財保護に関する

国際協力の推進 

国際遺跡研究室専門職 

佐藤由似・客員研究員 

杉山洋 

西トップ遺跡の調査と修復―中央

祠堂基壇部の解体・再構築― 
奈良文化財研究所紀要 2020 

奈良文化財研

究所 
9 月 30 日 無 

5 

西アジア・中央アジア

諸国等における文化

財修復保存協力事業 

国際遺跡研究室長 庄田

慎矢, 国際遺跡研究室ア

ソシエイトフェロー 村

上夏希 

甘樫丘東麓遺跡出土コムギ炭化種

子のユーラシア考古植物学的位置

づけ 

奈文研論叢第 2 号 
奈良文化財研

究所 
3 年 3 月 31 日 有 

 

(4）文化財に関する情報資料の収集・整備及び調査研究成果の公開・活用 6件 

○調査研究成果の発信 2件 
 研究テーマ 

発表者 

（職名・名前） 
論文テーマ 掲載誌名 発行元 

掲載 

年月日 

査読

有無 

1 

平城宮いざない館詳

覧ゾーンにかかる学

芸業務および解説案

内等業務 

展示企画室アソシエイト

フェロー 廣瀬智子 

奈良県小学校社会科副読本の改訂

と平城宮跡 －ESD にもとづく総

合学習の教材としてー 

奈良文化財研究所紀要 2020 
奈良文化財研

究所 
9 月 30 日 無 

2 

平城宮跡資料館・飛鳥

資料館・藤原宮跡資料

室における展示公開 

飛鳥資料館主任研究員 

西田紀子 

文化財研究と地域をつなぐ実践 

ー飛鳥資料館の取り組みからー 
奈良文化財研究所紀要 2020 

奈良文化財研

究所 
9 月 30 日 無 

○文化財情報基盤の整備・充実 4件 
 研究テーマ 

発表者 

（職名・名前） 
論文テーマ 掲載誌名 発行元 

掲載 

年月日 

査読

有無 

1 
文化財に関するデー

タベースの充実 

都城発掘調査部主任研究

員 国武貞克, 文化財情

報研究室研究員 高田祐

一, 文化財情報研究室技

術補佐員 村上蛍 

遺跡抄録情報の現状と可能性 奈良文化財研究所紀要 2020 
奈良文化財研

究所 
9 月 30 日 無 

2 
文化財に関するデー

タベースの充実 

文化財情報研究室研究員 

高田祐一,客員研究員 野

口淳 

画像認識技術の文化財データへの

適用実験 
奈良文化財研究所紀要 2020 

奈良文化財研

究所 
9 月 30 日 無 
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 研究テーマ 
発表者 

（職名・名前） 
論文テーマ 掲載誌名 発行元 

掲載 

年月日 

査読

有無 

3 
文化財に関するデー

タベースの充実 

都城発掘調査部史料研究

室アソシエイトフェロー 

畑野吉則, 都城発掘調査

部史料研究室長 馬場

基, 都城発掘調査部史料

研究室主任研究員 桑田

訓也,文化財情報研究室

研究員 高田祐一 

史的文字データベース連携検索ポ

ータルサイトの公開 
奈良文化財研究所紀要 2020 

奈良文化財研

究所 
9 月 30 日 無 

4 
文化財に関するデー

タベースの充実 

文化財情報研究室アソシ

エイトフェロー ヤナセ

ペーテル 

全国の模範となる多言語化に向け

て-関西での文化財機構の取り組

みについて- 

奈良文化財研究所紀要 2020 
奈良文化財研

究所 
9 月 30 日 無 

 

【東京文化財研究所と奈良文化財研究所との共同研究】 0件 

 

【アジア太平洋無形文化遺産研究センター】 0件 
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 刊  行  物  名 発行部数 配     布     先 

9 【映像】「日置の飾り箕ー鹿児島県日置市日吉町」 1 所内限定公開 

10 『日本の芸能を支える技Ⅵ三味線 東京和楽器』 1,000 大学・研究機関・教育委員会・図書館等 

11 『日本の芸能を支える技Ⅶ筝 国井久吉』 1,000 大学・研究機関・教育委員会・図書館等 

12 
『無形文化財の保存・継承に関する調査研究プロジェクト報告書「伝統芸能における新

型コロナウイルス禍の影響」をめぐる課題 
200 

大学・研究機関・教育委員会・図書館等

（ネット公開含む） 

13 
【シリーズ】無形文化遺産と新型コロナウイルス フォーラム1「伝統芸能と新型コロナ

ウイルス報告書」 
500 

大学・研究機関・教育委員会・図書館等

（ネット公開含む） 

14 【映像】「邦楽器原糸製造の記録（短編）」 1 インターネットにて公開 

15 『及川尊雄収集 紙媒体資料目録』 500 
大学・研究機関・教育委員会・図書館等

（ネット公開含む） 

 

(2）科学技術を応用した研究開発の進展等に向けた基盤的な研究  11件 
・文化財の調査手法に関する研究開発の推進 1件 

 刊  行  物  名 発行部数 配     布     先 

1 春日権現験記絵巻九・巻十 光学調査報告書 500 大学・研究機関、図書館等 

 

・文化財の保存修復及び保存技術等に関する調査研究 10件 

 刊  行  物  名 発行部数 配     布     先 

1 『文化財の生物劣化の現象解明と対策に関する研究』成果報告書 - 大学・研究機関・教育委員会・図書館等 

2 『国宝久能寺経薬草喩品第五 光学調査法報告書』 600 大学・研究機関・教育委員会・図書館等 

3 『国宝孔雀明王像 光学調査法報告書』 500 大学・研究機関・教育委員会・図書館等 

4 『屋外文化財の劣化要因と保存対策に関する調査研究報告書』 30 関係市町村等 

5 
『文化財修復処置に関するワークショップ- ゲルやエマルションを使用したクリーニン

グ方法 –』 
400 

大学・研究機関・教育委員会・図書館等

（ネット公開含む） 

6 『文化財修復処置に関する研究会 ―クリーニングとゲルの利用についてー』 400 
大学・研究機関・教育委員会・図書館等

（ネット公開含む） 

7 『文化財修復材料と伝統技法に関する調査研究』 200 大学・研究機関・教育委員会・図書館等 

8 『内部造作の保存と修復』 600 大学・研究機関・教育委員会・図書館等 

9 『Conservation and Restoration of Steel Structures』 200 大学・研究機関・教育委員会・図書館等 

10 『保存と活用のための展示環境の研究』成果報告書 150 大学・研究機関・教育委員会・図書館等 

 

(3）文化遺産保護に関する国際協働  23件 
・文化遺産保護に関する国際協働の総合的な推進 23件 

 刊  行  物  名 発行部数 配     布     先 

1 Attributes - a way of understanding OUV - 400 官公庁、自治体、国際機関等 

2 令和 2年度世界遺産研究協議会 「整備」をどう説明するか（第一部） 450 官公庁、自治体、国際機関等 

3 
各国の文化財保護法令シリーズ［25］英国（グレートブリテン及び北アイルランド連合

王国） 
20 官公庁、図書館等 

4 

CONSERVATION & SUSTAINABLE DEVELOPMENT PROJECT OF TA NEI TEMPLE: RESTORATION 

OF THE EAST GATE 

Progress Report and Work Plan 

1 

(オンライン配布） 
the ICC-Angkor 

5 

CONSERVATION & SUSTAINABLE DEVELOPMENT PROJECT OF TA NEI TEMPLE: RESTORATION 

OF THE EAST GATE 

Progress Report June-November 2020 

1 

(オンライン配布） 
the ICC-Angkor 

6 アジア諸国等文化遺産保存修復協力 令和2年度成果報告書 50 外部評価委員会 

7 研究会記録 東南アジアにおける木造建築遺産の保存修理 20 外部評価委員会 

8 ペルシア湾岸諸国における文化遺産保護の現状 報告書 50 外部評価委員会、事業関係者等 

9 
Technical Cooperation Project for the Conservation and Sustainable Development 

of Ta Nei Temple, Angkor - Progress Report of 2020 - 
260 

大学、研究機関、関係団体（国内、カン

ボジア）等 

10 

Me-taw-ya Temple Project “Capacity Building; a Conservation Project for the 

Repair, Strengthening and Recovery of Temple 1205a 

Archaeological Area and Monuments of Bagan, Myanmar 2016–2020” 

55 
外部評価委員会および研究機関、関係団

体等 

11 

Lokahteikpan Wall painting Project, pagoda 1580 “Capacity Building Report; 

study, risk assessment and intervention proposal of the wall paintings 

decorating the southern wall of Lokahteikpan 'adorning the world from above' 

Pagoda 1580, Archaeological zone of Bagan, Myanmar” 

55 
外部評価委員会および研究機関、関係団

体等 

12 旧和宇慶家墓の保存に向けた調査研究 令和2年度成果報告書 50 
外部評価委員会および研究機関、関係団

体等 

13 在外日本古美術品保存修復協力事業 250 関係者・大学・研究機関・博物館等 
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14 平成29年度在外日本古美術品保存修復協力事業 檜・八橋図 No.2017-1 修復報告 250 関係者・大学・研究機関・博物館等 

15 
平成29年度在外日本古美術品保存修復協力事業 林和靖・太公望図 No.2017-2 修復

報告 
250 関係者・大学・研究機関・博物館等 

16 
平成29年度在外日本古美術品保存修復協力事業 煙寺晩鐘図・平沙落雁図 No.2017-3 

修復報告 
250 関係者・大学・研究機関・博物館等 

17 国際研修「紙の保存と修復」2019 250 関係者・大学・研究機関・博物館等 

18 
令和2年度文化庁委託文化遺産国際協力拠点交流事業 ブータン王国の歴史的建造物保

存活用に関する拠点交流事業 報告書 
20 文化庁ほか 

19 VERNACULAR HOUSES in Bhutan, Western Central Area, Thimphu, Punakha, Paro, Haa 100 ブータン内務文化省文化局ほか 

20 
第27回文化遺産国際協力コンソーシアム研究会 コロナ禍における文化遺産国際協力の

あり方 
300 大学・研究機関・図書館等 

21 第28回文化遺産国際協力コンソーシアム研究会 文化遺産とSDGs III 300 大学・研究機関・図書館等 

22 
文化遺産国際協力コンソーシアム令和２年度国際協力調査 海域交流ネットワークと文

化遺産（その１） 
300 大学・研究機関・図書館等 

23 文化遺産の国際協力 1,000 大学・研究機関・図書館等 

 

 (4）文化財に関する情報資料の収集・整備及び調査研究成果の公開・活用  12件 
・調査研究成果の発信 12件 

 刊  行  物  名 発行部数 配     布     先 

1 『東京文化財研究所年報』2019年度版  400 博物館・美術館・大学・研究機関等 

2 『東京文化財研究所概要』2020年度版  2,700 博物館・美術館・大学・研究機関等 

3 『東文研ニュース』72号 1,600 博物館・美術館・大学・研究機関等 

4 『東文研ニュース』73号 1,600 博物館・美術館・大学・研究機関等 

5 『令和元年版 日本美術年鑑』 600 大学・研究機関、図書館等 

6 『美術研究』431号 400 大学・研究機関、図書館等 

7 『美術研究』432号 400 大学・研究機関、図書館等 

8 『美術研究』433号 400 大学・研究機関、図書館等 

9 『無形文化遺産研究報告』第15号 600 博物館・美術館・大学・研究機関等 

10 『第15回無形民俗文化財研究協議会報告書』 700 博物館・美術館・大学・研究機関等 

11 『保存科学』60号 650 博物館・美術館・図書館・大学・研究機関等 

12 売立目録デジタルアーカイブの公開と今後の展望―売立目録の新たな活用を目指して 1,000 大学・研究機関・教育委員会・図書館等 

 

【奈良文化財研究所】 
○調査研究刊行物 

（1）新たな知見の開拓につながる基礎的・探求的な調査研究  13件 
・有形文化財、伝統的建造物群に関する調査研究4件 

 刊  行  物  名 発行部数 配     布     先 

1 仁和寺史料 目録編〔稿〕4 600 大学・研究機関・教育委員会・図書館等 

2 『「あわの至宝」調査研究報告書（建造物編）』（8月） 300 大学・研究機関・教育委員会・図書館等 

3 『料亭州さき建造物調査報告書』（3年3月） 300 大学・研究機関・教育委員会・図書館等 

4 『松江神社建造物調査報告書』（3年3月） 300 大学・研究機関・教育委員会・図書館等 

 

・記念物、文化的景観、埋蔵文化財に関する調査研究 9件 

 刊  行  物  名 発行部数 配     布     先 

1 
奈良文化財研究所遺跡整備・活用研究集会報告書『歴史的脈絡に因む遺跡の活用ー儀式・

行事の再現と地域間交流の再構築ー』 
400 

大学・研究機関・教育委員会・図書館等 

2 『薬師寺東塔基壇発掘調査報告書』 3年 3月 300 大学・研究機関・教育委員会・図書館等 

3 『地下の正倉院展－重要文化財長屋王家木簡－』２年 10月 3,000 大学・研究機関・教育委員会・図書館等 

4 
『第 24 回古代官衙・集落研究集会 古代集落の構造と変遷（古代集落を考える１） 研究報

告資料』2年 12月 

100 大学・研究機関・教育委員会・図書館等 

5 
『第 23 回 古代官衙・集落研究会報告書 燈明皿と官衙・集落・寺院』（奈良文化財研究所研

究報告第 26冊）2年 12月 

600 大学・研究機関・教育委員会・図書館等 

6 
『古代瓦研究Ⅹ 8世紀の瓦づくりⅧ－一本づくり・一枚づくりの展開 2（西日本編）－』Ⅰ報告

編・Ⅱ資料編 3年 2月 

850 大学・研究機関・教育委員会・図書館等 

7 
平城宮跡歴史公園第一次大極殿院南門復原整備工事記念特別展 『鬼神乱舞 護る・祓う・

鬼瓦の世界』3年１月 

3,000 

 

大学・研究機関・教育委員会・図書館等 

8 『鞏義黄冶窯発掘調査報告』奈良文化財研究所学報第 99冊 3年 3月 700 大学・研究機関・教育委員会・図書館等 

9 『日韓文化財論集Ⅳ』 3年 3月 700 大学・研究機関・教育委員会・図書館等 

 

(2）科学技術を応用した研究開発の進展等に向けた基盤的な研究  0件 
 

(3）文化遺産保護に関する国際協働  5件 

・文化遺産保護に関する国際情報の収集・研究・発信 5件  

 刊  行  物  名 発行部数 配     布     先 

1 『西トップ遺跡調査修復中間報告 10』 500  
文化庁・大学・研究機関・教育委員会・図書

館等 

2 『Survey and Restoration of Western Prasat Top Interim Report 10』 300 
文化庁・大学・研究機関・教育委員会・図書

館等 

3 『寄贈岸良コレクション図録２』 800 
文化庁・大学・研究機関・教育委員会・図書

館等 

4 『現場のための環境考古学』ロシア語版 300 
文化庁・大学・研究機関・教育委員会・図書

館等 

5 『現場のための環境考古学』英語版 500 
文化庁・大学・研究機関・教育委員会・図書

館等 
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(4）文化財に関する情報資料の収集・整備及び調査研究成果の公開・活用  3件 
・文化財情報基盤の整備・充実 0件 

 

・調査研究成果の発信 1件 

 刊  行  物  名 発行部数 配     布     先 

1 埋蔵文化財ニュース第184号『花粉分析からみた古代都城の植生変化』 3,000 教育委員会など文化財関係機関 

 

・展示公開施設の充実 2件 

 刊  行  物  名 発行部数 配     布     先 

1 飛鳥資料館図録第73冊『飛鳥の石造文化と石工』 1,800 大学・研究機関・教育委員会・図書館等 

2 飛鳥資料館カタログ第37冊『飛鳥の考古学2020』 1,800 大学・研究機関・教育委員会・図書館等 

 
(5）地方公共団体等を対象とする文化財に関する研修及び協力等  0件 
・平城宮跡、飛鳥・藤原宮跡等の公開・活用事業への協力 0件 

 

【アジア太平洋無形文化遺産研究センター】 
○調査研究刊行物  4件 

 刊  行  物  名 発行部数 配     布     先 

1 
「無形文化遺産のSDGsへの貢献」事業におけるベトナムのフォーマル教育向けガイドライン

(英語版) 

100 

  オンラインでも公開 
研究協力依頼機関（ベトナム）等 

2 
「無形文化遺産のSDGsへの貢献」事業におけるフィリピンのノンフォーマル教育向けガイドラ

イン(サバネン版) 

100 

オンラインでも公開 
フィリピンのSLT（ノンフォーマル教育施設） 

3 「無形文化遺産（ICH）のSDGsへの貢献プロジェクト」プロジェクトレポート オンラインのみ ユネスコ関係、研究協力依頼機関等 

4 
「アジアのポストコンフリクト等を対象とした無形文化遺産の緊急保護支援の研究」事業プロジ

ェクトレポート 
オンラインのみ ユネスコ関係、研究協力依頼機関等 
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